
　

本
訳
注
は
、「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
に
つ
い
て
、
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
テ
キ
ス
ト
の
全
文
を
あ
げ
て
異
同
の
全
体
像
を
示
す
と
と
も
に
、
注
釈
と
訳

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
に
つ
い
て
は
、
抄
写
が
行
わ
れ
た
当
時
に
お
け
る

用
字
意
識
を
探
る
た
め
、
本
文
校
訂
は
行
わ
ず
、
明
ら
か
な
誤
字
・
略
字
や
修
正

の
跡
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
踊
り

字
や
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
記
号
も
、
で
き
る
限
り
原
型
に
近
い
形
で
示
す
こ
と

に
し
た
。

　

最
も
完
備
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
るS.2614

を
底
本
と
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を

並
列
す
る
形
を
取
る
。
訳
文
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
場
合

に
つ
い
て
は
仮
に
一
つ
の
訳
を
附
し
、
注
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ

る
形
を
取
っ
て
い
る
。

　

本
訳
注
は
、
京
都
府
立
大
学
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
敦
煌
変
文
研
究
会
の
成

果
で
あ
る
。
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
の
後
に
名
前

を
附
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
本
成
果
は
無
論
、
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
以

外
の
メ
ン
バ
ー
ら
を
含
め
た
研
究
会
に
お
け
る
議
論
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
ま
た
彼
ら
は
原
稿
の
確
認
・
修
正
等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
全
員

を
共
著
者
と
す
る
。

　

分
量
が
多
い
た
め
今
回
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
続
く
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
本
年
度
中
に
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
16
号
に
掲

載
の
予
定
で
あ
る
。
残
り
に
つ
い
て
は
、来
年
度
の
本
誌
掲
載
を
目
指
し
て
い
る
。

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

　

今
回
訳
注
を
作
成
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
。
な

お
、
黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』
と
対
照
す
る
際
の
便
宜
を
考
え

て
、
以
下
本
文
を
あ
げ
る
際
に
は
テ
キ
ス
ト
番
号
と
同
書
に
お
け
る
略
号
を
併
記

す
る
。（　

）
内
に
記
す
の
が
当
該
の
略
号
で
あ
る
。

S.2614

（
原
）

P.2319

（
甲
）

P.3485

（
乙
）

P.3107
（
丙
）

P.4988
（
丁
）

杏
雨
羽019V

な
お
、
杏
雨
羽019V
は
『
敦
煌
變
文
校
注
』
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。

※
北
京8444

も
目
連
救
母
故
事
を
題
材
と
す
る
変
文
で
あ
る
が
、
文
章
が
全
面

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）

小
松
謙
・
井
口
千
雪
・
大
賀
晶
子
・
香
月
玲
子
・
川
上
萌
実
・
孫
琳
浄
・

玉
置
奈
保
子
・
田
村
彩
子
・
藤
田
優
子
・
宮
本
陽
佳

二
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



　

的
に
異
な
る
た
め
、
本
訳
注
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

【
凡
例
】

・
字
体
は
可
能
な
限
り
原
文
に
従
っ
た
。

・
□
は
欠
字
。紙
が
破
れ
て
い
る
た
め
に
欠
字
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
な
ど
。

・
■
は
判
読
不
能
の
文
字
。

・
×
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
存
在
す
る
本
文
が
、
あ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
こ
と

を
示
す
。

・
は
っ
き
り
見
え
な
い
が
お
そ
ら
く
そ
の
文
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
場
合
に

は
、
字
の
回
り
に
□
を
附
す
。
例
：
望□

・
単
に
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
誤
字
と
思
わ
れ
る
場
合
は
「
マ
マ
」
記
号

を
附
し
て
、
注
は
つ
け
な
い
。

・
小
字
は
字
の
周
辺
（
右
上
・
右
横
・
右
下
）
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。

・
小
字
の「
乙
」は
倒
置
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る（
日
本
漢
文
に
お
け
る
レ
点
）。

原
本
で
は
「
レ
」
に
見
え
る
例
も
多
い
が
、「
乙
」
に
統
一
す
る
。

・
字
の
右
横
に
記
さ
れ
る
「
ト
」
は
誤
字
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る
（
日
本
に
お

け
る
み
せ
げ
ち
）。

・
台
詞
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
」
を
入
れ
る
。

・
韻
文
部
分
は
全
文
二
字
下
げ
と
す
る
。

・
注
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
近
年
の
校
訂
を
経
た
刊
行
物
で
確

認
し
、
初
出
時
に
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
る
。
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
な
い
も

の
は
、仏
典
に
つ
い
て
は『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、そ
の
他
は『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

に
よ
っ
て
い
る
。

・
参
照
し
た
活
字
本
・
校
注
・
辞
書
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』（
中
華
書
局　

一
九
九
七
年
）：「『
校

注
』」
と
略
称

王
重
民
ほ
か
編
『
敦
煌
變
文
集
』（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
四
年
）：「『
敦

煌
變
文
集
』」
と
呼
称

項
楚
「『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
』
補
校
」（『
四
川
大
學
學
報
叢
刊
』
第

二
七
輯
『
古
籍
整
理
研
究
』、
一
九
八
五
年
。
の
ち
項
楚
『
敦
煌
語
言
文
學

論
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
一
年
〕
所
収
）：「
項
楚
校
」
と
略
称

蔣
禮
鴻
『
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
』（
中
華
書
局　

一
九
五
九
年
、
上
海
古
籍
出

版
社　

一
九
八
一
年
〔
増
訂
本
〕）：「
蔣
禮
鴻
」
と
略
称

中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍　

二
〇
〇
一
年
）：「『
広
説
』」

と
略
称

・
こ
の
他
、
主
と
し
て
以
下
の
辞
典
類
を
参
照
し
た
。

古
田
紹
欽
・
金
岡
秀
友
・
鎌
田
茂
雄
・
藤
井
正
雄
『
佛
教
大
事
典
』（
小
学
館

一
九
八
八
年
）

石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
）

中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典　

第
二
版
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
二
年
）

望
月
信
亨
編
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
五
四
年
）

織
田
得
能
編
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版　

一
九
五
四
年
）

江
藍
生
・
曹
廣
順
編
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上
海
教
育
出
版　

一
九
九
七
年
）

二
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



1

S.2614

（
原
）：
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文（
一
）　

并
啚
一
卷（
二
）　

并
序

P.2319

（
甲
）：
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
一
巻　

其
偈
子
、
每
抄□
三
兩
句
、
後
云

　
　
　
　
　
　

ゝ
是（
三
）

P.3485

（
乙
）：
目
連
變
文

P.3107

（
丙
）：
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
一
巻　

并
序

【
注
】

（
一
）大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
：
目
連
は
梵
語M

audgalyāyana

の
音
写
。
目

犍
連
・
大
目
犍
連
（M

ahām
audgalyāyana

）
と
も
呼
ぶ
（
犍
の
字
に
は
同
音

の
乾
も
当
て
ら
れ
る
）。
仏
十
大
弟
子
の
一
人
。
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
王
舎
城
の
北

方
の
コ
ー
リ
タ
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
村
名
と
同
じ
コ
ー
リ
タ
と
い
う
。
釈
尊
に

帰
依
す
る
前
に
は
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
と
い
う
懐
疑
論
者
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
後
に
釈
尊

の
弟
子
馬
勝
比
丘
の
勧
め
で
釈
尊
の
弟
子
と
な
る
。
ウ
ッ
パ
ラ
ヴ
ァ
ン
ナ
ー
比
丘

尼
と
並
ん
で
目
連
は
弟
子
の
中
で
神じ
ん
ず
う通
第
一
（
禅
定
な
ど
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
獲
得
可
能
と
さ
れ
る
超
人
的
能
力
に
優
れ
る
）
と
い
わ
れ
た
。
釈
尊
の
説
法
を

邪
魔
す
る
神
龍
を
降ご
う
ぶ
く伏
し
た
と
か
、
釈
迦
国
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
軍
隊
を
撃
退
し

よ
う
と
し
た
と
か
な
ど
、
神
通
力
に
よ
っ
て
釈
尊
の
身
辺
の
護
衛
を
行
っ
た
こ
と

が
文
献
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
強
引
な
伝
道
活
動
も
し
た
よ
う
で
、
神
通
を
行
使

し
て
う
ら
み
を
買
い
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
な
ど
か
ら
迫
害
を
受
け
た
と
い
う
。
提だ
い

婆ば

達だ
っ

多た

の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
連
が
地

獄
で
苦
し
む
母
を
救
い
出
す
説
話
は
、
以
下
の
仏
典
に
見
ら
れ
る
。
①
『
佛
説
報

恩
奉ほ

う
お
う瓮
經
』（『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
一
六
冊
所
収
）、②
『
佛
説
盂
蘭
盆
經
』（『
大

正
新
脩
大
藏
経
』一
六
冊
所
収
。
唐
の
道
世
撰『
法
苑
珠
林
』で
は「
小
盆
報
恩
經
」

と
表
記
。
隋
の
費
長
房
撰
『
歷
代
三
寳
紀
』
と
唐
の
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
で

は
西
晋
の
竺
法
護
訳
と
す
る
）、③『
佛
説
浄
土
盂
蘭
盆
經
』（P.2185

。『
法
苑
珠
林
』

で
は
「
大
盆
浄
土
經
」
と
表
記
）。
い
ず
れ
も
中
国
で
成
立
し
た
偽
経
で
は
な
い

か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
と
変
文
は
内
容
・
語
句
・
構
成
と
も
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
経
典
を
基
に
変
文
が
作
ら
れ
た
の
か
、
経
典
の
成
立
以
前
に
既
に

民
間
で
変
文
の
よ
う
な
講
唱
藝
能
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
前
後
関
係
は
不
明
。

（
二
）并
啚
一
卷
：S.2614

（
原
）に
は
こ
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
を
示
し
な
が

ら
故
事
を
語
る
絵
解
き
の
よ
う
な
形
式
で
講
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但

し
図
は
現
存
し
な
い
。

（
三
）其
偈
子
、每
抄□
三
兩
句
、後
云
ゝ
是
：P.2319

（
甲
）の
み
こ
の
注
記
が
あ
る
。

「
偈
文
（
こ
こ
で
は
韻
文
部
分
を
指
す
）
は
、
二
三
句
を
抄
写
す
る
ご
と
に
後
文

を
云
々
と
す
る
規
則
と
し
た
」
の
意
。
五
文
字
目
は
判
読
困
難
だ
が
、
文
脈
に
鑑

み
て
「
抄
」
と
翻
字
し
た
。
但
し
、
荒
見
泰
史
「『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
』

か
ら
見
た
変
文
の
書
き
換
え
と
経
典
化
」（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
第
一
一
号
、

二
三
～
三
八
頁
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
は
「
械
」

と
翻
字
す
る
。

《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
夫
為
七
月
十
五
日

者
、
天
堂
啓
戸
、
地
獄
門
開
、
三
塗
業
消（
四
）、

□

P.2319

（
甲
）：
夫
為
七
月
十
五
日
者
、
天
堂
啓
戸
、
地
獄
門
開
、
三
塗
消
業
、
十

P.3485

（
乙
）：
夫
為
七
月
十
五
日
者
、
天
堂
啓
戸
、
地
獄
門
開
、
三
塗
業
消
、
十

二
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



P.3107
（
丙
）：
夫
為
七
月
十
五
日
者
、
天
堂
啓
戸
、
地
獄
門
開
、
三
塗
業
消
、
十

□
□
□
。
為
衆
僧
咨
下（
六
）、

此
日
會
福
之
神（

七
）、

八
部
龍
天（

八
）、

盡
来
教
福（

九
）。

□
□
□
□

善（
五
）増
長
。
為
衆
僧
咨
下
、
此
日
會
福
之
神
、
八
部
龍
天
、
盡
来
教
福
。
承
供
養
者

善
増
長
。
為
衆
僧
咨
下
、
此
日
會
福
之
神
、
八
部
龍
天
、
盡
来
教
福
。
承
供
養
者

善
増
長
。
為
衆
僧
咨
下
、
此
曰
會
福
之
神
、
八
部
龍
天
、
盡
来
教
福
。
承
供
養
者

現
世
福
資
、
為
亡
×
者
轉
生
於
勝
䖏
。
於
是
盂
蘭
百
味
、
□
□
□
三
尊
、
嬋マ

マ

大
衆

現
世
福
資
、
為
亡
過
者
轉
生
於
勝
䖏
。
於
是
盂
蘭
百
味
、
飾
貢
（
一
〇
）於

三
尊
、
仰
大
衆

現
世
福
資
、
為
亡
×
者
轉
生
於
勝
䖏
。
於
是
盂
蘭
百
味
、
飾
貢
於
三
尊
、
仰
大
衆

現
世
福
資
、
為
亡
×
者
轉
生
於
勝
䖏
。
於
是
盂
蘭
百
味
、
飾
貢
於
三
尊
、
仰
大
衆

之
恩
光
、
救
倒
懸
之
窘
急
。

之
恩
光
、
救
倒
懸
之
窘
急
。

之
恩
光
、
救
倒
懸
之
窘
急
。

之
恩
光
、
救
倒
懸
之
窘
急
。

　
昔
佛
在
世
時
、
弟
□
□
□
目
連
、
在
俗
未
出
家
時
、
名
曰
羅
卜
（
一
一
）、

深
信
三
寳
、

　
昔
仏
在
世
時
、
弟
子
厥
号
目
連
、
在
俗
未
出
家
時
、
名
曰
羅
卜
、
深
信
三
寳
、

　
昔
仏
在
世
×
、
弟
子
厥
号
目
連
、
在
俗
未
出
家
時
、
名
曰
羅
卜
、
深
信
三
寳
、

　
昔
佛
在
世
時
、
弟
子
厥
号
目
連
、
在
俗
未
岀
家
時
、
名
曰
羅
卜
、
深
信
三
寳
、

敬
重
大
乘
（
十
二
）。
□
□
□
□
欲
往
他
國
興
易
（
一
三
）。
遂
即
（
一
四
）支
分
財
寶
、
令
母
在
後
設
齋
供
×

敬
重
大
乗
。
於
一
時
間
欲
往
他
國
興
易
。
遂
即
支
分
財
寳
、
令
母
在
後
設
㪰
供
養

敬
重
大
乗
。
於
一
時
間
欲
往
他
國
興
易
。
遂
即
交マ

マ

分
財
寳
、
令
母
在
後
設
齋
供
諸

敬
重
大
乗
。
於
一
時
間
欲
往
他
國
興
易
。
遂
即
支
分
財
寳
、
令
母
在
後
設
㪰
供
養

佛
法
僧
×
說
乞
来
者
。
及
其
羅
卜
去
後
、
母
生
慳
㦅
恡
（
一
五
）之
心
、
所
×
（
一
六
）囑
付
資
財
、

仏
法
僧
及

諸
乞
来
者
。
×
其
羅
卜
去
後
、
母
生
慳
×
恡
之
心
、
所
是
囑
付
資
財
、

仏
法
僧
×
諸
乞
来
者
。
及
其
羅
卜
去
後
、
母
生
慳
×
恡
之
心
、
所
是
囑
付
資
財
、

佛
×
僧
訖
諸
乞
来
者
。
及
其
羅
卜
去
後
、
母
生
慳
×
惜
之
心
、
所
是
嘱
付
資
財
、

並
並
私
隠
匿
。
児
子
×
×
不
經
旬
月
（
一
七
）、

事
了
還
家
。
母
語
子
言
、「
依
汝
×
×
□

並
×
私
隠
匿
。
児
子
×
×
不
経
旬
月
、
事
了
還
家
。
母
語
子
言
、「
依
汝
×
×
營

並
×
私
隠
匿
。
兒
子
×
×
不
経
旬
月
、
事
了
還
家
。
母
語
子
言
、「
依
汝
×
×
營

並
×
私
隠
匿
。
其
児
羅
卜
不
経
旬
月
、
事
了
還
家
。
母
語
子
言
、「
依
汝
付
嘱
營

齋（
一
八
）×
×
作
福
。」
因
茲
欺
誑
凢
聖
（
一
九
）、
命
終
遂
堕
阿
鼻
×
地
獄
（
二
〇
）中
、
受
□
□
苦
。

燃
×
×
作
福
。」
因
兹
欺
誑
凢
聖
、
命
終
遂
墮
阿
鼻
大
地
獄
中
、
受
諸
劇
苦
。

齋
×
×
作
福
。」
因
茲
欺
誑
凢
聖
、
命
終
遂
堕
阿
鼻
×
地
獄
中
、
受
□
劇
苦
。

齋
供
養
作
福
。」
因
兹
欺
誑
凢
聖
、
命
終
遂
堕
阿
鼻
大
地
獄
中
、
受
諸
劇
苦
。

　
羅
卜
三
周
禮
（
二
一
）畢
、
遂
即
投
仏
出
家
、
丞マ
マ

宿
習
（
二
二
）因
聞
法
（
二
三
）證
□
□
□
漢
（
二
四
）杲マ
マ

。
即
以
道

　
羅
卜
三
周
禮
畢
、
遂
即
投
仏
出
家
、
承
宿
習
因
聞
法
證
得
阿
羅
漢
果
。
即
以
道

　
羅
卜
三
州
禮
畢
、
遂
即
投
仏
出
家
、
承
宿
習
因
聞
法
證
×
阿
羅
漢
果
。
即
是
道

　
羅
卜
三
周
禮
畢
、
遂
即
投
佛
岀
家
、
承
宿
習
因
聞
法
證
×
阿
羅
漢
果
。
即
以
道
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眼（
二
五
）訪

覔
慈
親
、
六
道
生
死

（
二
六
）、

都
不
見
母
。
目
連
従
□
□

（
二
七
）、

□
悲

（
二
八
）諮

白
世
尊
、「
慈

眼
訪
覔
慈
親
、
六
道
生
死
、
都
不
見
母
。
目
連
従
定
起
、
含
悲
諮
白
世
尊
、「
慈

眼
訪
覔
慈
親
、
六
道
死
生
、
都
不
見
母
。
目
連
従
定
起
、
含
悲
諮
白
世
尊
、「
慈

眼
訪
覓
慈
親
、
六
道
生
死
、
都
不
見
母
。
目
連
従
定
起
、
含
悲
諮
白
世
尊
、「
慈

母
何
方
受
於
快
樂
。」
尓
時
世
尊
報
目
連
曰
、「
汝
母
已
落
阿
鼻
、
見
受
諸
苦
（
二
九
）。

母
何
方
受
於
快
樂
。」
尓
時
世
尊
報
目
連
曰
、「
汝
母
已
落
阿
鼻
、
見
受
諸
苦
。

母
何
方
受
於
决マ
マ

樂
。」
尓
時
世
尊
報
目
連
曰
、「
汝
母
已
落
阿
鼻
、
見
受
諸
苦
。

母
何
方
受
於
快
樂
。」
尓
時
世
尊
報
目
連
曰
、「
汝
母
已
落
阿
鼻
、
見
受
諸
苦
。

汝
雖
位
登
聖
果
（
三
〇
）、
知
欲
何
為
。
若
非
十
方
僧
衆
解
下
（
三
一
）×
脱
（
三
二
）之
日
、
已（
三
三
）衆
力
乃
可
救

汝
雖
位
登
聖
果
、
知
欲
何
為
。
若
非
十
方
衆
僧
解
下
×
脱
之
日
、
已
衆
力
乃
可
救

汝
雖
位
登
聖
果
、
知
欲
何
為
。
若
非
十
方
衆
僧
解
下
勝
脱
之
日
、
已
衆
力
乃
可
救

汝
雖
位
登
聖
果
、
知
欲
何
為
。
若
非
十
方
衆
僧
解
下
×
脱
之
日
、
已
衆
力
乃
可
救

之
。」
故
仏
慈
悲
（
三
四
）、

開
此
方
便
。
用（

三
五
）建

盂
■
■
■
■
■

（
三
六
）蘭（
三
七
）盆

者
、
即
是
其
事

也
。

之
。」
故
仏
慈
悲
、
開
此
方
便
。
×
建
盂
×
×
×
×
×
蘭
盆
者
、
即
×
其
事
也
。

之
。」
故
仏
慈
悲
、
開
此
方
便
。
×
建
盂
×
×
×
×
×
蘭
盆
者
、
即
×
其
戸
也
。

之
。」
故
佛
慈
悲
、
開
此
方
便
。
×
建
盂
×
×
×
×
×
蘭
盆
者
、
即
×
其
事
也
。

【
現
代
語
訳
】

　

そ
も
そ
も
七
月
十
五
日
に
は
、
極
楽
世
界
が
戸
を
開
き
、
三
途
の
業
が
消
え
、

十
善
（
の
功
徳
）
が
増
し
高
ま
る
も
の
で
す
。
大
勢
の
僧
ら
が
精
進
明
け
す
る
た

め
に
、
こ
の
日
に
福
を
集
め
る
神
と
天
龍
八
部
が
、
悉
く
福
を
求
め
に
や
っ
て
来

ま
す
。
供
養
者
に
よ
る
現
世
の
福
の
因
果
を
受
け
、
死
者
は
良
き
所
へ
転
生
い
た

し
ま
す
。
そ
こ
で
盂
蘭
（
盂
蘭
盆
）
の
各
種
の
食
べ
物
を
、
三
尊
（
仏
・
法
・
僧
）

に
お
供
え
し
、
大
勢
の
僧
徒
の
恩
恵
に
す
が
り
、
逆
さ
に
吊
さ
れ
る
よ
う
な
耐
え

難
き
苦
し
み
か
ら
救
い
ま
す
。

　

昔
、
仏
が
世
に
生
き
て
お
ら
れ
た
時
の
こ
と
、
門
人
で
そ
の
号
を
目
連
と
い
う

者
が
、俗
世
に
あ
っ
て
未
だ
出
家
し
て
お
ら
ぬ
頃
、名
を
羅
卜
と
い
い
、三
宝
（
仏
・

法
・
僧
）
を
深
く
信
仰
し
、
大
乗
仏
教
を
敬
い
重
ん
じ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、

他
国
へ
行
っ
て
商
売
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
す
ぐ
に
財
産
を
整
理
し
、

母
に
、
今
後
（
こ
れ
で
）
精
進
料
理
を
こ
し
ら
え
て
仏
・
法
・
僧
や
乞
食
に
お
供

え
す
る
よ
う
に
と
言
い
つ
け
ま
し
た
。
な
ん
と
羅
卜
が
発
っ
て
し
ま
う
と
、
母
は

物
惜
し
み
の
心
を
生
じ
、
申
し
つ
か
っ
た
財
産
を
み
な
密
か
に
隠
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
息
子
は
十
ヶ
月
足
ら
ず
し
て
、
仕
事
を
終
え
て
家
へ
戻
り
ま
し
た
。
母
は

息
子
に
言
い
ま
す
、「
お
ま
え
の
言
い
つ
け
通
り
精
進
料
理
を
こ
し
ら
え
て
善
を

施
し
ま
し
た
よ
。」
こ
う
し
て
凡
夫
と
聖
し
ょ
う

者じ
ゃ

を
欺
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
尽
き

た
後
、
か
く
て
阿
鼻
地
獄
へ
堕
ち
、
諸
々
の
ひ
ど
い
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

羅
卜
は
三
回
忌
を
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
仏
陀
の
所
へ
身
を
投
じ
て
出
家
し
、
前

世
か
ら
の
積
徳
と
説
法
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
の
果
を
得
ま
し
た
。
す

ぐ
に
道
眼
（
正
道
を
見
通
し
得
る
眼
力
）
を
用
い
て
親
を
探
し
訪
ね
ま
し
た
が
、

六
道
で
も
生
の
世
界
で
も
死
の
世
界
で
も
、
全
く
母
に
会
え
ま
せ
ん
。
目
連
は
瞑

想
の
境
地
か
ら
起
き
上
が
り
、
悲
哀
を
抱
い
て
仏
陀
に
教
え
を
請
い
ま
し
た
、「
母

上
は
ど
こ
で
快
楽
を
享
受
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。」
そ
の
時
世
尊
（
仏
陀
）
は

三
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



目
連
に
答
え
て
言
い
ま
し
た
、「
お
ま
え
の
母
は
す
で
に
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
、
い

ま
諸
々
の
苦
し
み
を
受
け
て
お
る
。
お
ま
え
は
修
行
を
終
え
真
の
悟
り
を
得
た
身

と
は
い
え
、
知
っ
た
所
で
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
（
ど
う
に
も
で
き
ぬ
）。
も

し
天
下
の
僧
徒
ら
が
解
夏
（
精
進
明
け
）
し
て
脱
す
る
日
に
、
み
な
の
力
を
用
い

れ
ば
、
こ
れ
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。」
も
と
よ
り
仏
は
慈
悲
な
る
も
の
、
こ
の

手
立
て
を
お
図
り
に
な
っ
た
の
で
す
。
盂
蘭
盆
を
設
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、

す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
次
第
で
す
。

【
注
】

（
四
）三
塗
業
消
：
死
後
三
塗
に
堕
ち
る
原
因
と
な
る
行
い
が
帳
消
し
に
な
る
。
三

塗
は
仏
語
。
三
途
に
同
じ
。
即
ち
火
途
（
地
獄
道
）・
血
途
（
畜
生
道
）・
刀
途
（
餓

鬼
道
）。
梁
の
僧
、
僧
佑
撰
『
弘ぐ

明み
ょ
う集
』（
四
部
叢
刊
所
収
明
汪
衜
昆
本
）
巻
一
三

に
録
す
東
晉
の
郄
超
『
奉
法
要
』
に
、「
十
惡
畢
犯
、
則
入
地
獄
。
抵
揬
強
梁
、

不
受
忠
諫
、
及
毒
心
内
盛
、
狥
私
欺
紿
、
則
或
堕
畜
生
、
或
生
蛇
虺
。
慳
貪
專
利
、

常
苦
不
足
、
則
墮
餓
鬼
、
其
罪
差
輕
少
、
而
多
陰
私
、
情
不
公
亮
、
皆
墮
鬼
神
、

雖
受
微
福
、
不
免
苦
痛
。
此
謂
三
塗
、
亦
謂
三
惡
道
（
十
悪
〔
次
項
参
照
〕
を
悉

く
犯
せ
ば
、
地
獄
に
行
く
。
強
硬
横
暴
で
、
誠
実
な
忠
告
を
聞
か
ず
、
ま
た
毒
々

し
い
心
を
内
に
燃
や
し
、
私
情
に
任
せ
て
人
を
欺
け
ば
、
畜
生
に
堕
ち
る
か
、
蛇

や
蝮
の
類
い
に
生
ま
れ
る
。
欲
深
く
財
を
惜
し
み
私
利
を
貪
り
、
い
つ
も
不
足
に

思
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
餓
鬼
に
堕
ち
、
そ
の
罪
は
や
や
軽
い
も

の
の
、
密
か
事
が
多
く
、
心
が
公
正
誠
実
で
な
け
れ
ば
、
み
な
鬼
神
に
堕
ち
、
わ

ず
か
な
福
を
受
け
る
と
は
い
え
、
苦
し
み
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
を
三
塗
、
ま
た
は

三
悪
道
と
い
う
）」
と
あ
る
。

（
五
）十
善
：
楽
の
果
を
も
た
ら
す
十
の
行
為
。
十
悪
を
行
わ
な
い
こ
と
。
即
ち
不

殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
悪
口
・
不
両
舌
・
不
綺
語
・
不
貪
欲
・

不
瞋
恚
・
不
邪
見
。

（
六
）咨
下
：「
咨
」
は
相
談
す
る
、「
下
」
は
補
語
と
と
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
脈

に
そ
ぐ
わ
な
い
。『
校
注
』
は
「
恣
夏
」
と
音
通
、
即
ち
「
自
恣
解
夏
」
の
略
で
、

仏
僧
が
陰
暦
四
月
十
六
日
か
ら
行
う
座
禅
修
学
（
坐
夏
・
夏げ
あ
ん
ご

安
居
）
よ
り
精
進
明

け
す
る
七
月
十
五
日
、
所
謂
「
解
夏
日
」・「
自
恣
日
」（
自
恣
と
は
修
行
中
に
犯

し
た
罪
を
懺
悔
し
訓
戒
を
受
け
る
儀
式
）
を
指
す
か
と
す
る
。
本
訳
注
も
こ
の
解

釈
に
従
っ
た
。

（
七
）此
日
會
福
之
神
：『
敦
煌
變
文
集
』
は
「
爲
衆
僧
咨
下
此
日
會
福
之
神
」
で

一
句
読
と
す
る
が
、
項
楚
校
は
「
此
日
會
福
、
之
神
八
部
龍
天
」
と
分
読
す
べ
き

と
し
、「
之
」
を
「
諸
」
の
通
字
と
み
な
す
（
こ
の
通
字
は
敦
煌
変
文
に
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
）。『
校
注
』
も
項
楚
校
に
従
う
。
し
か
し
、
唯
一
句
読
点
が
ふ
ら
れ

た
テ
キ
ス
ト
で
あ
るP.3107

（
丙
）は
「
此
日
會
福
之
神
、
八
部
龍
天
、
盡
来
教

福
」（
こ
の
日
、福
を
集
め
る
神
と
八
部
龍
天
が
、悉
く
福
を
求
め
に
や
っ
て
来
る
）

と
分
読
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
四
字
の
リ
ズ
ム
で
語
調
が
整
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
訳
注
は
こ
の
分
読
に
即
し
て
訳
し
た
。

（
八
）八
部
龍
天
：
天
龍
八
部
、
八
部
衆
の
称
が
一
般
的
。
古
代
イ
ン
ド
の
邪
神
で

あ
っ
た
が
、
釈
尊
に
教
化
さ
れ
、
仏
法
を
守
護
す
る
よ
う
に
な
っ
た
八
種
の
神
々
。

南
宋
紹
興
一
三
年
（
一
一
四
三
）
普
潤
大
師
法
雲
編
の
梵
語
辞
典
『
翻
譯
名み
ょ
う
ぎ義
集
』

二
「
八
部
第
十
四
」（
四
部
叢
刊
所
収
宋
刊
本
）
に
「
一
天
、
二
龍
、
三
夜
叉
、

四
乾け
ん

闥だ
っ

婆ぱ

、
五
阿
脩
羅
、
六
迦か

樓る

羅ら

、
七
緊
那
羅
、
八
摩ま

睺ご

羅ら

伽が

」
と
い
う
。
摩

睺
羅
伽
は
摩
鉢
羅
伽
と
も
。

三
二
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（
九
）教
福
：
項
楚
校
に
従
い
、「
教
」
は
「
徼
（
求
め
る
）」
の
音
通
字
で
、
福
を

求
め
る
の
意
と
解
釈
し
た
。

（
一
〇
）飾
貢
：『
校
注
』
は
、
目
連
変
文
の
こ
の
部
分
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
、
唐
・

宗
密
『
盂
蘭
盆
經
疏
』
巻
下
冒
頭
の
「
初
、
釋
題
目
」
に
「
佛
令
盆
羅
百
味
式
貢

三
尊
、仰
大
衆
之
恩
光
、救
倒
懸
之
窘
急
。
卽
從
此
義
以
立
經
名（
仏
陀
は
盆
羅〔
盂

蘭
盆
の
意
か
〕
の
各
種
の
食
べ
物
を
三
尊
に
供
え
さ
せ
、
大
勢
〔
の
僧
徒
〕
の
恩

恵
を
受
け
て
、
逆
さ
に
吊
さ
れ
る
よ
う
な
耐
え
難
き
困
難
か
ら
救
わ
せ
た
。
こ
の

意
味
か
ら
経
典
の
名
を
立
て
た
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
飾
貢
」

は
「
式
貢
」
の
音
通
で
、「
式
」
を
「
用
（
用
い
る
、
行
う
）」
と
同
義
と
み
な
す

（『
爾
雅
』「
釋
言
」
に
「
式
、用
也
」
と
あ
る
）。
本
訳
注
も
こ
の
解
釈
に
従
っ
た
。

（
一
一
）羅
卜
：
後
世
の
目
連
故
事
を
題
材
と
す
る
文
藝
で
は
姓
が
加
わ
り
「
傅
羅

卜
」
と
さ
れ
る
。

（
一
二
）大
乗
：
梵
語M

ahāyāna

。
音
写
し
て
摩ま

訶か

衍え
ん

と
も
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
衆

生
を
乗
せ
て
悟
り
に
導
く
大
き
な
乗
物
（
教
え
）
の
意
で
、
小
乗
に
対
す
る
語
。

仏
教
の
修
行
者
は
、声
し
ょ
う

聞も
ん（

仏
弟
子
。
僧
院
に
集
団
生
活
を
す
る
出
家
）・
独ど

っ

覚か
く（

一

人
で
山
野
に
お
い
て
縁
起
を
悟
り
、
人
に
教
え
を
説
く
こ
と
な
く
逝
く
出
家
。
縁え
ん

覚が
く

と
も
い
う
）・
菩
薩
（
仏
陀
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
在
家
お
よ
び
出
家
の
修
行

者
）
の
三
種
に
分
け
ら
れ
た
が
、
自
利
に
専
心
す
る
前
二
者
の
教
え
を
「
小
乗
」、

利
他
に
励
む
菩
薩
の
道
を
「
大
乗
」
と
い
う
。

（
一
三
）興
易
：
蔣
禮
鴻
は「
經
營
求
利（
商
売
し
て
利
益
を
図
る
）」と
解
釈
す
る
。

句
衜
興
撰
と
題
す
る
敦
煌
出
土
の『
搜
神
記
』（
明
刻
本
二
種〔
二
〇
巻
本
・
八
巻
本
〕

と
は
異
同
が
あ
り
、文
体
は
口
語
的
で
あ
る
。『
敦
煌
變
文
集
』に
録
さ
れ
る
）に
も
、

「
昔
有
侯
光
・
侯
周
兄
弟
二
人
、
親
是
同
堂
、
相
隨
多
將
財
物
遠
方
興
易
（
昔
侯
光
・

侯
周
と
い
う
二
人
の
兄
弟
が
お
り
、
親
と
同
じ
屋
根
の
下
に
住
ん
で
い
た
が
、
一

緒
に
多
く
の
財
物
を
持
っ
て
遠
方
に
商
売
に
行
っ
た
）」
と
類
似
の
用
例
が
見
ら

れ
る
。
敦
煌
で
多
用
さ
れ
た
白
話
語
彙
か
。

（
一
四
）遂
即
：
た
だ
ち
に
。
敦
煌
本
句
衜
興
撰
『
搜
神
記
』（『
敦
煌
變
文
集
』）

に
「
郭
歡
無
神
靈
覆
蔭
、
遂
卽
見
身
、
從
靈
床
上
起
來
、
具
說
委
由
（
郭
歓
は
魂

の
庇
護
が
無
く
な
る
と
、
た
だ
ち
に
姿
を
現
し
、
死
者
を
安
置
す
る
床
か
ら
起
き

上
が
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
詳
細
を
話
し
た
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
韻
文
・
俗
語
を
交

え
た
四
六
調
の
文
体
で
書
か
れ
た
張
鷟
撰
の
唐
代
伝
奇
小
説
『
遊
仙
窟
』（『
遊
仙

窟
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
〇
年
〕）
に
「（
十
娘
）
遂
卽
逶
迤
而
起
、
婀
娜
徐

行
（〔
十
娘
は
〕
す
ぐ
さ
ま
た
お
や
か
に
立
ち
上
が
り
、
な
よ
な
よ
と
し
た
様
子

で
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
）」
と
類
似
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
唐
代
に
白
話
系
文
藝
で

多
用
さ
れ
た
語
彙
か
。

（
一
五
）慳
㦅
恡
：S.2614

（
原
）の
「
㦅
」（
判
読
困
難
）
は
上
か
ら
縦
線
で
消
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
恡
」
は
「
吝
」
の
俗
字
（
明
・
張
自
烈
『
正
字
通
』）。

（
一
六
）所
×（
是
）：S.2614

（
原
）の「
所
囑
付
資
財
」は「
申
し
つ
け
た
所
の
財
産
」

と
解
釈
さ
れ
る
。P.2319

（
甲
）・P.3485

（
乙
）・P.3107

（
丙
）は
「
所
是
囑
付
資
財
」

と
作
る
。「
所
是
」
は
「
所
有
（
あ
ら
ゆ
る
、
全
て
の
）」
と
同
義
。
敦
煌
本
句
衜

興
撰
『
搜
神
記
』（『
敦
煌
變
文
集
』）
に
「（
段
）
子
京
卽
喚
親
眷
辭
別
、
卽
令
遣

造
棺
木
衣
衾
被
褥
所
是
送
葬
之
具
（〔
段
〕
子
京
は
す
ぐ
に
親
族
を
呼
ん
で
別
れ

の
挨
拶
を
述
べ
、
す
ぐ
に
棺
・
衣
・
布
団
す
べ
て
の
葬
礼
の
道
具
を
作
ら
せ
た
）」

と
類
似
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

（
一
七
）旬
月
：
一
ヶ
月
、
十
ヶ
月
、
し
ば
ら
く
の
間
（
十
日
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
）

の
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
他
国
へ
商
売
に
行
っ
た
と
い
う
状
況
に
鑑
み
て
、
十
ヶ

三
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



月
と
訳
出
し
た
。

（
一
八
）□
（
營
）
齋
：
精
進
料
理
を
こ
し
ら
え
て
僧
に
供
え
、
死
者
の
魂
を
済
度

（
仏
や
菩
薩
が
衆
生
を
救
い
、
悟
り
の
世
界
へ
導
く
こ
と
）
す
る
よ
う
請
う
こ
と
。

（
一
九
）凢
聖
：
全
て
の
聖
し
ょ
う

者じ
ゃ

と
も
解
釈
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
凡ぼ
ん

夫ぶ

（
こ
こ
で
は

乞
食
）
と
聖
者
（
仏
僧
及
び
目
連
）
の
意
と
解
釈
す
る
。
例
え
ば
「
凡ぼ
ん

聖し
ょ
う

一い
ち

如に
ょ
（
常

に
迷
っ
て
い
る
凡
夫
と
迷
い
を
超
越
し
た
聖
者
と
は
、
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
）」

と
い
う
語
は
し
ば
し
ば
仏
典
に
使
わ
れ
、唐
僧
衜
世
撰
の
仏
教
百
科
的
類
纂
書『
法

苑
珠
林
』
巻
二
八
「
儀
式
部
」
な
ど
に
見
え
る
。

（
二
〇
）阿
鼻
地
獄
：
阿
鼻
は
梵
語avīci
の
音
写
。
無む

間け
ん

と
漢
訳
す
る
。
八
大
地

獄
の
最
下
に
お
か
れ
、
父
母
・
出
家
を
殺
害
す
る
な
ど
の
五
逆
罪
や
、
仏
の
教
え

を
非
難
す
る
謗
法
な
ど
の
重
罪
を
犯
し
た
者
が
堕
ち
る
と
さ
れ
る
。
罪
人
は
犯
し

た
罪
の
報
い
と
し
て
、
こ
の
獄
中
で
猛
火
に
身
を
焼
か
れ
、
極
限
の
苦
し
み
を
味

わ
う
と
い
う
。

（
二
一
）三
周
禮
：
服
喪
。
所
謂
三
回
忌
（
死
後
丸
二
年
後
）
を
指
す
の
で
は
な
く
、

三
周
忌
（
死
後
丸
三
年
後
）
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
二
二
）宿
習
：
前
世
に
身
に
つ
け
た
習
性
。「
宿
」
が
久
し
い
、
古
い
の
意
か
ら
、

過
去
世
を
宿す
く

世せ

と
い
う
。
宿
世
の
善
・
悪
の
行
為（
善
業
・
悪
業
）が
習
慣
と
な
っ

て
と
ど
ま
り
（
習
）、
そ
の
名
残
が
ひ
き
つ
づ
い
て
今
世
以
後
の
生
存
に
か
か
わ

る
こ
と
を
い
う
。

（
二
三
）聞も
ん
ぼ
う法
：
仏
の
教
え
を
聞
く
こ
と
。
仏
教
で
は
、
修
行
を
し
て
悟
り
を
開
く

こ
と
を
目
標
と
す
る
が
、
そ
の
初
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
聞
法
を
重
視
す
る
。

（
二
四
）證
□
□
□
（
得
阿
羅
）
漢
杲
：S.2614

（
原
）の
み
「
杲
」
と
作
る
が
「
果
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
阿
羅
漢
（
羅
漢
と
も
略
称
）
と
は
、梵
語arhan

の
音
写
で
、

漢
訳
は
応お

う

供ぐ

、
尊
敬
・
施
し
を
受
け
る
に
値
す
る
修
行
者
を
意
味
す
る
。
も
と
は

仏
の
別
称
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
仏
と
区
別
さ
れ
、
仏
弟
子
の
到
達
す
る
最
高
の

階
位
と
さ
れ
た
。
阿
羅
漢
果
と
は
、
学
道
を
完
成
し
、
も
は
や
そ
れ
以
上
学
修
す

べ
き
も
の
が
無
い
者
。
仏
教
徒
が
長
い
修
行
を
経
て
悟
り
を
開
く
こ
と
を
證
果
と

い
う
。

（
二
五
）道
眼
：
正
し
い
道
を
見
通
し
得
る
識
見
・
眼
力
と
解
釈
す
る
。
敦
煌
出
土

「
金
剛
醜
女
變
文
」（P.3048

）、「
佛
有
他
心
道
眼
、
當
時
遂
遥
觀
見
。
現
身
公
主

前
頭
、
交
令
懺
悔
發
願
（
仏
は
そ
の
心
に
道
眼
を
お
持
ち
で
、
た
だ
ち
に
遙
か
彼

方
よ
り
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
公
主
の
前
に
姿
を
現
し
、
懺
悔
発
願
を
さ
せ
た
ま

い
ま
す
）」。

（
二
六
）六
道
生
死
：
六
道
は
、
衆
生
が
自
ら
作
っ
た
業
に
よ
っ
て
生
死
を
繰
り
返

す
六
つ
の
世
界
。
即
ち
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
（
阿
修
羅
）・
人に
ん

・
天
。
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
を
三
悪
道
、
修
羅
・
人
・
天
を
三
善
道
と
も
い
う
。
生し
ょ
う死じ

は
、

命
あ
る
も
の
が
、
生
ま
れ
る
こ
と
と
死
を
繰
り
返
す
こ
と
を
意
味
し
、
輪
廻
と
同

義
に
も
用
い
ら
れ
る
。P.3485

（
乙
）は
「
死
生
」
と
作
り
、「
四し

生し
ょ
う」
と
音
通
か

と
も
疑
わ
れ
る
（
六
道
四
生
と
は
、
六
道
に
卵
生
・
胎
生
・
湿
生
・
化
生
の
四
つ

の
生
ま
れ
方
の
分
類
を
併
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
で
輪
廻
す
る
全
て
の
存
在
を
包
括

す
る
）。

（
二
七
）従
□
□
（
定
起
）：「
定じ
ょ
うよ

り
起た

つ
」
と
訓
読
。
定
と
は
、
梵
語sam

ādhi
の
漢
訳
。
音
写
し
て
三
昧
な
ど
と
い
う
。
心
を
一
つ
の
対
象
に
集
中
さ
せ
て
動
揺

を
静
め
、
平
穏
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
。
心
の
散
乱
を
静
め
た
瞑
想
の
境
地
。
目
連

が
こ
の
時
、
母
を
探
す
た
め
に
用
い
た
神
通
力
は
、
禅
定
を
極
め
て
得
ら
れ
る
能

力
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
瞑
想
状
態
か
ら
覚
め
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
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（
二
八
）□
（
含
）
悲
：『
敦
煌
變
文
集
』は「
含
悲
」を
上
の
句
に
続
け
て
読
む
。『
校

注
』
も
こ
れ
に
従
う
。
一
方
、項
楚
校
は
「
含
悲
」
は
下
の
句
に
属
す
る
と
す
る
。

句
読
点
を
持
つP.3107

（
丙
）が
「
従
定
起
、
含
悲
諮
白
世
尊
」
と
し
て
い
る
こ

と
に
も
鑑
み
て
、
本
訳
注
は
後
者
に
従
っ
た
。

（
二
九
）見
受
諸
苦
：
見
は
「
現
（
い
ま
）」
と
同
義
と
し
て
訳
出
し
た
が
、
受
身

用
法
と
も
解
釈
で
き
る
。

（
三
〇
）位
登
聖
果
：「
位
は
聖
果
に
登
る
」
と
訓
読
。
聖
果
は
阿
羅
漢
果
と
同
義
。

仏
道
修
行
の
過
程
に
お
い
て
、
修
行
中
の
状
態
（
因い
ん

位に

）
か
ら
、
修
行
を
完
成
さ

せ
た
状
態
（
果か

位い

）
と
な
る
。

（
三
一
）解
下
：『
校
注
』
が
引
用
す
る
徐
震
螂
校
に
従
い
、「
解
夏
」
の
音
通
、
即

ち
坐
夏
（
夏
安
居
）
か
ら
の
精
進
明
け
と
み
な
す
。

（
三
二
）×
（
勝
）
脱
：P.3485

（
乙
）の
み
「
脱
」
の
上
に
「
勝
」
字
が
あ
る
が
、

意
味
が
と
れ
な
い
。『
校
注
』
に
従
い
、「
脱
」
を
誤
っ
て
「
勝
」
と
書
い
て
し
ま
っ

た
も
の
か
と
み
な
す
。

（
三
三
）已
：
以
と
音
通
字
。
敦
煌
変
文
で
頻
用
さ
れ
る
用
法
。
こ
こ
で
は
「
～
を

用
い
る
」
の
意
。

（
三
四
）慈
悲
：
仏
が
全
て
の
衆
生
に
対
し
、
生し
ょ
う死じ

輪
廻
の
苦
か
ら
解
脱
さ
せ
よ
う

と
す
る
憐
愍
の
心
。
智
慧
と
並
ん
で
仏
教
が
基
本
と
す
る
徳
目
。

（
三
五
）用
：「
須
」「
要
」（
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
同
義
か
。
こ
の
用
法

は
高
適
の
唐
詩
、
宋
代
に
は
『
朱
子
語
類
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
唐
・
高
適
「
行

路
難
」
詩
之
一
（『
高
常
侍
集
』
巻
一
）、「
有
才
不
肯
學
干
謁
、
何
用
年
年
空
讀

書
（
才
能
が
あ
っ
て
も
人
に
見
え
て
頼
み
込
む
こ
と
を
学
ば
ぬ
な
ら
ば
、
ど
う
し

て
何
年
も
む
な
し
く
読
書
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
）」。『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局

一
九
八
一
年
）
巻
一
四
〇
、「
作
詩
先
用
看
李
杜
（
詩
を
作
る
に
は
ま
ず
李
白
・

杜
甫
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」。

（
三
六
）■
■
■
■
■
：S.2614

（
原
）の
み
五
～
七
字
程
度
の
判
読
困
難
な
字
が
あ

る
が
、
前
後
の
文
脈
を
鑑
み
る
に
、
こ
こ
に
何
か
語
句
が
入
る
の
は
不
自
然
で
あ

る
。
字
形
が
直
後
の
唱
の
第
一
句
目
「
羅
卜
自
従
父
母
没
」
に
似
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
て
先
に
飛
ん
で
し
ま
っ
た
か
と
疑
わ
れ
る
。

（
三
七
）盂
蘭
盆
：
七
月
十
五
日
の
自
恣
（
解
夏
）
を
指
す
。
語
源
は
、
梵
語

ullam
bana

の
音
写
、
つ
ま
り
「
倒
懸
（
逆
さ
吊
り
）」
の
意
で
、
地
獄
で
の
苦

し
み
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
で
は
死
者
の
霊
魂
を

urvan

（
ウ
ル
ヴ
ァ
ン
）
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
イ
ラ
ン
語
起
源
説
を
唱
え
る
学
者

も
い
る
。
近
年
は
、
自
恣
（
梵
語pravāran

・ā

）
が
イ
ン
ド
・
西
域
な
ど
で
変
化

し
た
語
、uravān

・a

な
い
しuravā-n

・a

な
ど
の
音
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
様
々

な
果
食
を
盆
に
載
せ
て
供
え
る
こ
と
か
ら
「
盆
」
の
字
が
当
て
ら
れ
た
か
。（

井
口
）

2《
唱
》S.2614

（
原
）：
羅
卜
自
従
父
母
沒
、
禮
垃マ
マ

三
周
復
制
畢（
一
）。
聞
樂
道
不
樂
損
刑マ
マ

P.2319

（
甲
）：
羅
卜
自
従
父
母
沒
、
禮
泣
三
周
復
制□
畢
。
聞
樂
×
不
樂
損
形

P.3485
（
乙
）：
羅
卜
自
従
父
母
沒
、
禮
泣
三
周
復
制
畢
。
聞
樂
×
不
樂
×
刑マ
マ

P.3107
（
丙
）：
羅
卜
自
従
父
母
沒
、
禮
畢泣

三
周
復
制
畢
。
聞
樂
×
不
樂
損
形

容（
二
）、

食
旨
不
甘
傷
觔
骨（
三
）。

聞
道
如
来
在
鹿
琬（
四
）■

、
一
切
人
天
皆
無
恤（
五
）。

我
今

三
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



容
、
食
旨
不
甘
傷
觔
骨
。
聞
道
如
来
在
鹿
宛　

、
一
切
天
人
皆
憮
恤
。
我
今

容
、
食
正
不
甘
傷
觔
骨
。
聞
道
如
来
在
鹿
琬　

、
一
切
人
天
皆
憮
恤
。
我
今

容
、
食
旨
不
甘
傷
觔
骨
。
聞
道
如
来
在
鹿
菀　

、
一
切
人
天
皆
憮
恤
。
我
今

斈
道（
六
）覔
如
来
、
往
詣
雙
林
而
問
仏（
七
）。

斈
道
覔
如
来
、
往
詣
雙
林
而
問
仏
。
云
〻

覺
道
覔
如
来
、
往
詣
䉶□
如
聞
仏
聲
。

斈
道
覓
如
来
、
往
詣
雙
林
如
問
佛
。

【
現
代
語
訳
】

　

羅
卜
は
父
母
が
亡
く
な
っ
て
よ
り
、
喪
に
服
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
終
え
た
。

楽
の
音
を
聞
い
て
も
楽
し
ま
ず
姿
は
や
つ
れ
、
美
食
を
口
に
し
て
も
う
ま
い
と
思

わ
ず
身
体
を
傷
め
る
。
聞
け
ば
如
来
が
鹿ろ
く
お
ん苑
に
お
ら
れ
て
、
一
切
の
衆
生
を
皆
お

救
い
に
な
る
と
の
こ
と
。
私
（
羅
卜
）
は
今
や
道
を
学
び
如
来
を
求
め
、
双
林
へ

参
っ
て
仏
様
に
お
た
ず
ね
し
よ
う
。

【
注
】

（
一
）禮
垃
三
周
復
制
畢
：P.3107

（
丙
）が
二
字
目
を
「
畢
」
と
す
る
の
は
、
句
末

に「
畢
」字
が
あ
り
、ま
た
服
喪
を
終
え
る
と
い
う
内
容
に
影
響
さ
れ
て
の
誤
り
か
。

右
行
間
に
「
泣
」
字
が
書
き
込
ま
れ
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
復
制
」
は
制
御
下
に

置
く
こ
と
を
意
味
す
る
語
だ
が
、そ
れ
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
。『
校
注
』
は
「
復

（
覆
）
墓
的
禮
儀
」、
す
な
わ
ち
埋
葬
の
三
日
後
に
墓
を
清
掃
し
祭
り
を
お
こ
な
う

こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
句
全
体
は
三
年
の
服
喪
期
間
を
終
え
た
こ
と
を
い
っ
て
い

る
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
服
喪
を
意
味
す
る
「
服
制
」
の
音
通
に
よ
る
誤
り
か
。

「
三
周
」
は
前
出
1
注
（
二
一
）「
三
周
禮
」
参
照
。

（
二
）聞
樂
道
不
樂
損
刑
容
：S.2614

（
原
）に
見
え
る
「
道
」
字
は
衍
字
。P.3485

（
乙
）は
「
損
」
字
を
欠
く
。

（
三
）觔
骨
：「
觔
」
は
「
筋
」
の
異
体
字
。

（
四
）聞
道
如
来
在
鹿
琬
：S.2614

（
原
）で
い
う
「
鹿
琬
」
は
、
鹿ろ
く
お
ん苑
、
鹿ろ
く
や
お
ん

野
苑
の

こ
と
。
鹿
野
苑
は
梵
語M

r

・gadāva

の
漢
訳
。
他
に
鹿
園
、
鹿
林
、
施
鹿
園
な

ど
と
も
訳
さ
れ
る
。
中
イ
ン
ド
・
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
あ
り
、
釈
迦
が
最
初
に
説
法

を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
地
（『
広
説
』）。「
苑
」
をS.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）

は
「
琬
」
に
、P.2319

（
甲
）は
「
宛
」、P.3107

（
丙
）は
「
菀
」
に
作
り
、
表
記

が
安
定
し
て
い
な
い
。
ま
たS.2614

（
原
）で
は
、
そ
の
右
下
に
小
さ
く
「
文
」
の

よ
う
な
字
が
書
き
込
ん
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
意
味
を
と
り
が
た
い
。

（
五
）一
切
人
天
皆
無
恤
：
人に
ん
で
ん天
は
仏
教
語
で
人
々
と
神
、
あ
る
い
は
人
間
界
と
天

上
界
を
い
い
、
ま
た
衆
生
を
さ
す
（『
広
説
』）。P.2319

（
甲
）の
み
「
天
人
」
と

す
る
の
は
抄
写
の
誤
り
か
。
ま
たS.2614

（
原
）は
「
無
恤
」、
他
三
本
は
「
憮
恤
」

と
す
る
が
い
ず
れ
も
「
撫
恤
（
慰
撫
し
救
う
こ
と
）」
の
誤
り
。

（
六
）斈
道
：「
斈
」
は
「
學
」
の
異
体
字
。P.3485

（
乙
）の
み
「
覺
」
と
あ
る
の

は
発
音
の
近
似
に
よ
る
誤
り
、
あ
る
い
は
「
仏
の
道
を
悟
る
」
の
意
か
。

（
七
）往
詣
雙
林
而
問
仏
：「
雙
林
」
は
娑
羅
双
樹
の
こ
と
。
釈
迦
の
涅
槃
の
地
を

さ
す
。
後
文
に「
雙
林
樹
下
」の
形
で
も
見
え
る
。P.3485

（
乙
）に
は
雙
林
の「
林
」

が
な
く
、
そ
の
次
がS.2614

（
原
）とP.2319

（
甲
）で
は
「
而
」、P.3485

（
乙
）と

P.3107

（
丙
）で
は
「
如
」
と
な
っ
て
い
る
。
続
い
てS.2614

（
原
）、P.2319

（
甲
）、

P.3107

（
丙
）が
全
て
「
問
仏
（
佛
）」
な
の
に
対
し
、P.3485

（
乙
）の
み
「
聞
仏
聲
」

三
六
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と
あ
り
、一
応
意
味
は
通
る
が
韻
が
合
わ
な
い
。
抄
写
の
際
「
林
」
字
が
脱
落
し
、

「
問
」
が
「
聞
」
に
誤
ら
れ
た
後
で
、
字
数
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
「
聲
」
を
補
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。P.2319

（
甲
）に
は
こ
の
句
の
後
に
小
字
で
「
云
〻
」
と
あ

り
、
以
下
こ
の
韻
文
の
最
後
ま
で
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。P.2319

（
甲
）は
全
体
を

通
し
て
、
韻
文
が
「
云
云
」
に
置
き
か
え
ら
れ
て
省
略
さ
れ
る
例
が
多
い
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
尒
時
仏
自
便
逡
巡（

八
）、

稽
首
和
尚
兩
足
尊（

九
）。

左
右
磨マ

マ

訶
釋
梵

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
尒
時
仏
在
便
逡
巡
、
稽
手マ

マ

和
尚
兩
足
尊
。
左
右
摩
訶
釋
梵

P.3107

（
丙
）：
尒
時
仏
自
便
逡
巡
、
稽
首
和
尚
兩
足
尊
。
左
右
摩
訶
釋
梵

衆（
一
〇
）■

、
東
西
大
将
散
支（
一
一
）神
。
看
前
万
字
頗
黎（
一
二
）色
、
項
後
圓
光
像
月
輪□
。
欲
知

×　
　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×

衆　

、
東
西
散卜
大

将
散
端マ

マ

神
。
看
前
万
字
波
利
色
、
項
後
圓
光
像
月
倫マ

マ

。
欲
知

衆　

、
東
西
大
将
散
支
神
。
看
前
万
字
頗
黎
色
、
項
後
圓
光
像
月
輪
。
欲
知

百
寳
千
花（
一
三
）上
、
恰
似
天
邊
五
色
雲
。「
弟
子
凡
愚
居
五（
一
四
）□
、
不
能
捨
離
去
貪

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×    

×
×
×
×
×
×
×   

×
×
×
×
×
×

百
寳
千
花
上
、
恰
似
天
邊
五
色
雲
。「
弟
子
凡
愚
居
五
欲
、
不
能
捨
離□
去
貪

百
寳
千
花
上
、
恰
似
天
邊
五
色
雲
。「
弟
子
凡
愚
居
五
欲
、
不
能
捨
離
去
貪

嗔（
一
五
）。

直
（
一
六
）為

平
生
罪
業
重
、
殃（
一
七
）及

慈
母
入
泉□
□
（
一
八
）。

只
恐
無
常
相
逼
迫
、
苦
海
沉

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

嗔
。
真
為
平
生
罪
業□
重
、
央マ

マ

及
慈
母
入
泉
門
。
只
恐
無
常
相
逼
迫
、
苦
海
沉

嗔□
。
□
為□
平
生
罪
業
重
、
殃
及
慈
母
入
泉
門
。
只
恐
無
常
相
逼
迫
、
苦□
海
沉

淪
生
死
津
（
一
九
）。
願
仏
慈
悲
度
弟
子□
、
學
道
專
心
報
二
親
。」

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

淪
生
死
津
。
願
仏
慈
悲
度
弟
子
、
學□
道
專
心
報
二
親
。」

淪
生
死
津
。
願
佛
慈
悲
度
弟
子
、
學
道
專
心
報
二
親
。」

【
現
代
語
訳
】

　

こ
の
時
仏
様
の
お
ら
れ
る
前
に
て
（
羅
卜
は
）
か
し
こ
ま
り
、
僧
侶
・
如
来
に

ぬ
か
づ
い
て
拝
礼
す
る
。
左
右
に
は
帝
釈
天
と
梵
天
の
衆
徒
、
東
西
に
は
八
大
将

の
散
支
神
。
胸
に
は
卍
が
玻
璃
の
色
に
き
ら
め
き
、
後
光
の
丸
い
輝
き
は
月
の
よ

う
。
百
寶
千
花
の
う
て
な
の
上
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
ま
る
で
天
上
の
五
色
の
雲

を
見
る
か
の
よ
う
。「
わ
た
く
し
（
羅
卜
）
は
凡
愚
に
て
五
欲
の
境
に
お
り
、
貪

欲
や
瞋
恚
の
煩
悩
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
平
素
の
罪
業
が
重
い

た
め
に
、
災
い
が
母
上
に
及
ん
で
黄
泉
へ
と
入
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
恐

れ
る
の
は
諸
行
無
常
の
理
に
迫
ら
れ
、
苦
界
に
沈
み
生し
よ
う
じ死
の
境
界
へ
と
お
も
む
く

こ
と
。
ど
う
ぞ
仏
様
、
慈
悲
を
も
っ
て
わ
た
く
し
を
済
度
下
さ
り
、
仏
道
を
専
心

に
学
び
父
母
の
恩
に
報
い
る
よ
う
に
さ
せ
て
下
さ
い
ま
せ
。」

【
注
】

（
八
）尒
時
仏
自
便
逡
巡
：「
尒
」
は
「
爾
」
の
異
体
。
四
字
目
はS.2614

（
原
）と

三
七

「
大
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連
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救
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變
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」
訳
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一
）



P.3107
（
丙
）が
「
自
」
で
一
致
す
る
が
、
そ
れ
で
は
釈
迦
が
「
逡
巡
」
す
る
こ
と

に
な
る
。「
逡
巡
」
は
こ
こ
で
は
あ
と
ず
さ
り
す
る
こ
と
で
、
恭
順
の
態
度
を
表

す
仕
草
。P.3485

（
乙
）が
正
し
い
と
す
れ
ば
、「
仏
在
」
と
な
り
、
主
語
と
し
て

羅
卜
を
補
う
こ
と
で
、羅
卜
が
仏
の
い
る
と
こ
ろ
で
か
し
こ
ま
る
意
味
と
な
る
か
。

P.3485

（
乙
）が
他
本
と
異
な
る
場
合
は
誤
字
で
あ
る
例
が
多
く
、
こ
こ
に
限
り

P.3485

（
乙
）の
み
が
正
し
い
と
す
る
の
は
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に

解
釈
し
て
訳
出
し
た
。

（
九
）稽
首
和
尚
兩
足
尊
：P.3485
（
乙
）は
「
稽
首
」
を
音
通
に
よ
り
「
稽
手
」
に

誤
る
。「
両
足
尊
」
は
、
両
足
で
歩
く
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
の
中
で
最
も
尊
い

人
の
意
で
、
仏
の
尊
称
。

（
一
〇
）左
右
磨
訶
釋
梵
衆
：「
摩
訶
」
は
梵
語m

ahā

の
音
写
。
摩
賀
、
摩
醯
、

莫
訶
と
も
。
大
き
い
・
偉
大
な
の
意
で
、
大
・
多
・
勝
の
三
義
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

語
頭
に
冠
し
て
尊
称
と
し
て
も
用
い
る
。「
釋
梵
」
は
帝
釈
天
と
梵
天
。
帝
釈
天

は
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
か
ら
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
仏
法
の
守
護
神
と
さ
れ
た
。
梵

天
は
大
梵
天
王
、
梵
天
王
な
ど
と
も
い
い
、
色
界
十
七
天
の
一
つ
初
禅
天
の
第
三
、

大
梵
天
の
王
で
、
常
に
帝
釈
天
と
と
も
に
仏
の
左
右
に
侍
す
と
さ
れ
る
。
た
だ
し

釈
迦
を
さ
し
て
釈
梵
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
「
釈
尊
の
信
徒
た
ち
」
と

解
さ
れ
る
か
。「
衆
」
の
右
下
に
、
2
注
（
四
）「
聞
道
如
来
在
鹿
琬
」
の
場
合
と

似
た
小
字
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
判
然
と
し
な
い
。

（
一
一
）東
西
大
将
散
支
神
：P.3485

（
乙
）は
「
大
」
を
「
散
」
と
誤
る
が
、
右
行

間
に
「
卜
大
」
と
書
き
込
ん
で
修
正
。
さ
ら
に
「
散
支
神
」
を
「
散
端
神
」
と
誤

る
。
散さ
ん
し支
は
仏
法
護
持
の
鬼
神
。
毘
沙
門
天
の
眷
属
で
あ
る
夜
叉
（
薬
叉
）
八
大

将
の
一
人
で
、
散
脂
、
散
脂
迦
、
あ
る
い
は
僧
慎
爾
耶
、
半
只
迦
、
半
支
迦
な
ど

と
も
称
す
る
。
二
十
八
部
衆
を
所
管
し
善
悪
を
賞
罰
す
る
と
い
い
、
鬼
子
母
神
の

子
ま
た
は
夫
と
さ
れ
る
（『
望
月
佛
教
大
辞
典
』、『
織
田
佛
教
大
辞
典
』）。『
大
毘

盧
遮
那
成
佛
經
疏
』
巻
五
に
は
「
次
於
北
門
、
當
置
毘
沙
門
天
王
。
於
其
左
右
置

夜
叉
八
大
將
。
一
名
摩
尼
跋
陀
羅
、
…
…
三
名
半
只
迦
、
舊
曰
散
支
。（
つ
い
で

北
の
門
に
は
毘
沙
門
天
王
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
左
右
に
は
夜
叉
八
大
将
を

置
く
。
そ
の
一
は
名
を
摩
尼
跋
陀
羅
、
…
…
そ
の
三
は
名
を
半
只
迦
、
古
く
は
散

支
と
い
っ
た
）」
と
い
う
。

（
一
二
）看
前
万
字
頗
黎
色
：「
万
字
（
萬ま
ん
じ字

）」
は
卍
。「
看
前
万
字
」
は
身
体
の

前
面
つ
ま
り
胸
に
卍
が
あ
る
こ
と
。『
佛
說
長
阿
含
經
』
巻
一
で
は
釈
尊
三
十
二

相
の
う
ち
「
十
六
、
胸
有
萬
字
」
と
す
る
。
幸
福
や
め
で
た
さ
を
意
味
す
る
卍
信

仰
の
起
源
は
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
神
の
特
徴
と
し
て
胸
に
卍
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
が
、
後
代
の
仏
教
に
お
い
て
仏

の
相
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
（『
広
説
』）。S.2614

（
原
）とP.3107

（
丙
）が
「
頗

黎
」、P.3485

（
乙
）が
不
明
瞭
だ
が
恐
ら
く
「
波
利
」
と
す
る
の
は
い
ず
れ
も
「
玻

璃
」
の
音
通
。

（
一
三
）欲
知
百
寳
千
花
上
：
百
寶
、
千
花
と
も
に
仏
典
に
頻
出
す
る
語
。
た
と
え

ば
『
佛
説
觀
無
量
壽
佛
經
』
に
「
見
世
尊
釋
迦
牟
尼
佛
、身
紫
金
色
坐
百
寶
蓮
華
、

目
連
侍
左
、
阿
難
在
右
（
見
れ
ば
釈
迦
牟
尼
は
、
身
に
紫
金
の
色
を
ま
と
い
百
宝

蓮
華
の
座
に
ま
し
ま
し
、
目
連
は
左
に
、
阿
難
は
右
に
侍
す
る
）」
と
あ
り
、
あ

る
い
は
『
梵
網
經
』「
盧
舍
那
佛
說
菩
薩
心
地
戒
品
」
第
一
〇
巻
下
に
「
我
今
盧

舍
那
、
方
坐
蓮
花
臺
。
周
匝
千
花
上
、
復
現
千
釋
迦
。
一
花
百
億
國
、
一
國
一
釋

迦
。
各
坐
菩
提
樹
、
一
時
成
佛
衜
（
わ
れ
毘
盧
遮
那
佛
、
ま
さ
に
蓮
華
の
台
に
座

す
。
周
囲
に
千
花
を
め
ぐ
ら
し
た
そ
の
上
に
、
ま
た
千
の
釈
迦
が
現
れ
る
。
一
花

三
八
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に
百
億
の
国
あ
り
、
一
国
に
一
人
の
釈
迦
あ
り
。
お
の
お
の
菩
提
樹
に
座
し
、
一

時
に
仏
道
を
成
す
）」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
仏
の
座
す

る
蓮
華
台
（
蓮
華
座
）
を
形
容
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
一
四
）弟
子
凡
愚
居
五
□
（
欲
）：「
五
欲
」
は
仏
教
語
で
、
五
つ
の
欲
（
梵
語

kām
a

）。
五
官
に
よ
る
色
・
声
・
香
・
味
・
所
触
の
五
種
の
感
覚
対
象
（
五
境
）

に
対
す
る
欲
望
。
五
境
を
享
楽
す
る
こ
と
。
世
俗
的
な
人
間
の
欲
望
。

（
一
五
）不
能
捨
離
去
貪
嗔
：「
捨
離
」
は
仏
教
語
で
、
一
切
を
捨
て
去
り
煩
悩
を

離
れ
る
こ
と
（『
広
説
』）。「
嗔
」
は
「
瞋
」
に
同
じ
。
貪と
ん
じ
ん瞋

は
仏
教
語
で
、
貪
る

こ
と
と
怒
る
こ
と
。
貪と
ん
じ
ん
ち

瞋
痴
す
な
わ
ち
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
の
う
ち
の
二

つ
（『
広
説
』）。

（
一
六
）直
：S.2614

（
原
）は
「
直
（
直
）」、P.3485

（
乙
）は
「
眞
」
と
し
、P.3107

（
丙
）で
は
紙
の
破
損
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通
る
が
、
底

本
に
従
い
「
た
だ
」
と
訳
し
た
。

（
一
七
）殃
及
：
後
世「
殃
及
」「
央
及
」と
い
う
二
種
の
表
記
で
、關
漢
卿
の
散
曲【
梧

葉
兒
】「
別
情
」
に
「
春
將
去
、人
未
還
。
這
其
間
殃
及
殺
愁
眉
涙
眼
（
春
が
行
っ

て
し
ま
お
う
と
い
う
の
に
、
あ
の
人
は
帰
ら
ず
、
い
ま
愁
い
の
眉
、
涙
の
目
に
迷

惑
を
か
け
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
「
迷
惑
を
掛
け
る
」、
更
に
は
「
依
頼
す
る
」
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
文
字
通
り
「
殃わ
ざ
わい
が
及
ぶ
」
と
い
う
方
向

で
理
解
が
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
後
世
の
派
生
用
法
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
八
）泉□
□
（
泉
門
）：S.2614

（
原
）で
は
「
泉
」
の
下
半
分
と
そ
の
次
の
字
が

破
損
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
。
他
本
に
従
い
「
泉
門
」
を
補
う
。「
泉
門
」
は
後

で
「
一
掩
泉
門
不
再
開
」「
何
時
更
得
別
泉
門
」
の
例
が
あ
り
、
黄
泉
の
門
ま
た

は
墓
の
門
の
意
と
思
わ
れ
る
。

（
一
九
）苦
海
沉
淪
生
死
津
：P.3107

（
丙
）は
一
字
目
が
一
部
分
破
損
に
よ
り
失
わ

れ
て
い
る
。「
苦
海
」
は
仏
教
語
で
、
苦
し
み
に
満
ち
た
こ
の
世
、
生
死
流
転
す

る
こ
の
世
。「
生し
よ
う
じ死
」
は
前
出
1
注
（
二
六
）「
六
道
生
死
」
参
照
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
世
尊
當
聞
羅
卜
說
、
知
其
正
直
不
心（

二
〇
）耶

。
屈
指
先
輪□論
卜

四
諦

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
世
尊
當
聞
羅
卜
說
、
知
其
正
真
不
心
耶
。
屈
指
先
論
四
帝

P.3107

（
丙
）：
世
尊
當
聞
羅
卜
說
、
知
其
正
直
不
心
耶
。
屈
指
先
論
四
諦

P.4988

（
丁
）：
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□

去（
二
一
）、
後
聞
應
當
沒
七（
二
二
）遮
。
縱
令
積
寳
陵
雲
漢
、
不
及
交
人
蹔
出
家
×
（
二
三
）。
恰
似

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×

法
、
後
聞
應
當
沒
七
遮
。
縱□
令
積
寶
陵□
雲
漢
、
不
及
交
×
蹔□
出
家
如
。
恰
似

法
、
後
聞
應
當
沒
七
遮
。
縦
令
積
寳
陵
雲
漢
、
不
及
交
人
蹔
出
家
×
。
恰
似

□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□

盲
龜
遇
浮（
二
四
）木
、
由
如
大
火
出
蓮（
二
五
）花
。
炎
〻
火
宅
難
逃（
二
六
）避
、
滔
〻
苦
海
闊
無（
二
七
）邊
。

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

盲
龜
遇
浮
木
、
由
如
火マ
マ

火
出
蓮
花
。
炎
〻
火
宅
難
逃
避
、
滔
〻
苦
海
闊
無
邊
。

盲
龜
遇
浮
木
、
由
如
大
火
出
蓮
花
。
炎
炎□ 

※P.3107

（
丙
）
は
こ
こ
ま
で
。

□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

三
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



直
為
衆
生
分
別（

二
八
）故

、
如
來
所
已
立
三（

二
九
）車

。
仏
喚
阿（

三
〇
）難

而
剃
髮
、
衣
裳
便
化
作

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

真
為
衆
生
分
別
故
、
如
来
所
已
立
三
車
。
仏
喚
阿
難
而
剃
髮
、
衣
裳
便
化
作

□
為
衆
生
分
別
故
、
如
来
所
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
便
化
作

袈
裟
。
登
時
證
得
阿
難（
三
一
）漢

、
後
受
婆
羅
提
木（

三
二
）叉

。

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

袈
裟
。
登
時
證
得
阿
羅
漢
、
後
受
婆
羅
提
木
叉
。

袈
裟
。
登
時
證
得
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
叉
。

【
現
代
語
訳
】

　

釈
尊
は
羅
卜
が
言
う
の
を
お
聞
き
に
な
る
と
、
そ
の
ま
っ
す
ぐ
で
邪
心
の
な
い

こ
と
を
お
知
り
に
な
っ
た
。
指
を
折
っ
て
ま
ず
四し
た
い諦

の
法
を
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
か

ら
七
遮
の
罪
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
お
た
だ
し
に
な
る
。
た
と
え
財
宝
を
雲
を
し

の
ぐ
ほ
ど
積
み
上
げ
て
も
、人
を
し
ば
し
な
り
と
出
家
さ
せ
る
の
に
は
及
ば
な
い
。

（
仏
法
に
め
ぐ
り
あ
う
の
は
）
ま
る
で
盲
目
の
亀
が
穴
の
あ
る
流
木
に
め
ぐ
り
あ

う
よ
う
（
に
難
し
く
）、（
仏
道
修
行
を
と
げ
る
の
は
）
火
中
か
ら
蓮
華
が
咲
き
出

る
か
の
よ
う（
に
希
有
な
こ
と
）。燃
え
盛
る
火
宅
の
世
か
ら
は
逃
れ
が
た
く
、滔
々

た
る
苦
海
の
世
は
広
大
で
果
て
し
な
い
。
た
だ
衆
生
が
虚
妄
の
分
別
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
が
故
に
、
如
来
は
三
乗
の
教
え
を
お
立
て
に
な
っ
た
。
仏
様
が
阿
難
陀
を

呼
ん
で
（
羅
卜
の
）
髪
を
剃
ら
せ
る
と
、衣
裳
は
た
ち
ま
ち
変
じ
て
袈
裟
と
な
る
。

す
ぐ
さ
ま
悟
り
を
開
い
て
阿
羅
漢
果
を
得
、
そ
の
後
で
波は
ら
だ
い
も
く
し
や

羅
提
木
叉
を
授
け
ら
れ

た
。

【
注
】

（
二
〇
）知
其
正
直
不
心
耶
：P.3485

（
乙
）は
「
直
」
を
「
真
」
に
誤
る
。
七
字
目

は
三
本
と
も
「
耶
」
だ
が
、「
邪
」
の
誤
写
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
一
）屈
指
先
輪論論
卜

四
諦
去
：S.2614

（
原
）は
四
字
目
を
「
輪
」
に
作
り
、
こ
れ
を

上
か
ら
消
し
て
、右
行
間
に
「
論
」
と
修
正
を
示
す
「
卜
」
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

後
三
字
をS.2614

（
原
）は
「
四
諦
去
」、P.3485

（
乙
）は
「
四
帝
法
」
と
す
る
が

い
ず
れ
も
「
四し
た
い諦
法
」
の
誤
り
。「
四
諦
」
は
仏
教
の
中
心
的
教
義
で
、
四
つ
の

尊
い
真
理
。
四し
し
よ
う
た
い

聖
諦
に
同
じ
。
諦（
梵
語satya

）は
真
理
、真
実
の
意
。
苦
諦（
こ

の
世
は
苦
で
あ
る
と
い
う
真
実
）・
集
諦
（
苦
の
原
因
は
煩
悩
・
妄
執
に
あ
る
と

い
う
真
実
）・
滅
諦
（
苦
の
原
因
の
滅
と
い
う
真
実
、
無
常
の
世
を
超
え
て
執
着

を
絶
っ
た
悟
り
の
境
地
）・
道
諦
（
悟
り
に
導
く
実
践
と
い
う
真
実
、
悟
り
に
至

る
た
め
に
八
正
道
の
正
し
い
修
行
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
）
と
い
う
四
つ
の
真

理
を
い
う（『
広
説
』）。
こ
の「
苦
集
滅
衜
」（
苦・

諦
、集・

諦
、滅・

諦
、道・

諦
）の
他
、「
苦

習
盡
衜
」
と
す
る
言
い
方
も
あ
り
、た
と
え
ば
『
佛
説
阿
那
律
八
念
經
』
で
は
「
比

丘
智
慧
、
謂
知
四
諦
苦
習
盡
衜
。
何
謂
苦
諦
（
比
丘
の
賢
明
な
る
は
、
四
諦
苦
習

尽
道
を
知
る
を
言
う
。
何
を
苦
諦
と
い
う
や
）」
以
下
、
四
諦
の
そ
れ
ぞ
れ
を
説

明
し
て
い
る
。

（
二
二
）七
遮
：
七
遮
罪
、
七
逆
罪
に
同
じ
。
そ
の
う
ち
一
つ
で
も
犯
し
た
者
は
菩

薩
戒
を
受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
遮
罪
と
い
う
。
聖
道
を
妨
げ
る
七
種
の

四
〇
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重
罪
。
仏
身
の
血
を
出
す
（
仏
を
傷
つ
け
る
）・
父
を
殺
す
・
母
を
殺
す
・
和
尚

を
殺
す
・
阿
闍
梨
を
殺
す
・
羯
磨
轉
法
輪
の
僧
を
破
る
（
教
団
を
分
裂
さ
せ
活
動

を
妨
げ
る
）・
聖
人
（
阿
羅
漢
）
を
殺
す
、
の
七
つ
（『
広
説
』）。『
梵
網
經
盧
舍

那
佛
說
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
』
巻
下
に
、「
若
欲
受
戒
時
師
應
問
言
、
汝
現
身
不

作
七
逆
罪
耶
。
菩
薩
法
師
不
得
與
七
逆
人
現
身
受
戒
。
七
逆
者
、出
佛
身
血
、殺
父
、

殺
母
、
殺
和
上
、
殺
阿
闍
梨
、
破
羯
磨
轉
法
輪
僧
、
殺
聖
人
。
若
具
七
遮
卽
現
身

不
得
戒
。餘
一
切
人
盡
得
受
戒（
受
戒
せ
ん
と
す
る
時
、師
は
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
汝
は
現
世
で
七
逆
の
罪
を
犯
し
て
い
な
い
か
」
と
。
師
僧
は
七
逆
の
人
に
現
世

で
戒
を
授
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
七
逆
と
は
、
仏
身
の
血
を
出
す
・
父
を
殺
す
・

母
を
殺
す
・
和
尚
を
殺
す
・
阿
闍
梨
を
殺
す
・
羯
磨
轉
法
輪
の
僧
を
破
る
・
聖
人

を
殺
す
、で
あ
る
。も
し
七
遮
を
そ
な
え
て
い
れ
ば
、現
世
で
受
戒
は
得
ら
れ
な
い
。

他
の
全
て
の
人
は
受
戒
を
得
ら
れ
る
）」
と
い
う
。
ま
た
『
梵
網
經
菩
薩
戒
本
疏
』

巻
六
に
、「
七
遮
卽
是
七
逆
。
以
障
受
戒
故
名
遮
也
。（
七
遮
と
は
七
逆
の
こ
と
で

あ
る
。
受
戒
を
さ
ま
た
げ
る
が
ゆ
え
に
遮
と
い
う
の
で
あ
る
）」
と
い
う
。

（
二
三
）不
及
交
人
蹔
出
家
×
：P.3485

（
乙
）は
「
交
」
の
後
に
「
人
」
字
を
欠
き
、

さ
ら
に
「
出
家
」
の
後
に
罫
線
の
外
に
は
み
出
し
て
「
如
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
文
意
が
通
ら
ず
押
韻
も
せ
ず
、
解
釈
し
が
た
い
。

（
二
四
）盲
龜
遇
浮
木
：「
盲
龜
浮
木
」
は
、
百
年
に
一
度
浮
上
す
る
盲
目
の
亀
が

穴
の
あ
る
流
木
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
を
、
仏
法
に
出
会
う
こ
と
の
困
難
さ
に
た
と

え
た
表
現
（『
広
説
』）。『
佛
説
泥
犁
經
』
に
は
「
佛
言
、
人
在
三
惡
衜
難
得
脱
。

譬
如
周
匝
八
萬
四
千
里
水
中
有
一
盲
龜
、
水
上
有
一
浮
木
有
一
孔
。
龜
從
水
中
百

歲
一
跳
出
頭
、
寧
能
値
木
孔
中
不
。
諸
比
丘
言
、
百
千
萬
歲
尙
恐
不
入
也
（
御
仏

が
言
わ
れ
た
。「
人
が
三
悪
道
に
あ
っ
て
解
脱
し
が
た
い
の
は
、
た
と
え
る
な
ら

周
囲
八
万
四
千
里
の
水
中
に
一
匹
の
盲
目
の
亀
が
お
り
、
水
上
に
一
本
の
流
木
が

あ
っ
て
一
つ
の
穴
が
あ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
亀
が
水
中
か
ら
百
年
に
一
度
浮

上
し
て
頭
を
出
す
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
流
木
の
穴
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。」
比
丘
ら
は
言
う
「
百
千
万
年
と
い
え
ど
も
入
れ
な
い
で
し
ょ
う
」）」
と

い
う
。

（
二
五
）由
如
大
火
出
蓮
花
：「
由
」
は
「
猶
」
の
通
用
字
。「
大
火
出
蓮
花
」
は
「
火

中
生
蓮
華
」
の
表
現
で
仏
典
に
見
ら
れ
、
炎
の
中
か
ら
蓮
華
が
咲
き
出
る
よ
う
に

極
め
て
ま
れ
な
こ
と
。『
維
摩
詰
所
說
經
』巻
中
に
は「
火
中
生
蓮
華
、是
可
謂
希
有
。

在
欲
而
行
禪
、
希
有
亦
如
是
（
火
中
に
蓮
華
が
生
じ
る
の
は
、
希
有
の
こ
と
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
欲
を
持
つ
身
で
禅
を
お
こ
な
う
の
も
、
そ
の
よ
う
に
希
有
な
こ

と
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
煩
悩
の
あ
る
人
の
身
で
修
行
を
行
う
困
難
さ
を
い
う
。

（
二
六
）炎
〻
火
宅
難
逃
避
：P.3107

（
丙
）は
「
炎
炎
」
の
二
字
目
が
紙
の
破
損
で

半
分
欠
け
、
そ
の
後
の
テ
キ
ス
ト
は
失
わ
れ
て
い
る
。
巻
背
に
「
大
目
乾
連
變
文

一
巻　

寶
護
」、「
謹
請
西
南
方
鶏
足
山
賓
頭
頗
羅
墮
和
尚
、
右
今
月
八
日
於
南
閻

浮
提
大
唐
國
沙
州
、就
浄
土
寺
、奉
為
故
父
某
〻
大
祥
追
福
設
供
、伏
願
誓
受
佛
勅
、

不
捨
蒼
生
、
興
運
慈
悲
、
依
時
降
駕
。
戊
寅
年
六
月
十
六
日
孤
子
某
〻
謹
疏
（
謹

ん
で
請
い
願
わ
く
は
、
西
南
の
か
た
鶏
足
山
な
る
賓び
ん

頭ず

盧る

頗は

ら

だ
羅
堕
〔
い
わ
ゆ
る
賓

頭
盧
尊
者
。
十
六
羅
漢
の
一
〕
和
尚
様
、右
、今
月
八
日
に
南な
ん
え
ん
ぶ
だ
い

閻
浮
提
〔
人
間
世
界
。

後
出
4
注
（
二
）「
南
閻
浮
提
」
参
照
〕
大
唐
國
沙
州
、
浄
土
寺
に
お
き
ま
し
て
、

亡
父
某
某
の
二
周
忌
の
た
め
追
善
供
養
を
催
し
ま
す
れ
ば
、
伏
し
て
佛
敕
を
受
け

ん
こ
と
を
願
い
、
衆
生
を
お
見
捨
て
な
く
、
慈
悲
を
起
こ
さ
れ
て
、
時
刻
の
と
お

り
お
で
ま
し
下
さ
り
ま
す
よ
う
に
。
戊
寅
の
年
六
月
十
六
日
、
孤
子
某
某
、
謹
ん

で
記
す
）」、
さ
ら
に
「
自
従
塞
北
起
煙

（
塵
）
詩
書
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
校

四
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



注
』
に
も
言
う
よ
う
に
筆
跡
か
ら
し
て
本
文
と
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。「
謹
請
」
か
ら
「
孤
子
某
〻
謹
疏
」
ま
で
の
文
は
上
下
を
逆
に
し
て
書

か
れ
て
い
る
。「
火
宅
」
は
法
華
七
喩
の
一
つ
。
煩
悩
と
苦
し
み
に
満
ち
た
こ
の

世
を
燃
え
る
家
に
た
と
え
る
。
2
注
（
二
九
）「
如
來
所
已
立
三
車
」
参
照
。

（
二
七
）滔
〻
苦
海
闊
無
邊
：S.2614

（
原
）、P.3485

（
乙
）と
も
に
七
字
目
を
「
邊
」

と
す
る
が
、文
意
は
通
る
も
の
の
押
韻
し
な
い
。『
校
注
』は
徐
震
螂
校
を
引
き「
涯
」

の
誤
り
か
と
い
う
。「
苦
海
」
は
前
出
2
（
二
九
）
注
「
苦
海
沉
淪
生
死
津
」
参
照
。

（
二
八
）直
為
衆
生
分
別
故
：
一
字
目
をS.2614

（
原
）は
「
直
」、P.3485

（
乙
）は

「
真
」
に
作
る
。P.4988

（
丁
）は
冒
頭
が
失
わ
れ
、
現
存
部
分
は
こ
の
句
の
「
為
」

か
ら
。「
分
別
」は
仏
教
語
で
、物
事
を
区
別
し
て
考
え
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

外
的
事
物
に
と
ら
わ
れ
て
の
断
定
、
妄
分
別
と
い
っ
た
、
迷
妄
か
ら
生
じ
る
誤
っ

た
思
考
・
認
識
を
い
い
、
主
客
の
対
立
を
超
越
し
真
理
に
到
達
し
た
無
分
別
と
対

置
さ
れ
る
。

（
二
九
）如
來
所
已
立
三
車
：「
所
已
」は「
所
以
」。「
已
」は「
以
」と
通
用
す
る
。「
三

車
」
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
二
「
譬
喩
品
」
に
説
く
た
と
え
「
三
車
火
宅
」
か
ら

出
た
語
。
火
宅
す
な
わ
ち
燃
え
る
家
（
＝
現
世
）
で
遊
ぶ
子
供
達
（
＝
衆
生
）
を
、

長
者
（
＝
仏
）
が
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
を
与
え
る
と
言
っ
て
避
難
さ
せ
、
同
一
の

大だ
い
び
や
く
ご
し
や

白
牛
車
に
乗
せ
て
連
れ
去
る
。
三
つ
の
車
は
そ
れ
ぞ
れ
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩

薩
乗
の
三
乗
の
教
え
を
た
と
え
た
も
の
で
、
仏
教
に
大
乗
と
小
乗
が
あ
る
が
同
一

の
悟
り
へ
導
く
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
大
白
牛
車
は
方
便
の
三
乗
を
捨
て
真

実
の
一
仏
乗
に
帰
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
仏
の
慈
悲
を
表
す
（『
広
説
』）。

（
三
〇
）阿
難
：
阿
難
陀
と
も
。
梵
語Ā

nanda

の
音
写
で
、
釈
迦
の
い
と
こ
で
あ

り
十
大
弟
子
の
一
人
。
二
五
年
間
に
わ
た
り
釈
迦
に
近
侍
し
、
そ
の
説
法
を
聴
聞

す
る
こ
と
特
に
多
か
っ
た
た
め
「
多た

も
ん聞

第
一
」
と
う
た
わ
れ
た
と
い
う
。
釈
迦
入

滅
後
、
王
舎
城
に
お
け
る
仏
典
の
第
一
回
結
集
に
あ
た
り
、
経
典
の
誦
出
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
（『
岩
波　

仏
教
辞
典　

第
二
版
』）。

（
三
一
）證
得
阿
難
漢
：「
證
」
は
仏
教
語
で
悟
り
が
開
け
る
こ
と
。
こ
こ
は
「
阿

羅
漢
果
を
得
た
」
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。S.2614

（
原
）は
阿
羅
漢
を
「
阿
難

漢
」
と
誤
る
。P.3485

（
乙
）は
「
得
阿
羅
漢
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
一
句
の
字
数

を
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、こ
の
韻
文
に
続
く
散
文
部
分
に
お
い
て
も
、

S.2614

（
原
）は
阿
羅
漢
果
を
「
阿
難
果
」
と
誤
っ
て
い
る
。「
阿
羅
漢
果
」
に
つ

い
て
は
1
注
（
二
四
）「
證
□
□
□
（
得
阿
羅
）
漢
杲
」
参
照
。

（
三
二
）婆
羅
提
木
叉
：
波は

羅ら

提だ
い

木も
く

叉し
ゃ

。
梵
語prātim

oks

・a

の
音
写
。
戒
本
と
漢

訳
さ
れ
る
。
別
解
脱
と
も
。
原
義
は
そ
れ
ぞ
れ
の
煩
悩
に
つ
い
て
解
脱
を
得
る
こ

と
で
あ
る
が
、
の
ち
戒
律
の
体
系
を
い
い
、
そ
の
条
文
を
集
め
た
も
の
を
さ
す
。

比
丘
・
比
丘
尼
の
守
る
べ
き
戒
本
。
出
家
す
る
際
に
受
け
、
そ
の
後
こ
れ
を
守
り

続
け
る
（『
広
説
』）。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
羅
卜
當
時
在
仏
前
、
金
爐
怕（

三
三
）〻

起
香
煙
。
六
種
瓊
林
動
天
地

（
三
四
）、

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
羅
卜
當
時
在
仏
前
、
金
爐
怕
〻
起
香
煙
。
六
種
瓊
×
動
大
地
、

P.4988

（
丁
）：
羅
卜
當
時
在
佛
前
、
金
爐
怕□
□
□
□
□　

□
□
□
□
動
大
地
、

四
花
標
樣
葉□
清（
三
五
）天
。
千
般
錦
繡
補
（
三
六
）床
坐
、
万
道
殊マ
マ

幡
空
裏（
三
七
）玄
。
仏
自
稱
言

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×   

×
×
×
×

四
二

京
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術
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四
花
標
様
葉
清
天
。
千
般
錦
繡
補
床
坐
、
万
道
殊マ

マ

幡
空
裏
玄
。
仏
自
稱
言

四
花
標
様
葉
清
天
。
千
般
錦
繡
補
□
□
、
□
道□
珠
幡
空
裏
玄
。
仏
自
稱
言

「
我
弟
□
」、
号
曰
神
通
大
目
連
。

 

×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

「
我
弟
子
」、
号
曰
神
通
大
目
連
。

「
我
弟
子
」、
号
曰
神
通
大
目
連
。

【
現
代
語
訳
】

　

羅
卜
は
こ
の
時
仏
様
の
御
前
に
あ
り
、
金
の
香
炉
か
ら
も
く
も
く
と
か
ぐ
わ
し

い
煙
が
た
ち
の
ぼ
る
。
う
る
わ
し
い
仏
地
は
六
と
お
り
に
揺
れ
動
き
、
四
華
は
ひ

ら
ひ
ら
と
清
ら
か
な
天
空
か
ら
舞
い
散
る
。
様
々
な
錦
繡
の
座
席
が
敷
か
れ
、
あ

ら
ゆ
る
珠
玉
の
旗
が
天
空
に
か
か
る
。
仏
様
は
「
わ
が
弟
子
よ
」
と
お
呼
び
に
な

り
、
名
づ
け
て
い
う
「
神
通
大
目
連
」
と
。

【
注
】

（
三
三
）怕
〻
：
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。項
楚
校
は「
拍
拍
」で
あ
り
、

充
満
す
る
意
に
と
る
べ
き
と
い
う
。
こ
の
方
向
で
は
、范
成
大
【
玉
樓
春
】「
牡
丹
」

詞
（『
范
石
湖
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
年
〕「
石
湖
詞
補
遺
」）
に
「
雲

橫
水
繞
芳
塵
陌
。
一
萬
重
花
春
拍
拍
（
芳
し
い
塵
の
た
だ
よ
う
小
道
に
雲
は
横
た

わ
り
水
は
繞
り
、
一
万
重
も
の
花
に
春
は
満
ち
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
春
」
と

組
み
合
わ
せ
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
拍
拍
」
は
韓
愈
の
「
病
鴟
」（『
韓
昌
黎

詩
集
編
年
箋
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
二
年
〕
巻
一
一
）
に
「
屋
東
惡
水
溝
、
有

鴟
墮
鳴
悲
。
靑
泥
揜
兩
翅
、
拍
拍
不
得
離
（
家
の
東
側
の
汚
い
ど
ぶ
に
、
鴟と
び

が
落

ち
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
泥
が
両
の
翼
を
掩
い
、
バ
タ
バ
タ
と
羽
ば
た
い
て
も

逃
れ
ら
れ
な
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
バ
タ
バ
タ
と
い
う
音
を
表
す
擬
音
語
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
で
は
香
炉
か
ら
煙
が
た
ち
の
ぼ
る
様
子
を

表
現
し
て
い
る
の
で
、
項
楚
校
に
従
っ
た
。

（
三
四
）六
種
瓊
林
動
天
地
：P.3485

（
乙
）は
「
林
」
字
を
欠
き
、
句
末
の
二
字
が

S.2614

（
原
）は「
天
地
」な
の
に
対
し
、P.3485

（
乙
）とP.4988

（
丁
）は
と
も
に「
大

地
」
に
作
る
。
項
楚
校
は
後
者
が
正
し
い
と
す
る
。
次
の
句
の
「
清
天
」
と
対
を

な
す
こ
と
も
あ
り
、「
大
地
」
の
誤
写
と
解
し
た
。「
六
種
…
…
動
大
地
」
は
い
わ

ゆ
る
「
六
種
震
動
」
で
、
仏
が
説
法
す
る
時
の
瑞
相
と
し
て
、
大
地
が
六
種
類
の

震
動
を
起
こ
す
こ
と
。
六
種
の
う
ち
わ
け
は
仏
典
に
よ
り
分
か
れ
る
が
、『
華
厳

經
』
で
は
動
・
起
・
涌
・
覚
（
ま
た
は
撃
）・
震
・
吼
と
す
る
（『
広
説
』）。「
瓊
林
」

は
仏
地
や
仙
境
の
美
し
い
さ
ま
を
形
容
す
る
語
。

（
三
五
）四
花
標
樣
葉
清
天
：「
四
花
（
四
華
）」
は
天
が
四
種
類
の
花
を
降
ら
せ
て

供
養
す
る
奇
瑞
。『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
一
に
は
「
是
時
天
雨
曼
陀
羅
華
、
摩
訶
曼

陀
羅
華
、
曼
殊
沙
華
、
摩
訶
曼
殊
沙
華
、
而
散
佛
上
及
諸
大
衆
、
普
佛
世
界
六
種

震
動
（
こ
の
時
天
は
曼
陀
羅
華
、
摩
訶
曼
陀
羅
華
、
曼
珠
沙
華
、
摩
訶
曼
珠
沙
華

を
降
ら
せ
て
、
御
仏
と
諸
々
の
衆
生
の
上
に
ま
き
散
ら
し
、
あ
ま
ね
く
佛
の
世
界

が
六
と
お
り
に
揺
れ
動
い
た
）」
と
あ
る
。「
標
樣
葉
」
の
三
字
は
、
こ
の
ま
ま
で

は
意
味
を
と
り
が
た
い
。「
標
樣
」
に
つ
い
て
は
、
風
に
吹
か
れ
て
舞
い
上
が
る

様
子
を
表
す
「
飄
揚
」
の
音
通
か
。
あ
る
い
は
「
飄
漾
（
た
だ
よ
う
）」
と
の
音

通
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
校
注
』
は
徐
震
螂
校
を
引
き
、光
り
輝
く
意
味
の
「
標
映
」

四
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



と
と
る
べ
き
と
い
う
。「
葉
」
に
つ
い
て
は
、『
校
注
』
は
「
協
」
に
読
む
べ
き
と

い
い
、
そ
の
場
合
和
合
す
る
意
味
と
な
る
。「
葉
」「
協
」
と
も
に
「
叶
」
を
異
体

字
と
す
る
。「
葉
」
の
ま
ま
で
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
葉
が
散
る
よ
う
に
四
華
が

天
か
ら
舞
い
散
る
と
い
う
動
詞
用
法
に
と
れ
る
か
。
訳
文
で
は
そ
の
よ
う
に
解
し

た
。

（
三
六
）補
：『
校
注
』
に
い
う
よ
う
に
、
敷
く
意
味
の
「
鋪
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
三
七
）万
道
殊
幡
空
裏
玄
：「
道
」
は
種
類
の
意
。S.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）

が
三
字
目
を「
殊
」に
作
る
の
は「
珠
」の
誤
り
。
ま
た
三
本
と
も
七
字
目
を「
玄
」

と
す
る
が
、
と
も
に
『
校
注
』
の
い
う
よ
う
に
「
懸
」
の
音
通
と
と
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

（
大
賀
）

3《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
當
時
目
連
於
雙
林
樹
下
、
證
見（
一
）得
阿
羅
漢□
果
。
何
爲
如
此
。
准
法

P.2319

（
甲
）：
當
時
目
連
於
雙
林
樹
下
、
證
×
得
阿
羅
漢
果
。
何
為
如
此
。
准
法

P.3485

（
乙
）：
當
時
目
連
於
雙
林
樹
下
、
證
×
得
阿
羅
漢
果
。
何
為
如
此
。
准
法

P.4988

（
丁
）：
□
□
目
連
於
雙
林
樹
下
、
證
×
得
阿
羅
漢
果
。
何
為
如
此
。
准
法

華
×
經
云
、
窮
子（
二
）品
、
先
受
其（
三
）價
、
然
後
除
糞
。
此
即
是
也
。
先
得
阿
難
×（
四
）果
、

華
×
経
云
、
窮
子
品
、
先
受
其
賈
、
然
後
除
糞
。
此
即
是
也
。
先
得
阿
羅
漢
果
、

華
花
經
云
、
窮
子
品
、
先
受
其
賈
、
然
後
除
糞
。
此
即
是
也
。
先
得
阿
羅
果乙漢
、

華
×
経
云
、
窮
子
品
、
先
受
其
位
、
然
後
除
糞
。
此
即
是
也
。
先
得
阿
羅
漢
果
、

後
當
學
道
。
看
目
連
深
山
坐
禅
之（

五
）䖏

。

後
當
學
道
。
看
目
連
深
山
坐
禅
之
䖏
。
其
父
生
於
天（
六
）宮

後
當
斈
道
。
看
目
連
深
山
坐
禅
之
䖏
。

後
當
學
道
。
看
目
連
琛マ
マ

山
坐
禅
之
䖏
。
若（
七
）為

【
現
代
語
訳
】

　

そ
の
時
目
連
は
沙
羅
双
樹
の
下
に
て
、
阿
羅
漢
の
悟
り
を
開
き
ま
し
た
。
何
と

な
れ
ば
、
法
華
経
に
申
し
ま
す
。「
窮
子
品
」
に
、
先
払
い
で
賃
金
を
も
ら
っ
て
、

後
で
便
所
掃
除
を
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
な
の
で
す
。
ま
ず
阿
羅
漢
の
悟

り
を
得
て
、
そ
れ
の
上
で
道
を
学
ぶ
べ
き
な
の
で
す
。
目
連
が
奥
山
に
て
座
禅
を

す
る
場
面
を
ご
覧
あ
れ
。

【
注
】

（
一
）證
見
：
こ
の
語
は
一
般
に
証
人
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
後
文
に
「
證
見

三
明
出
生
死
（
三
明
の
悟
り
に
達
し
て
生
死
を
抜
け
出
し
て
お
り
ま
す
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
仏
教
語
と
し
て
は
悟
り
を
開
く
こ
と
を
意
味
し
、
直
前
で
出
た
「
證
」

の
二
音
節
化
と
思
わ
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』
巻
一
〇
七
「
受
戒
篇　

三
聚
部
」
に

見
え
る
「
得
除
煩
惱
已
、
證
見
十
方
佛
（
煩
悩
を
取
り
除
き
終
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
十
方
仏
を
悟
り
）」
と
あ
る
の
も
同
様
の
例
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合

は
視
覚
的
な
意
味
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
。
他
本
に
は
「
見
」
が
な
く
、
敦
煌
変

文
で
は
「
證
得
」
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
前
述
の
例
も
あ
り
、
ど
ち
ら
が
原

型
か
は
定
め
が
た
い
。

四
四
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（
二
）法
華
經
・
窮
子
品
：「
窮
子
品
」
は
『
妙
法
蓮
華
經
』「
信
解
品
」
の
こ
と
。

『
法
華
義
疏
』
巻
八
に
「
藥
草
喩
品
」
に
つ
い
て
、「
問
：
文
具
擧
雲
雨
草
木
四
事
、

何
故
偏
題
藥
草
名
耶
。
答
：
就
文
而
言
、
藥
草
在
前
喩
機
感
扣
聖
、
雲
雨
居
後
譬

形
聲
應
物
。
要
由
感
方
應
、
故
從
初
立
名
。
又
今
述
中
根
領
解
、
故
以
藥
草
題
品
。

雲
雨
不
爾
、
故
不
標
名
。
問
：
擧
藥
草
以
述
成
、
故
云
藥
草
品
者
、
上
明
窮
子
以

領
解
、
應
云
窮
子
品
。
答
：
窮
子
通
迷
悟
、
今
言
信
解
、
故
用
別
以
立
名
。
卉
木

通
於
毒
藥
、
今
云
藥
草
亦
從
別
爲
稱
（
問
：
文
面
で
は
雲
・
雨
・
草
・
木
の
四
事

が
す
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
薬
草
の
名
だ
け
を
題
に
す
る
の
で

す
か
。
答
：
文
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
薬
草
が
前
に
あ
っ
て
、
あ
る
き
っ
か
け
か

ら
感
得
し
て
真
理
を
求
め
る
こ
と
を
た
と
え
、
雲
雨
は
後
に
あ
っ
て
形
と
音
声
が

物
に
応
じ
て
存
在
す
る
こ
と
を
た
と
え
る
。
ま
と
め
て
言
え
ば
感
得
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
反
応
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
初
め
の
部
分
を
題
名

と
し
た
の
だ
。
ま
た
こ
こ
で
は
中
根
〔
真
の
悟
り
を
得
て
い
な
い
縁
覚
〕
が
理
解

す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
薬
草
を
品
の
題
と
し
た
の
だ
。
雲
や
雨
は
そ
う

で
は
な
い
か
ら
題
名
と
し
な
い
の
だ
。
問
：
薬
草
を
取
り
上
げ
て
成
就
に
至
る
こ

と
を
述
べ
る
の
で
「
薬
草
品
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
前
の
部
分
で
窮
子
の
こ
と

を
明
快
に
述
べ
て
理
解
さ
せ
て
い
る
の
は
「
窮
子
品
」
と
い
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
答
：
窮
子
は
迷
い
と
悟
り
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
そ

れ
を
「
信
解
」
と
い
う
の
で
、
別
に
こ
の
名
を
立
て
た
の
だ
。
花
や
木
は
毒
薬
に

も
な
り
う
る
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
「
薬
草
」
と
い
う
の
も
区
別
す
る
た
め
に
別

の
名
を
つ
け
た
の
だ
）」
と
あ
り
、「
信
解
品
」
の
内
容
を
示
す
別
称
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
他
に
あ
ま
り
用
例
は
な
い
。
こ
こ
は
『
妙

法
蓮
華
經
』「
信
解
品
第
四
」
に
見
え
る
有
名
な
「
窮
子
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

長
者
が
、
長
く
異
郷
に
あ
っ
て
貧
困
の
身
と
な
っ
た
息
子
に
め
ぐ
り
あ
い
、
父
と

は
知
ら
せ
ず
に
、
便
所
掃
除
を
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
場
面
で
あ
る
。「
密
遣
二

人
形
色
憔
悴
無
威
德
者
、
汝
可
詣
彼
、
徐
語
窮
子
。
此
有
作
處
、
倍
與
汝
直
。
窮

子
若
許
、
將
來
使
作
。
若
言
欲
何
所
作
、
便
可
語
之
、
雇
汝
除
糞
、
我
等
二
人
亦

共
汝
作
。
時
二
使
人
卽
求
窮
子
。
旣
已
得
之
、具
陳
上
事
。
爾
時
窮
子
先
取
其
價
、

尋
與
除
糞
（
密
か
に
二
人
の
や
つ
れ
た
外
見
で
威
厳
の
な
い
者
を
遣
わ
し
て
言
っ

た
。「
お
ま
え
た
ち
は
あ
そ
こ
に
行
っ
て
、
窮
子
に
『
仕
事
が
あ
っ
て
金
が
稼
げ

る
』
と
言
え
。
窮
子
が
承
知
し
た
ら
、
連
れ
て
き
て
仕
事
を
さ
せ
る
の
だ
。
も
し

何
を
す
る
の
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
こ
う
言
う
が
い
い
。『
お
ま
え
を
傭
っ
て
便
所

掃
除
を
さ
せ
る
の
だ
。
我
々
二
人
も
お
ま
え
と
一
緒
に
や
ろ
う
』」。
そ
こ
で
二
人

の
使
用
人
は
す
ぐ
に
窮
子
を
捜
し
、
見
つ
け
る
と
、
詳
し
く
上
の
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
の
時
窮
子
は
ま
ず
報
酬
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
便
所
掃
除
を
し
た
）」。
長
者
は

仏
、
窮
子
は
衆
生
を
た
と
え
る
も
の
で
、
先
に
報
酬
を
与
え
る
と
い
う
の
は
、
当

初
か
ら
仏
が
衆
生
に
恵
を
施
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。P.3485

（
乙
）が
「
法
華
花

經
」
と
す
る
の
は
誤
り
か
と
見
え
る
が
、『
智
證
大
師
請
來
目
録
』
に
「
妙
法
蓮

華
花
經
鈔
六
巻
」「
妙
法
蓮
華
花
經
科
文
二
巻
」
と
あ
り
、
こ
の
名
称
が
唐
代
に

用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
三
）先
受
其
價
：P.2319

（
甲
）・P.3485

（
乙
）が
「
賈
」
と
す
る
の
は
通
用
字
。

P.4988
（
丁
）が
「
位
」
と
す
る
の
は
、
字
形
の
類
似
に
由
来
す
る
誤
り
か
と
思
わ

れ
る
。

（
四
）阿
難
果
：
阿
難
（
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
は
釈
迦
の
十
大
弟
子
の
一
人
だ
が
、
こ
こ

で
は
語
の
類
似
に
由
来
す
る
単
純
な
ミ
ス
と
思
わ
れ
、
他
の
二
本
に
従
っ
て
「
阿

羅
漢
果
」と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。「
阿
羅
漢
果
」は
前
出
1
注（
二
四
）

四
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「
證
□
□
□
（
得
阿
羅
）
漢
杲
」
参
照
。

（
五
）看
目
連
深
山
坐
禅
之
䖏
：
こ
う
し
た
「
～
之
處
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
後

ほ
と
ん
ど
の
セ
リ
フ
の
末
尾
、
韻
文
の
直
前
に
位
置
す
る
部
分
に
見
え
る
。
こ
れ

は
絵
解
き
形
式
に
よ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
変
文
」
に
ほ
ぼ
共
通

す
る
藝
能
用
語
で
、「
～
」
の
部
分
が
そ
の
時
に
示
さ
れ
る
画
題
で
あ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
今
日
の
一
般
的
な
絵
解
き
で
は
、
国
や
地
域
を
問
わ
ず
大
幅
の
画

に
コ
マ
割
り
形
式
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
描
か
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
一
画

面
に
多
様
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
（
壁
画
で
あ
る
可
能
性
も
含
む
）
や
、

何
枚
か
の
画
を
掛
け
替
え
た
可
能
性
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
目
連
變
文
」

に
お
い
て
「
看
」
を
伴
う
の
は
、こ
こ
と
最
後
の
「
且
看
母
飯
處
」
の
み
で
あ
り
、

最
初
と
最
後
の
み
で
聴
衆
へ
の
具
体
的
な
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
。

（
六
）其
父
生
於
天
宮
：P.2319

（
甲
）の
み
「
看
目
連
深
山
坐
禪
之
處
」
の
後
に
こ

の
一
文
が
あ
る
。
衍
字
か
と
見
え
る
が
、P.2319

（
甲
）は
う
た
の
部
分
を
大
幅
に

短
縮
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
う
こ
と
を
主
体
と
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
座

禅
の
後
で
天
宮
に
赴
い
て
父
と
対
面
す
る
部
分
の
前
に
セ
リ
フ
に
よ
る
説
明
が
な

い
た
め
、
あ
え
て
こ
の
一
文
を
補
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）若
為
：P.4988

（
丁
）の
み
こ
の
語
あ
り
。「
若
為
」
は
『
南
齊
書
』（
中
華
書

局
一
九
七
二
年
）
巻
五
四
「
高
逸
傳
」
の
明
僧
紹
の
伝
に
「
天
子
若
來
居
士
若
爲

相
對
（
天
子
が
も
し
来
た
ら
居
士
は
ど
う
答
え
る
か
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
方
法

や
状
況
を
た
ず
ね
る
疑
問
詞
で
あ
る
。「
王
昭
君
變
文
」（P.2553

）
に
「
遂
指
天

嘆
帝
郷
而
曰
處
、
若
為
陳
説
（
そ
こ
で
天
を
指
し
て
都
の
こ
と
を
嘆
じ
て
言
う
場

面
、
い
か
に
言
う
か
と
な
れ
ば
）」
と
あ
る
よ
う
に
「
～
處
、
若
為
陳
説
」
と
い

う
セ
リ
フ
の
後
に
う
た
が
続
く
形
が
「
漢
將
王
陵
變
」（P.3627

）「
張
淮
深
變
文
」

（P.3451

）
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
後
世
の
『
水
滸
傳
』
な
ど
に
多
く
見

え
る
「
怎
生
～
」
と
問
い
か
け
た
上
で
「
但
見
」
な
ど
の
美
文
・
韻
文
を
導
く
事

例
と
同
様
の
定
型
表
現
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
「
若
為
」
が
あ
る
こ
と

に
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
の
例
の
よ
う
に
後
に
「
陳
説
」
も
し
く

は
そ
れ
に
類
し
た
動
詞
が
な
い
こ
と
、「
目
連
變
文
」
に
は
他
に
例
が
な
く
、
他

本
に
も
こ
の
語
が
な
い
点
か
ら
考
え
れ
ば
、P.4988

（
丁
）を
抄
写
し
た
人
物
が
、

う
た
の
前
の
定
型
と
し
て
存
在
す
べ
き
だ
と
い
う
意
識
の
も
と
に
補
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
目
連
剃
除
須
髮（
八
）了
、
將
身
便
即
入
深
山（
九
）。
幽（
一
〇
）深
地
淨
无
人
䖏
、

P.2319

（
甲
）：
目
連
剃
除
鬚
髮
了
、
將
身
便
即
入
深
山
。
幽
深
地
淨
无
人
䖏
、

P.3485

（
乙
）：
目
連
剃
除
須
髮
了
、
將
身
即
便
入
深
山
。
幽
心
地
淨
無
人
䖏
、

P.4988

（
丁
）：
目
連
剃
除
鬚
髮
了
、
將
身
便
即
×
深
山
。
幽
深
地
淨
无
人
處
、

便
即
觀（
一
一
）空

而
坐（

一
二
）禅

。
坐
禅
觀
空
知
善
惡
、
降
心
住（

一
三
）心

無
所
著
。
對
鏡
澄
ゝ
不

便
即
觀
空
而
坐
禅
。
云
云
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

便
即
觀
空
而
坐
禅
。
坐
禅
觀
空
知
善
惡
、
降
心
住
心
無
所
著
。
對
鏡
澄
〻
不

便
即
觀
空
學
坐
禅
。
×
×
×
×
×
×
×　

降
心
住
心
無
所
著
。
對
鏡
澄
〻
不

動（
一
四
）遙
、
左
脚
還
須
押
右
脚
。
端
身
坐
×
盤
石
（
一
五
）×
、
以
舌
著
上（
一
六
）萼
。
白
骨
盡
皆

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
×
×

四
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動
遙
、
左
脚
還
須
押
右
脚
。
端
身
坐
×
盤
石
×
、
以
舌
著
上
咢
。
白
骨
盡
皆

動
搖
、
左
脚
還
須
柙
右
脚
。
端
身
坐
著
盤
石
上
、
以
舌
著
上
咢
。
白
骨
盡
皆

空
、
氣
息
無
交
錯
。

×　

×
×
×
×
×

空
、
氣
息
無
交
錯
。

空
、
氣
息
无
交
錯
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
ひ
げ
と
髪
を
剃
り
、
た
だ
ち
に
身
を
ば
奥
山
に
入
れ
、
奥
深
く
地
は
清

ら
か
に
人
も
な
い
と
こ
ろ
、
黙
想
し
て
座
禅
す
る
。
座
禅
黙
想
す
れ
ば
善
悪
を
知

り
、
心
を
へ
り
く
だ
ら
せ
不
動
の
も
の
と
す
れ
ば
と
ら
わ
れ
る
こ
と
と
て
な
く
、

鏡
に
向
か
っ
た
時
澄
ん
で
い
る
よ
う
に
心
澄
み
切
っ
て
動
揺
せ
ず
、
左
脚
が
右
脚

を
押
さ
え
る
こ
と
は
欠
か
せ
ぬ
。
身
を
た
だ
し
て
大
岩
に
す
わ
り
、
舌
を
上
あ
ご

に
つ
け
、
白
骨
ま
で
も
す
べ
て
空
と
な
り
、
息
が
い
り
ま
じ
る
こ
と
も
あ
り
は
せ

ぬ
。

【
注
】

（
八
）須
髪
：S.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）は
「
須
」、P.2319

（
甲
）とP.4988

（
丁
）

は
「
鬚
（
正
確
に
は
「
镸
」
の
右
に
「
彡
」
と
「
頁
」
を
縦
に
並
べ
た
も
の
）」

と
表
記
が
分
か
れ
る
。
両
者
は
通
用
字
。「
髪
」
は
、
識
別
し
に
く
い
が
、
お
そ

ら
く
各
本
と
も
「
镸
」
の
右
に
「
彡
」
と
「
叐
」
を
縦
に
並
べ
た
字
形
。

（
九
）將
身
便
即
入
深
山
：P.3485

（
乙
）は
「
便
即
」
を
「
即
便
」
と
す
る
。
と
も

に
頻
用
さ
れ
る
語
だ
が
、
す
ぐ
後
に
も
見
え
る
よ
う
に
、「
目
連
變
文
」
で
は
他

の
例
は
す
べ
て
「
便
即
」
で
あ
り
、
敦
煌
変
文
全
体
で
も
「
便
即
」
の
例
の
方
が

は
る
か
に
多
い
。
抄
写
の
誤
り
か
。P.4988

（
丁
）は
「
入
」
を
欠
く
。「
即
」
を

動
詞
と
取
れ
ば
意
味
は
通
る
が
、
六
言
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
抄
写
の
際
の
脱

字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
〇
）幽
深
：P.3485

（
乙
）は
「
幽
心
」
と
す
る
。
音
が
近
い
こ
と
に
由
来
す
る

誤
り
か
。

（
一
一
）觀
空
：「
物
事
の
空
相（
空
な
る
本
性
）を
観
照
す
る
こ
と
」（『
広
説
』）。「
空

觀
」
は
「
一
切
の
存
在
は
そ
れ
自
体
の
本
性
が
な
く
、
固
定
的
に
実
在
す
る
も
の

で
な
い
と
い
う
真
理
を
観
想
す
る
方
法
」（『
広
説
』）。

（
一
二
）而
坐
禅
：P.4988

（
丁
）は
「
學
坐
禅
」
と
す
る
。
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通

る
。

（
一
三
）降
心
住
心
：
智
顗
『
金
剛
般
若
經
疏
』
に
「
初
體
相
中
降
心
約
願
、
住
心

約
行
（
ま
ず
本
体
と
形
相
の
中
で
心
を
へ
り
く
だ
ら
せ
て
願
望
を
制
御
し
、
心
を

安
定
さ
せ
て
行
動
を
制
御
す
る
）」
と
い
う
形
で
見
え
る
。「
住
心
」
は
仏
教
の
重

要
な
概
念
と
し
て
多
く
見
え
る
が
、「
降
心
」
と
併
用
さ
れ
る
例
は
少
な
い
。

（
一
四
）對
鏡
澄
ゝ
不
動
遙
：P.4988

（
丁
）が
「
不
動
搖
」
と
す
る
以
外
は
す
べ
て

「
不
動
遙
」。
通
用
字
と
は
言
い
難
く
、
表
記
の
誤
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
事
例
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
句
の
意
味
は
取
り
が
た
い
。『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
に
「
東

至
小
川
澤
、
泉
池
澄
鏡
、
林
樹
靑
葱
（
東
に
行
く
と
小
川
の
あ
る
湿
地
に
着
く
。

泉
と
池
が
鏡
の
よ
う
に
澄
み
、林
の
樹
木
が
青
々
と
茂
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
澄

鏡
」
は
澄
ん
だ
さ
ま
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
澄
ん
だ
鏡
に
向
か

い
合
っ
た
時
の
よ
う
に
心
が
澄
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

四
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



（
一
五
）端
身
坐
盤
石
：P.4988

（
丁
）は
「
端
身
坐
著
盤
石
上
」
と
す
る
。
韻
か
ら

考
え
て
こ
の
句
か
ら
五
言
句
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
前
が
七
言
句
で
あ

る
こ
と
に
引
か
れ
て
七
言
に
改
め
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
坐
盤
石
」

は
、「
寒
山
詩
」
に
「
我
向
前
谿
照
碧
流
、或
向
巖
邊
坐
盤
石
。
心
似
孤
雲
無
所
依
、

悠
悠
世
事
何
須
覔
（
私
は
前
の
谷
川
で
碧
の
流
れ
に
姿
を
映
し
た
り
、
岩
山
の
あ

た
り
で
大
岩
に
す
わ
っ
た
り
、
心
は
一
人
浮
か
ぶ
雲
の
よ
う
に
頼
る
と
こ
ろ
も
な

く
、
遥
か
遠
い
俗
世
の
こ
と
な
ど
に
用
は
な
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
仏

教
関
係
の
文
献
に
は
よ
く
見
え
る
言
い
回
し
で
あ
る
。

（
一
六
）上
萼
：S.2614

（
原
）以
外
は
「
咢
」。「
顎
」
の
表
記
が
不
安
定
な
状
況
を

示
す
か
。
項
楚
校
は
『
禪
秘
法
要
經
』
に
坐
禅
の
法
と
し
て
「
閉
目
以
舌
拄
腭
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
著
」
は
「
拄
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、「
著
」

の
ま
ま
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
當
時
群
鹿
止□心

吟
林
（
一
七
）、
逼
近
清
潭
望
海
頭
。
明
月
庭
前
聴
法

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
當
時
群
鹿
正
吟
林
、
逼
近
清

潭
望
海
頭
。
明
月
庭
前
聴
法

P.4988

（
丁
）：
當
時
群
鹿
正
吟
林
、
逼
近
清
譚マ

マ

望
海
頭
。
明
月
庭
前
看
法

×
眼
（
一
八
）、
青
山
松
下
坐
唯
禅
。
天
邊
海
氣
無
遐（
一
九
）換
、
隴
外
青
山
望
戍（
二
〇
）樓
。
秋

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×

■卜

眼
、
清マ
マ

山
松
下
坐
唯
禅
。
天
邊
海
氣
無
遐
換
、
隴
外
清
山
望
戍
樓
。
秋

×
眼
、
青
山
松
下
坐
唯
禅
。
天
邊
海
氣
如
霞
喚□
、
隴
外
青
山
望□
戍
樓
。
秋

風
瑟
〻
林
中（

二
一
）度

、
黄
葉
飄
零
水
上（

二
二
）浮

。
目
連
宴（

二
三
）坐

虚
無
境
、
內
外
證
心
漸
〻 

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

風
瑟
〻
林
中
度
、
黄
葉
飄
零
水
上
浮
。
目
連
宴
坐
虚
無
境
、
內
外
證
心
漸
〻

風
瑟
〻
林
■
度
、
黄
葉
飄
零
水
上
浮
。
目
連
宴
×
虚
无
境
、
內
外
澄
心
漸
〻

脩（
二
四
）。
通
達
聲（
二
五
）聞
居
望（
二
六
）地
、
出
入
山（
二
七
）間
得
自（
二
八
）由
。

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

修
。
通
達
聲
聞
居
望
地
、
出
入
山
間
得
自
由
。

脩
。
通
達
聲
聞
居
望
地
、
出
入
山
間
得
自
由
。

【
現
代
語
訳
】

　

そ
の
時
群
れ
な
す
鹿
は
林
に
う
た
い
、
澄
ん
だ
池
に
近
づ
い
て
海
の
ほ
と
り
を

望
む
。
明
月
の
庭
に
て
心
に
法
眼
の
教
え
を
聞
き
、
青
山
の
松
の
下
に
て
ひ
た
す

ら
禅
定
に
入
ら
ん
と
し
て
坐
す
る
。
天
の
果
て
な
る
海
よ
り
た
ち
の
ぼ
る
気
は
変

化
の
気
配
も
な
く
、
隴
山
の
か
な
た
な
る
青
山
に
と
り
で
の
望
楼
を
望
む
。
秋
風

は
さ
わ
さ
わ
と
林
の
中
を
通
り
抜
け
、黄
色
い
葉
は
ひ
ら
ひ
ら
と
水
上
に
浮
か
ぶ
。

目
連
は
虚
無
の
境
地
に
座
禅
を
組
ん
で
、
身
体
の
内
外
に
て
悟
り
へ
と
次
第
に
修

行
を
進
め
ゆ
く
。声
聞
の
悟
り
に
達
し
て
い
な
が
ら
に
遠
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

山
を
出
入
り
す
る
の
も
思
い
の
ま
ま
。

【
注
】

（
一
七
）當
時
群
鹿
止
吟
林
：P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
「
正
吟
林
」、S.2614
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（
原
）も
「
止
」
か
「
正
」
か
字
形
が
定
か
で
は
な
い
。「
群
鹿
」
は
仏
典
に
用
例

の
多
い
語
。
こ
の
句
の
意
味
は
取
り
が
た
い
。「
止
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
群
れ

な
す
鹿
は
林
で
鳴
く
の
を
や
め
」
と
い
う
こ
と
か
。「
正
」
な
ら
「
鳴
い
て
い
る

折
し
も
」
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
吟
林
」
と
い
う
言
い
回
し
は
例
が
な
い
。

（
一
八
）法
眼
：『
般
若
波
羅
蜜
多
經
』「
初
分
學
觀
品
」
に
「
欲
得
五
眼
。
所
謂
肉

眼
・
天
眼
・
慧
眼
・
法
眼
・
佛
眼
、
應
學
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
あ
る
よ
う
に
「
五
眼
」

の
一
つ
。
一
切
を
見
て
取
る
眼
の
こ
と
。「
聽
法
眼
」
と
い
う
例
は
な
い
が
、
お

そ
ら
く「
法
眼
」が
授
け
て
く
れ
る
教
え
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
こ
と
か
。P.4988

（
丁
）は
「
看
法
眼
」
だ
が
、
眼
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
結
果
か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
九
）天
邊
海
氣
無
遐
換
：
以
下
、
お
そ
ら
く
は
心
澄
ま
せ
た
目
連
の
心
象
の
形

容
。
当
時
の
詩
的
な
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。「
海
氣
」
は
海
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
気

の
こ
と
。
た
だ
し
、
西
方
に
つ
い
て
は
「
青
海
」
つ
ま
り
沙
漠
（
澣
海
）
に
つ
い

て
用
い
る
例
も
あ
る（
今
日
実
在
す
る
大
湖
で
あ
る
青
海
と
は
異
な
る
。
杜
甫「
送

楊
六
判
官
使
西
蕃
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』〔
中
華
書
局
一
九
七
九
年
〕
巻
五
）
の
「
送
遠
秋

風
落
、
西
征
海
氣
寒
〔
は
る
か
に
赴
く
人
を
見
送
る
時
秋
風
は
や
み
、
西
へ
と
旅

立
て
ば
青
海
か
ら
の
気
は
寒
い
〕」）。
蜃
気
楼
を
意
味
す
る
例
も
多
い
が
、
こ
こ

で
は
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
句
と
の
関
係
で
、
東
の
海
と
西
の
隴
山
を
対
比

さ
せ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
も
西
方
の
異
域
を
意
識
し
て
い
る
か
は
定
か

で
は
な
い
。
仮
に
前
者
と
見
て
訳
す
。「
無
遐
換
」の
意
味
は
取
り
難
い
。P.4988

（
丁
）は
「
如
霞
喚
」
も
し
く
は
「
如
霞
晩
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
後
者
で
あ
れ
ば

「
は
る
か
な
海
か
ら
漂
う
気
は
夕
焼
け
の
如
く
」
と
も
と
れ
る
。「
遐
」
は
通
常
遠

い
こ
と
を
意
味
し
、
副
詞
に
用
い
た
例
と
し
て
は
、
元
稹
「
鶯
鶯
傳
」（『
大
平
廣

記
』〔
中
華
書
局
一
九
六
一
年
〕
巻
四
八
八
）
に
「
但
恨
僻
陋
之
人
、永
以
遐
棄
（
恨

め
し
い
の
は
つ
ま
ら
な
い
人
間
で
、
と
こ
し
え
に
遠
く
棄
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
）」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、「
～
は
遙
か
遠
く
で
変
わ
る
こ
と
な
く
」

と
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
項
楚
校
は
「
無
改
換
」
で
入
禅
の
後
の
境
地
を
い
う

と
す
る
。
潘
校
は
「
如
霞
煥
」。
あ
る
い
は
「
遐
」
が
「
假
」
と
通
用
し
て
「
換

わ
る
い
と
ま
と
て
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
と
り
あ

え
ずS.2614

（
原
）の
原
文
に
沿
っ
た
形
で
訳
し
て
お
く
。

（
二
〇
）隴
外
青
山
望
戍
樓
：「
隴
外
」
は
隴
山
の
か
な
た
、
つ
ま
り
西
域
の
こ
と
。

白
居
易
の
「
中
秋
月
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
〕

巻
一
六
）
に
「
萬
里
淸
光
不
可
思
、
添
愁
益
恨
遶
天
涯
。
誰
人
隴
外
久
征
戍
、
何

處
庭
前
新
別
離
。
失
寵
故
姬
歸
院
夜
、
没
蕃
老
將
上
樓
時
。
照
他
幾
許
人
腸
斷
、

玉
兎
銀
蟾
遠
不
知
（
万
里
に
わ
た
る
清
ら
か
な
光
は
謎
め
い
て
、
愁
い
悲
し
み
を

増
し
つ
つ
天
の
果
て
ま
で
あ
ま
ね
く
照
ら
す
。
隴
山
の
か
な
た
に
出
征
し
て
久
し

い
ひ
と
は
誰
か
、
新
た
に
別
れ
を
告
げ
る
の
は
い
ず
こ
の
駅
亭
か
。
愛
を
失
っ
た

か
つ
て
の
寵
姫
が
部
屋
に
帰
る
夜
、
異
民
族
に
捕
ら
わ
れ
た
老
将
が
楼
閣
に
登
る

時
。
ど
れ
ほ
ど
の
人
を
照
ら
し
て
腸
断
え
ん
ば
か
り
に
悲
し
ま
せ
る
の
か
、
玉
兔

と
銀
蟾
は
遠
く
で
知
ら
ぬ
顔
）」
と
あ
る
の
が
、
全
体
に
こ
の
前
後
と
似
通
う
。

（
二
一
）秋
風
瑟
〻
林
中
度
：
劉
楨
「
贈
從
弟
」
三
首
之
二
（『
文
選
』〔
上
海
古
籍

出
版
社
一
九
八
六
年
〕
巻
二
三
）
の
「
亭
亭
山
上
松
、
瑟
瑟
谷
中
風
（
高
々
と
茂

る
山
の
上
の
松
、
さ
わ
さ
わ
と
吹
く
谷
の
中
の
風
）」
以
来
、「
瑟
瑟
」
は
風
の
形

容
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
が
、
秋
風
と
結
び
つ
く
事
例
の
出
現
は
意
外
に
遅
い
。
劉

希
夷
「
擣
衣
篇
」（『
全
唐
詩
』〔
中
華
書
局
一
九
六
〇
年
〕
巻
八
二
）
に
「
秋
天

瑟
瑟
夜
漫
漫
、
夜
白
風
淸
玉
露
漙
（
秋
は
さ
び
し
く
夜
は
果
て
し
な
く
、
夜
は
白

く
風
は
清
く
玉
な
す
露
は
し
と
ど
）」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
秋
風
と
の
連
想

四
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



の
も
と
に
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。P.4988

（
丁
）は
「
中
」
に
当
た
る
部
分
に
「
鹿
」
を
消
し
た
よ
う
に
見
え
る
文
字
が
あ
り
、

判
読
不
能
。

（
二
二
）黄
葉
飄
零
水
上
浮
：
李
咸
用
の
「
題
陳
正
字
林
亭
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻

六
四
六
）
に
「
曉
煙
輕
翠
拂
簾
飛
、
黃
葉
飄
零
弄
所
思
（
朝
靄
の
中
カ
ワ
セ
ミ
が

軽
や
か
に
す
だ
れ
を
払
う
よ
う
に
飛
び
、
黃
葉
が
ひ
ら
ひ
ら
と
思
い
を
乱
す
）」

と
見
え
る
。
ま
た
『
佛
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
〇
に
引
く
「
無
盡
燈
記
」
に
は
「
鏡

燈
燈
鏡
本
無
差
、大
地
山
河
眼
裏
花
。
黃
葉
飄
飄
滿
庭
際
、一
聲
砧
杵
落
誰
家
（
鏡

と
燈
に
は
元
来
違
い
は
な
く
、
大
地
も
山
河
も
眼
の
中
に
浮
か
ぶ
花
の
如
く
は
か

な
い
も
の
。
黄
葉
は
舞
っ
て
庭
先
に
満
ち
、
一
声
響
く
砧
は
誰
の
家
の
も
の
か
）」

と
あ
り
、
こ
れ
は
後
世
ま
で
知
ら
れ
た
偈
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
二
三
）宴
坐
：『
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
』「
初
分
善
學
品
」
に
「
有
菩
薩
摩
訶
薩
、

隱
在
山
林
空
澤
曠
野
、
獨
居
宴
坐
、
修
遠
離
行
時
、
有
惡
魔
來
到
其
所
（
修
行
者

が
山
林
や
水
の
涸
れ
た
池
や
曠
野
に
身
を
隠
し
、
一
人
で
暮
ら
し
て
坐
し
遠
離
の

行
を
す
る
と
き
、
悪
魔
が
や
っ
て
来
て
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
座
禅
を
す
る
こ
と
。

（
二
四
）内
外
證
心
漸
〻
脩
：『
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
』「
分
空
相
品
」
に
「
持
諸
功

德
迴
向
無
上
正
等
菩
提
、
雖
具
修
空
無
相
無
願
。
而
於
實
際
無
作
證
心
、
勿
墮
聲

聞
及
獨
覺
地
（
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
堅
持
し
て
最
高
の
悟
り
を
目
指
す
者
は
、
す

べ
て
空
に
し
て
、
差
別
の
相
も
な
く
、
願
求
す
べ
き
も
の
も
な
い
と
い
う
境
地
を

目
指
す
修
行
を
重
ね
て
も
、
実
際
に
は
心
に
悟
る
こ
と
が
で
き
ず
、
声
聞
・
独
覚

の
段
階
に
堕
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
證
心
」

は
心
に
悟
る
こ
と
。
唐
代
に
も
皎
然
「
送
至
嚴
山
人
歸
山
」
詩
に
「
初
到
人
間
柳

始
陰
、
山
書
昨
夜
報
春
深
。
朝
朝
花
落
幾
株
樹
、
惱
殺
禪
僧
未
證
心
（
俗
世
に
来

た
時
は
柳
が
蔭
を
作
り
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
昨
夜
山
か
ら
春
も
深
く
な
っ

た
と
の
便
り
が
あ
っ
た
。
毎
日
何
本
の
木
か
ら
花
が
散
る
こ
と
か
、
い
ま
だ
悟
ら

ぬ
禅
僧
は
心
悩
ま
す
ば
か
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
関
係
の
例
が
あ
る
。
こ

こ
は
「
身
体
の
内
外
で
悟
り
を
開
く
べ
く
次
第
に
修
行
を
進
め
て
い
く
」
と
い
う

こ
と
か
。P.4988

（
丁
）は
「
澄
心
」
と
し
、
項
楚
校
は
こ
れ
に
従
う
べ
き
だ
と
す

る
。「
内
に
も
外
に
も
心
を
澄
ま
せ
る
行
に
次
第
に
入
っ
て
い
く
」と
い
う
意
味
で
、

よ
り
理
解
し
や
す
い
が
、こ
こ
で
は
底
本
を
尊
重
し
て
そ
の
方
向
で
訳
し
て
お
く
。

（
二
五
）通
達
聲
聞
：「
声
聞
」
は
、
大
乗
仏
教
で
は
、
仏
の
教
え
に
従
っ
て
修
行

し
て
自
己
の
悟
り
の
み
を
追
求
す
る
も
の
と
し
て
、小
乗
の
も
の
と
さ
れ
る
。従
っ

て
、
劣
っ
た
悟
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
佛
説
首
楞
嚴
三
昧
經
』
に
は
「
樂

聲
聞
者
示
聲
聞
乘
。
樂
辟
支
佛
者
示
辟
支
佛
乘
。
樂
大
乘
者
爲
示
大
乘
。
通
逹
聲

聞
法
而
不
入
聲
聞
衜
。
通
逹
辟
支
佛
法
而
不
入
辟
支
佛
衜
。
通
逹
佛
法
而
不
畢
竟

滅
盡
（
声
聞
を
楽
し
む
者
に
は
声
聞
乗
を
示
し
、
辟
支
仏
を
楽
し
む
も
の
に
は
辟

支
仏
乗
を
示
し
、
大
乗
を
楽
し
む
者
に
は
大
乗
を
示
す
。
声
聞
に
通
じ
な
が
ら
声

聞
の
道
に
入
ら
ず
、
辟
支
仏
に
通
じ
な
が
ら
辟
支
仏
の
道
に
入
ら
ず
、
仏
法
に
通

じ
な
が
ら
最
終
的
に
す
べ
て
を
滅
し
つ
く
す
こ
と
は
な
い
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で

目
連
が
一
人
で
修
行
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
一
人
悟
り
を
求
め
る
声
聞
の
悟

り
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

（
二
六
）居
望
地
：「
望
地
」
の
意
味
は
は
っ
き
り
し
な
い
。「
望
」
は
家
柄
な
ど
が

い
い
こ
と
を
意
味
し
、
比
喩
的
に
悟
り
を
開
い
て
高
い
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
遠
い
地
を
望
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
超
能
力
と
い

う
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。
次
句
か
ら
考
え
て
、
と
り
あ
え
ず
後
者
の
方
向
で
訳

し
て
お
く
。

五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



（
二
七
）出
入
山
間
：
超
能
力
の
表
現
と
し
て
こ
の
言
い
回
し
を
用
い
る
例
と
し
て

は
、『
中
陰
經
』「
妙
覺
如
來
將
諸
菩
薩
中
陰
敎
化
品
」
に
「
如
來
無
量
覺
、
神
變

不
可
量
。
出
入
山
石
壁
、
如
鳥
遊
虚
空
（
無
量
寿
仏
た
る
如
来
の
、
神
通
力
は
測

る
こ
と
も
で
き
ぬ
。
山
や
崖
を
出
入
り
し
て
、鳥
が
虚
空
に
遊
ぶ
よ
う
）」が
あ
る
。

（
二
八
）得
自
由
：
こ
の
表
現
も
仏
典
に
は
か
な
り
例
が
あ
る
。『
雜
阿
含
經
』
巻

二
五
「
阿
育
王
施
半
阿
摩
勒
果
因
縁
經
」
に
「
我
今
坐
王
位
、
不
復
得
自
在
。
阿

摩
勒
半
果
、今
在
於
我
手
。
此
卽
是
我
物
、於
是
得
自
由（
私
は
今
王
位
に
あ
る
が
、

も
は
や
思
い
の
ま
ま
に
は
で
き
な
い
。
阿
摩
勒
果
半
分
が
い
ま
私
の
手
の
中
に
あ

る
。
こ
れ
は
私
の
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
思
い
の
ま
ま
に
で
き
る
）」
な
ど
。

詩
文
に
お
い
て
も
、白
居
易「
題
四
皓
廟
」詩（『
白
居
易
集
箋
校
』巻
一
五
）の「
卧

逃
秦
亂
起
安
劉
、
舒
巻
如
雲
得
自
由
（
隠
遁
し
て
秦
の
乱
を
逃
れ
出
で
て
は
劉
氏

を
安
ん
じ
、
出
処
進
退
雲
の
如
く
思
う
が
ま
ま
）」
な
ど
多
く
の
例
が
あ
る
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
目
連
従
定
出
、
迅
速
作
神
通
。
來
如
霹
靂（

二
九
）急

、
去
似
一
團（

三
〇
）風

。
P.2319

（
甲
）：
目
連
従
定
出
、
迅
速
作
神
通
。
來
而
霹
靂
急
、
去
似
一
團
風
。

P.3485

（
乙
）：
目
連
従
定
出
、
迅
速
作
神
通
。
來
如
霹
靂
急
、
去
似
一
團
風
。

P.4988

（
丁
）：
目
連
従
定
出
、
迅
速
作
神
通
。
如
來
歴乙辟□
急
、
去
似
一
團
空
。

海
鴈
啼
繒（
三
一
）徽
、
鶬
鷹
脱
網（
三
二
）籠
。
譚マ
マ

中
煙
霞（
三
三
）碧
、
天（
三
四
）淨
遠
路
紅
。
神
通
得
自（
三
五
）在
、

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

神
通
得
自
在
、

海
鷹
啼
繒
徽
、
鶬
鷹
脱
網
籠
。
潭
中
煙
霞
碧
、
天
淨
遠
路
紅
。
神
通
得
自
在
、

海
鳥
啼
繒
徽□
、
鶬
鷹
脱
納
籠
。
譚マ
マ

中
煙
霞
碧
、
无
淨
遠
路
紅
。
神
通
得
自
在
、

擲（
三
六
）缽

便
騰
空
。
于
時
一
向（

三
七
）子

、
上
至
梵
天
宮
。　
　

目
連
一
向
至
天
庭
、
耳

擲
缽
便
騰
空
。
于
時
一
向
子
、
上
至
梵
天
宮
。
云
々
×
×
×
×
×
×
×　

×

擲
缽
便
騰
空
。
于
時
一
向
子
、
上
至
梵
天
宮
。　
　

目
連
一
向
至
天
庭
、
耳

擲
缽
便
騰
空
。
于
時
一
向
子
、
上
至
梵
天
宮
。　
　

目
連
一
向
至
天
庭
、
耳

裏
唯
聞
鼓
樂（
三
八
）聲

。
紅
樓
半（

三
九
）暎

黄
金
殿
、
碧
牖
渾
論
白
玉（

四
〇
）成

。
錫
杖
敲
門
三
五

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

裏
唯
聞
鼓
樂
聲
。
紅
樓
半
暎
黄
金
殿
、
碧
牖
渾
論
白
玉
成
。
錫
杖
敲
門
三
五

裏
惟
聞
鼓
樂
聲
。
紅
樓
半
暎
黄
金
殿
、
碧
牖
渾
論
白
玉
成
。
錫
杖
敲
門
三
五

下
、
胷
前
不
覺
淚
×（
四
一
）溋
。
長
者
出
來
如
共（
四
二
）語
、
合
掌
先
論
中
孝（
四
三
）情
。

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

下
、
■
前
不
×
淚
交
盈
。
長
者
出
來
如
共
語
、
合
掌
先
論
中
孝
情
。

下
、
■
前
不
覺
淚
交
盈
。
長
者
出
來
而
共
語
、
合
掌
先
論
中
孝
情
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
入
定
よ
り
出
で
、
素
早
く
神
通
の
法
を
行
え
ば
、
来
た
る
時
は
雷
の
如

く
突
然
に
、
去
る
時
は
一
陣
の
風
に
さ
も
似
た
り
。
雁
が
矢
を
恐
れ
て
啼
き
、
鷹

が
籠
よ
り
逃
れ
る
が
如
し
。
池
に
靄
が
エ
メ
ラ
ル
ド
色
に
た
ち
こ
め
、
天
は
浄
く

は
る
か
な
旅
路
は
紅
に
染
ま
る
。神
通
力
に
よ
り
自
在
の
能
力
を
得
て
、鉢
を
擲
っ

て
天
空
に
昇
り
、
こ
の
時
た
ち
ま
ち
に
、
梵
天
宮
ま
で
上
る
。
目
連
た
ち
ま
ち
天

に
至
れ
ば
、
耳
に
聞
こ
え
る
は
鼓
樂
の
響
き
。
紅
の
高
殿
は
黄
金
の
宮
殿
に
な
か

五
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



ば
隠
さ
れ
、
碧
の
布
掛
け
た
窓
は
す
べ
て
白
玉
づ
く
り
。
錫
杖
に
て
門
を
叩
く
こ

と
数
度
、
胸
に
は
我
知
ら
ず
涙
が
し
と
ど
、
長
者
が
出
て
と
も
に
語
り
、
合
掌
し

て
ま
ず
論
ず
る
は
孝
行
の
情
。

【
注
】

（
二
九
）來
如
霹
靂
急
：P.4988
（
丁
）が
「
來
如
」
を
「
如
來
」
と
す
る
の
は
、
対

句
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。「
如
来
」
が
頻
出
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
誤
り
か
。

次
の
「
霹
靂
」
も
「
歴
辟
（「
辟
」
の
下
に
何
か
あ
る
が
判
読
不
能
）」
と
す
る
が
、

こ
ち
ら
は
倒
置
の
記
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
い
回
し
も
仏
典
に
例
が
あ
る

が
、多
く
は
音
の
大
き
さ
を
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。『
佛
説
佛
名
經
』巻
一
二
の「
刀

刀
相
鈸
、
亦
如
霹
靂
。
從
空
而
來
、
刺
罪
人
頭
（
刀
も
打
ち
合
っ
て
、
や
は
り
雷

の
よ
う
に
、
空
か
ら
降
っ
て
、
罪
人
の
頭
を
刺
す
）」
は
、
や
は
り
音
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、突
然
天
か
ら
来
る
さ
ま
の
形
容
と
も
取
れ
る
。王
維
の「
老
將
行
」（『
王

右
丞
箋
注
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
六
一
年
〕
巻
六
）
に
「
漢
兵
奮
迅
如
霹
靂
、

賊
騎
崩
騰
畏
蒺
藜（
漢
の
兵
は
雷
の
よ
う
に
奮
闘
し
、賊
の
騎
兵
は
総
崩
れ
に
な
っ

て
撒
き
菱
を
警
戒
す
る
）」
と
あ
り
、
前
の
句
に
「
迅
速
」
と
あ
る
の
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
こ
の
詩
が
こ
こ
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表

現
は
次
項
で
引
く
『
孫
子
』
に
由
来
す
る
か
。

（
三
〇
）似
一
團
風
：『
佛
本
行
集
經
』「
五
百
比
丘
因
縁
品
」
に
「
我
念
往
昔
、
有

一
馬
王
、
名
雞
尸
。
形
貌
端
正
、
身
體
白
淨
、
猶
如
珂
雪
、
又
若
白
銀
、
如
淨
滿

月
、如
君
陀
花
。
其
頭
紺
色
、走
疾
如
風
、聲
如
妙
鼓
（
昔
の
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、

一
頭
の
馬
の
王
が
い
た
。
名
は
雞
尸
。
姿
は
端
正
で
、
体
は
純
白
な
る
こ
と
、
白

雪
の
如
く
、
満
月
の
如
く
、
君
陀
花
の
如
く
で
あ
っ
た
。
頭
は
紺
色
で
、
走
れ
ば

速
き
こ
と
風
の
如
く
、
声
は
妙
な
る
太
鼓
の
よ
う
で
あ
っ
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

仏
典
で
も
速
い
こ
と
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
言
い
回
し
は
、
有
名
な

『
孫
子
』（
四
部
叢
刊
所
収
明
談
愷
刻
本
）「
軍
爭
」
の
「
故
其
疾
如
風
、其
徐
如
林
、

侵
掠
如
火
、
不
動
如
山
、
難
知
如
陰
、
動
如
雷
震
（
ゆ
え
に
速
け
れ
ば
風
の
如
く
、

緩
や
か
で
あ
れ
ば
林
の
如
く
、
敵
を
攻
め
奪
う
時
に
は
火
の
如
く
、
動
か
な
い
時

に
は
山
の
如
く
、
知
り
難
き
こ
と
陰
の
如
く
、
動
け
ば
雷
の
と
ど
ろ
く
が
如
し
）」

に
依
拠
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
句
の
「
如
霹
靂
急
」
も
「
動
如
雷
震
」
と
関

わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
一
）海
鴈
啼
繒
徽
：P.3485

（
乙
）は
「
海
鷹
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
次
句

の
対
に
な
る
語
が
「
鶬
鷹
」
で
あ
る
以
上
、「
鷹
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
字
形
が

類
似
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
「
鴈
」
か
。「
海
鴈
」
と
い
う
語
の
用
例
は
多
く

は
な
い
が
、
王
昌
齡
の
「
緱
氏
尉
沈
興
宗
置
酒
南
谿
留
贈
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻

一
四
〇
）
に
「
海
鴈
時
獨
飛
、
永
然
滄
洲
意
（
海
雁
が
時
と
し
て
ひ
と
り
飛
ん
で

い
く
、
は
る
か
な
隠
遁
の
気
持
ち
が
わ
き
あ
が
る
）」
と
見
え
る
。
な
お
こ
こ
で

言
う「
海
」は
、蘇
武
の
故
事
か
ら
考
え
て
北
海（
バ
イ
カ
ル
湖
）で
あ
ろ
う
。P.4988

（
丁
）は
「
海
鳥
」
と
す
る
。
こ
の
方
が
自
然
で
は
あ
る
が
、P.4988

（
丁
）に
は
改

変
の
形
跡
が
多
い
点
、P.3485

（
乙
）が
「
鷹
」
と
す
る
の
が
「
鴈
」
と
字
形
が
似

て
い
る
た
め
に
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
す
る
と
、「
海
鴈
」
が
本
来
の

形
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
繒
徽
」
を
『
校
注
』
は
「
繒
徹
」

と
す
る
が
、
各
本
い
ず
れ
も
「
繒
徽
」
に
見
え
る
（P.4988

〔
丁
〕の
二
字
目
は
不

鮮
明
だ
が
）。「
繒
」
は
「
矰
」
と
通
用
す
る
。「
矰
繳
」
は
い
ぐ
る
み
、
つ
ま
り

紐
を
付
け
た
矢
の
こ
と
。「
矰
徽
」
と
い
う
例
は
見
え
ず
、「
繳
」
と
「
徽
」
の
字

形
が
類
似
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、「
徽
」
も
糸
と
い
う

五
二
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意
味
が
あ
り
、
通
じ
な
い
こ
と
は
な
い
。

（
三
二
）鶬
鷹
脱
網
籠
：『
校
注
』
は
項
楚
校
に
従
っ
て
「
蒼
鷹
」
と
す
べ
き
だ
と

す
る
。
た
だ
、
宋
の
陸
佃
の
『
埤
雅
』
巻
六
に
は
「
一
歳
曰
黃
鷹
、
二
歳
曰
鴘
鷹
、

三
歳
曰
鶬
鷹
」と
見
え
、こ
の
語
も
存
在
は
す
る
よ
う
で
あ
る
。『
父
子
合
集
經
』「
廣

果
天
授
記
品
之
餘
」
に
「
若
能
逹
彼
法
性
空
、
如
彼
飛
禽
脫
籠
網
（
空
と
い
う
真

理
に
到
達
す
れ
ば
、空
飛
ぶ
鳥
が
籠
や
網
か
ら
逃
れ
た
よ
う
な
も
の
）」と
見
え
る
。

P.4988

（
丁
）は
「
納
籠
」
と
す
る
が
、
こ
の
語
は
用
例
が
な
く
、
上
の
例
か
ら
見

て
も
お
そ
ら
く
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
三
三
）煙
霞
碧
：「
碧
霞
」
は
李
白
の
「
題
元
丹
丘
山
居
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』

〔
中
華
書
局
一
九
七
七
年
〕
巻
二
五
）
に
「
羨
君
無
紛
喧
、
高
枕
碧
霞
裏
（
あ
な

た
が
俗
世
の
煩
い
も
な
く
、
碧
の
霞
の
中
で
枕
を
高
く
し
て
い
る
の
が
う
ら
や
ま

し
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
士
（
元
丹
丘
は
道
士
で
あ
る
）
や
隠
者
が
隠
遁
す

る
場
に
漂
う
も
の
と
認
識
さ
れ
る
。「
碧
霞
元
君
」が
泰
山
の
女
神
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
語
が
道
教
と
深
く
関
わ
る
こ
と
を
示
す
顕
著
な
例
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で

は
道
教
系
の
語
を
用
い
て
清
浄
な
環
境
を
表
現
し
た
も
の
か
。

（
三
四
）天
淨
：
杜
甫
「
野
望
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
）
に
「
淸
秋
望
不
極
、

迢
遞
起
層
陰
。遠
水
兼
天
淨
、孤
城
隱
霧
深（
澄
ん
だ
秋
に
な
が
め
は
果
て
し
な
く
、

は
る
か
に
雲
が
起
こ
る
。
遠
く
の
川
は
天
と
と
も
に
清
く
、
ぽ
つ
ん
と
あ
る
町
は

深
く
霧
に
閉
ざ
さ
れ
る
）」
と
あ
る
の
は
や
や
こ
こ
に
近
い
例
で
あ
る
。P.4988

（
丁
）が
「
无
淨
」
と
す
る
の
は
、
字
形
の
類
似
に
由
来
す
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
三
五
）神
通
得
自
在
：『
方
廣
大
莊
嚴
經
』「
讚
歎
品
」
に
「
遊
戲
神
通
得
自
在
、

而
於
世
間
無
與
等
（
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
に
遊
ん
で
思
う
が
ま
ま
、
世
に
こ
れ
と

並
ぶ
も
の
と
て
あ
り
は
せ
ぬ
）」
と
見
え
る
。

（
三
六
）擲
缽
：『
賢
愚
經
』「
頂
生
王
品
」に「
波
羅
㮈
國
、有
一
居
士
。
見
辟
支
佛
、

來
從
乞
飯
、
居
士
卽
時
、
以
食
施
與
、
因
復
勸
請
、
令
説
經
法
。
其
辟
支
佛
、
辭

云
不
能
、
擲
鉢
虚
空
、
騰
踊
而
逝
。
居
士
念
曰
、
斯
人
神
力
、
變
化
無
方
（
波
羅

㮈
国
に
一
人
の
居
士
〔
俗
人
信
者
〕
が
い
た
。
辟
支
仏
〔
修
行
者
〕
が
托
鉢
に
来

た
の
を
見
て
、
居
士
は
す
ぐ
に
食
事
を
施
し
、
法
を
説
か
せ
よ
う
と
し
た
。
辟
支

仏
は
で
き
な
い
と
辞
退
す
る
と
、
鉢
を
虚
空
に
投
げ
て
、
躍
り
上
が
っ
て
行
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
人
が
思
う
に
は
、
こ
の
人
の
神
通
力
は
、
変
化
無
限
だ
）」
と

あ
る
よ
う
に
、
投
げ
上
げ
た
鉢
に
の
っ
て
飛
ん
で
い
く
と
い
う
事
例
は
仏
典
に
多

い
。

（
三
七
）一
向
子
：
た
ち
ま
ち
と
い
う
こ
と
か
。
直
後
に
見
え
る
「
一
向
」
と
同
じ

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
形
の
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

（
三
八
）耳
裏
唯
聞
鼓
樂
聲
：
異
界
に
赴
く
際
に
は
、『
太
平
廣
記
』
巻
三
六
「
神

仙
三
十
六
」「
李
淸
」
に
「
淸
遂
閉
目
、
覺
身
如
飛
鳥
、
但
聞
風
水
之
聲
相
激
（
李

淸
が
そ
こ
で
目
を
閉
じ
る
と
、
体
が
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
で
、
激
し
い
風
と
水
の
音
が

聞
こ
え
る
だ
け
だ
っ
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
目
を
閉
じ
て
耳
だ
け
で
気
配
を
感

じ
る
の
が
通
例
。
こ
こ
で
は
目
連
は
目
を
閉
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
う

し
た
定
型
に
沿
っ
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
九
）暎
：「
映
」
の
通
用
字
。
前
の
も
の
が
後
の
も
の
を
隠
す
こ
と
。
多
く
は

色
彩
が
相
互
に
引
き
立
て
あ
う
こ
と
を
も
含
む
。
杜
牧「
江
南
春
」詩
の
名
句「
千

里
鶯
啼
緑
映
紅
」
は
そ
の
例
。

（
四
〇
）碧
牖
渾
論
白
玉
成
：
各
本
と
も
異
同
は
な
い
が
、「
渾
論
」
は
通
常
「
渾
淪
」

も
し
く
は
「
渾
侖
」
と
表
記
さ
れ
る
。
丸
ご
と
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
示
す
形
容
語
。

こ
の
表
記
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
や
は
り
敦
煌
文
書
に
含
ま
れ
るP.2555
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の
詩
集
に
見
え
る
劉
長
卿
「
高
興
歌
」（
現
行
の
劉
長
卿
の
詩
集
に
は
見
え
な
い

が
、『
敦
煌
賦
校
注
』〔
甘
粛
人
民
出
版
社
一
九
九
四
年
〕
は
「
酒
賦
」
と
し
て
収

録
す
る
）
に
は
「
有
膽
渾
論
天
許
大
（
胆
は
ま
る
ま
る
と
ん
で
も
な
く
で
か
い
）」

と
あ
り
、
敦
煌
で
は
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
表
記
か
と
思
わ
れ
る
。「
碧
」
つ

ま
り
エ
メ
ラ
ル
ド
の
窓
が
す
べ
て
玉
作
り
と
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

「
碧
牖
（
窗
）」
が
「
碧
紗
窗
」
の
略
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
碧
色
の
カ
ー
テ

ン
の
掛
か
っ
た
窓
と
い
う
こ
と
か
。

（
四
一
）胷
前
不
覺
淚
溋
：
こ
の
句
は
六
字
で
一
字
不
足
す
る
。『
校
注
』は「
溋
溋
」

と
す
る
が
、P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）が
「
交
盈
」
と
す
る
の
に
従
う
べ
き
か
。

「
溋
」
と
「
盈
」
は
通
用
字
。
一
方
、P.3485
（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
一
字
目
が
判

読
不
能
で
、P.3485

（
乙
）は
「
覺
」
も
な
い
。

（
四
二
）如
共
語
：
意
味
か
ら
い
う
とP.4988

（
丁
）の
「
而
共
語
」
が
適
切
だ
が
、

「
而
」
と
「
如
」
は
敦
煌
文
書
で
は
混
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

（
四
三
）中
孝
情
：
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
を
取
り
が
た
い
。
項
楚
校
が
言
う
よ
う
に

「
忠
孝
」
の
誤
り
か
。

（
小
松
）

4《
唱
》S.2614

（
原
）：
啟
言
「
長
者
相
識
否
。
頻
道（
一
）×
南
閻
浮
提（
二
）人
、
少
小
身
遭
父

P.2319

（
甲
）：
□
□　

□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□

P.3485

（
乙
）：
啟
言
「
長
者
相
識
否
。
貧
道
是
南
閻
浮
提
人
、
小マ
マ

〻
身
遭
父

P.4988

（
丁
）：
啟
言
「
長
者
相
識
否
。
貧
道
是
南
閻
浮
提
人
、
少
小
身
曺マ
マ

父

母
喪
。
其
家
大
富
小マ

マ

児
孫
、
孤

更
亦
無
途
當（

四
）。

頻
道
慈
母
号
清
提
、
阿

□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□

母
喪
。
其
家
大
富
少
兒
孫
、
孤

更
亦
無
途
當
。
貧
道
慈
母
号
清
提
、
阿

母
喪
。
其
家
大
富
少
兒
孫
、
孤
瓊
更
亦
无
途
當
。
貧
道
慈
母
号
清
提
、
阿

耶
名
輔
相（
五
）。
一
生
多
造
福
田（
六
）囙
、
亡
過
合
生
此
天
上
。
可
連
富
貴
嬌
奢
地（
七
）、

□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□ 

耶
名
輸マ

マ

相
。
一
生
多
造
福
田
囙
、
亡
過
合
生
此
天
上
。
可
連
富
貴
驕
奢
地
、

耶
名
輔
相
。
一
生
多
造
福
田
囙
、
亡
過
合
生
此
天
上
。
可
連
富
貴
憍
奢
地
、

望
覩（
八
）令
人
心
悦
暢
。
鐘
鼓
鏗
鎗
知マ
マ

雅
音（
九
）、
鼓（
一
〇
）瑟
也
以
聲
遼
亮
。
哀（
一
一
）〻

劬
勞

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

望
都
令
人
心
悦
暢
。
鐘
鼓
鏗
鎗
和
雅
音
、
鼓
瑟
也
以
聲
遼
亮
。
哀
〻
劬
勞

望
覩
令
人
心
悦
暢
。
鐘
鼓
鎗
鏗
和
雅
音
、
瑟
琴
也
以
聲
遼
亮
。
哀
〻
劬
勞

長
不
捨
、
乳
哺
之
恩
難
可（
一
二
）忘

。
別
後
安
和
好
在（

一
三
）否

。
比
來
此
處
相
尋
訪
。」

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

長
不
捨
、
乳
哺
之
恩
難
可
妄
。
別
後
安
和
好
在
否
。
比
來
此
處
相
尋
訪
。」

長
不
捨
、
乳
哺
之
恩
難
可
妄
。
別
久
安
和
好
在
否
。
比
來
此
處
相
尋
訪
。」

長
者
聞（
一
四
）語
意
以
悲
、
心
裏
迴
徨
出
語
遅
。「
弟
子
閻
浮
有
一
息
、
不
省
既
有

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

五
四
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長
者
聞
言
意
以
悲
、
心
裏
迴
徨
出
語
遅
。「
弟
子
閻
浮
有
一
息
、
不
省
既
有

長
者
聞
言
意
以
悲
、
心
裏
迴
徨
出
語
遅
。「
弟
子
閻
浮
有
一
息
、
不
省
既
有

出
家
児
。
和
尚
莫
恠
苦
盤
問
、
世
上
人
倫
有
數
般
。
乍
觀
出
語
為
將（
一
五
）異
、

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

出
家
兒
。
和
尚
莫
恠
苦
盤
問
、
世
上
人
倫
有
數
般
。
乍
觀
出
語
將
為
異
、

出
家
兒
。
和
尚
莫
恠
苦
盤
問
、
世
上
人
倫
有
數
般
。
迮マ
マ

觀
出
語
將
為
異
、

収
氣
之
時
稍
似
難
。

間
大
有
同
名（

一
六
）姓

、
相
似
顔
容
幾
百
般
。
刑
容
大
省

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

収
氣
之
時
稍
似
難
。
俗
間
大
有
同
名
姓
、
相
似
顔
容
幾
百
般
。
形
容
大
省

収
氣
之
時
稍
似
難
。
俗
間
多
有
同
名
姓
、
相
似
顔
容
幾
百
般
。
刑
容
大
性

繒
相（
一
七
）織
、
只（
一
八
）竟
思
量
没
處
安
。
闍
梨
苦（
一
九
）死
來
相
認
、
更
説
家（
二
〇
）徒
事（
二
一
）意
看
。」

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

繒
相
識
、
只
鏡マ
マ

思
量
没
處
安
。
闍
梨
苦
死
來
相
認
、
更
説
家
徒
事
意
看
。」

曾
相
識
、
只
竟
思
量
没
處
安
。
闍
梨
苦
死
來
相
認
、
更
説
家
中
事
意
看
。」

【
現
代
語
訳
】

　

口
を
開
い
て
申
し
ま
す
。「
あ
な
た
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
、
私
は
南
閻
浮
提

の
者
で
、
幼
い
時
に
両
親
を
亡
く
し
ま
し
た
。
家
は
裕
福
で
す
が
子
孫
は
な
く
、

権
勢
の
あ
る
家
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
母
は
清
提
と
申
し
、
父
は
輔
相
と
い
う

名
で
す
。
一
生
に
多
く
の
善
行
を
積
み
、
亡
く
な
っ
て
こ
の
天
上
に
転
生
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
め
で
た
き
か
な
富
貴
驕
奢
の
地
、
の
ぞ
み
見
れ
ば

心
は
の
ん
び
り
と
心
地
よ
い
。
鐘
や
太
鼓
は
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
雅
な
楽
の
音
を
合

わ
せ
、
瑟
を
奏
で
る
音
も
高
ら
か
。
切
な
い
苦
労
は
長
く
忘
れ
ず
、
育
て
て
い
た

だ
い
た
ご
恩
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
別
れ
た
後
も
元
気
で
変
わ
り
な
く
お
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
最
近
こ
こ
へ
訪
ね
て
き
た
の
で
す
。」
長
者
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と

思
い
当
た
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
悲
し
み
、
心
の
内
で
言
葉
が
混
乱
し
て
う
ま
く
出
て

き
ま
せ
ん
。「
私
に
は
閻
浮
に
息
子
が
一
人
お
り
ま
す
が
、
出
家
の
子
か
ど
う
か

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
私
が
詳
し
く
尋
ね
る
の
を
変
に
思
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
世
の
中
の
人
と
人
と
の
秩
序
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け

で
も
の
を
言
う
の
は
よ
ろ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
い
た
い
の
を
我
慢
す
る
時
は

い
さ
さ
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
世
の
中
に
は
同
じ
姓
名
の
人
は
大
勢
い
て
、
同
じ

顔
の
人
も
何
百
人
も
い
ま
す
。
姿
を
よ
く
見
て
み
る
と
か
つ
て
の
知
り
合
い
の
よ

う
で
す
が
、
最
後
ま
で
確
信
が
持
て
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
ど
う
し
て
も
親
子
の

名
乗
り
を
し
よ
う
と
言
う
の
な
ら
、
も
っ
と
家
族
の
こ
と
を
話
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。」

【
注
】

（
一
）頻
道
：P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
「
貧
道
」
と
表
記
す
る
。
僧
や
道
士

の
謙
称
。
宋
の
葉
夢
得
『
避
暑
錄
話
』
巻
下
に
、「
晉
宋
間
、
佛
學
初
行
、
其
徒

猶
未
有
僧
稱
、
通
曰
衜
人
…
…
貧
衜
亦
是
當
時
儀
制
定
以
自
名
之
辭
、
不
得
不
稱

者
、
疑
示
尊
禮
、
許
其
不
名
云
耳
。
今
乃
反
以
名
相
呼
而
不
諱
。
蓋
自
唐
已
然
、

而
貧
衜
之
言
廢
矣
（
晉
か
ら
宋
の
間
、
仏
教
の
学
問
が
初
め
て
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
学
徒
は
ま
だ
僧
称
が
な
く
、
す
べ
て
道
人
と
言
っ
て
い
た
。
…
…
「
貧
道
」
も

五
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



ま
た
当
時
の
儀
制
に
お
い
て
、
自
分
を
指
す
言
葉
と
し
て
定
め
た
語
で
あ
っ
た
。

名
乗
ら
ぬ
訳
に
い
か
な
い
も
の
は
、
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
名

を
言
わ
ず
に
す
ま
す
こ
と
を
許
し
た
と
い
う
ま
で
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
今
は
逆
に
名
を
呼
ん
で
諱
む
こ
と
が
な
い
。
ど
う
や
ら
唐
代
に
は
そ
う
だ
っ

た
よ
う
で
、「
貧
道
」
の
語
は
廃
れ
た
の
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
唐
以
降
は
僧
の
間

で
は
廃
れ
た
と
い
う
。

（
二
）南
閻
浮
提
：
閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

は
梵
語Jam

-bu-dvīpa

の
音
写
。
閻
浮
（janbu

）
樹

が
繁
茂
す
る
島
（dvīpa

、
提
波
）。
我
々
の
住
む
世
界
。
仏
教
の
宇
宙
観
に
よ
る

と
、
宇
宙
の
中
心
に
須し
ゅ

弥み

山せ
ん

が
あ
り
、
そ
の
南
に
我
々
の
住
む
島
（
洲
）
が
あ
る

が
、
そ
の
形
は
南
の
辺
が
短
い
台
形
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
閻
浮
洲
・
贍せ
ん

部ぶ

洲し
ゅ
う、
ま
た
南
方
に
あ
る
こ
と
か
ら
南

閻
浮
提
・
南
閻
浮
・
南
贍
部
洲
と
も
呼
ぶ
。『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
に
、「
蘇
迷
盧

山
（
注
：
唐
言
妙
高
山
。
舊
曰
須
彌
、
又
曰
須
彌
婁
皆
訛
略
也
）
四
寶
合
成
、
在

大
海
中
。
…
…
海
中
可
居
者
、
大
略
有
四
洲
焉
。
東
毘
提
訶
（
注
略
）・
南
贍
部

洲
（
注
：
舊
曰
閻
浮
提
洲
、
又
曰
剡
浮
洲
、
訛
也
）（
ス
メ
ー
ル
山
〔
注
：
唐
に

は
妙
高
山
と
い
う
。
旧
く
は
須
彌
と
い
い
、
ま
た
須
彌
婁
と
も
い
う
。
み
な
訛
り

や
略
で
あ
る
〕
は
四
宝
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、
大
海
の
中
に
あ
る
。
…
…
海
の
中

で
人
が
住
め
る
と
こ
ろ
は
、お
よ
そ
四
洲
あ
る
。
東
の
ヴ
ィ
デ
ー
ハ〔
注
は
省
略
〕、

南
の
ジ
ャ
ン
ブ
洲
〔
旧
く
は
閻
浮
提
と
い
い
、
ま
た
剡
浮
洲
と
も
い
う
。
訛
り
で

あ
る
〕」
と
あ
る
。

（
三
）孤

：「

」
は
「
㝁
」
ま
た
は
「
惸
」
の
俗
字
と
思
わ
れ
る
。P.4988

（
丁
）

は
「
瓊
」
と
す
る
が
、『
廣
韻
』
で
は
と
も
に
平
聲
下
十
二
庚
「
粱
營
切
」
と
同

音
で
あ
り
、
音
通
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
孤
独
、
孤
独
な
人
。
唐
・

張
說
「
諫
幸
三
陽
宮
表
」（『
張
說
集
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
三
年
〕
巻
二
七
）

に
「
孤
惸
老
疾
、
流
轉
衢
巷
（
孤
児
や
身
寄
り
の
な
い
人
や
老
人
や
病
人
は
、
ち

ま
た
を
彷
徨
っ
て
い
ま
す
）」
と
あ
る
。

（
四
）途
當
：『
校
注
』
は
項
楚
校
が
「
途
」
を
「
徒
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
の
に

対
し
「
逢
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
が
、
北
宋
・
胡
宿
の
「
吳
興
秋
晩
郡
齋

長
句
」（『
文
恭
集
』
巻
六
）
に
「
分
從
髙
閣
束
、
敢
避
要
途
當
（
放
置
さ
れ
て
も

自
分
の
運
命
と
あ
き
ら
め
る
ま
で
の
こ
と
、
権
力
者
に
な
る
の
は
ご
め
ん
こ
う
む

る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
権
力
者
の
意
味
の
「
當
途
」（「
當
塗
」
と
も

表
記
す
る
）
を
韻
を
踏
む
た
め
に
前
後
を
入
れ
替
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
五
）阿
耶
名
輔
相
：「
耶
」
は
「
爺
」
の
通
用
字
。『
維
摩
經
疏
』
巻
第
三
「
弟
子

品
」
に
「
目
連
是
姓
字
拘
律
陀
。
…
…
是
王
舍
城
輔
相
之
子
（
目
連
は
姓
名
を
拘

律
陀
と
い
っ
た
。
…
…
王
舍
城
輔
相
の
子
で
あ
る
）」
と
あ
り
、一
般
的
に
「
輔
相
」

は
宰
相
や
大
臣
を
さ
し
、『
維
摩
經
疏
』
の
記
述
も
そ
う
し
た
意
味
で
あ
る
可
能

性
が
高
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
固
有
名
詞
と
誤
解
さ
れ
て
定
着
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
後
世
の
目
連
救
母
の
物
語
で
は
、「
傅
相
」
と
い
う

名
と
さ
れ
る
。

（
六
）福
田
：「
福
徳
（
功
徳
・
善
行
）
を
生
み
出
す
田
、幸
福
を
育
て
る
田
地
の
意
。

人
々
が
功
徳
を
植
え
る
場
所
」（『
広
説
』）。『
大
唐
西
域
記
』
巻
八
に
「
誠
願
大

王
福
田
爲
意
、
於
諸
印
度
建
立
伽
藍
、
旣
旌
聖
跡
、
又
擅
高
名
、
福
資
先
王
、
恩

及
後
嗣
（
大
王
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
善
行
を
積
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
印
度
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
伽
藍
を
立
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
聖
跡

を
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
る
上
に
、
王
の
名
を
高
か
ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
先
王

の
追
善
に
も
な
り
、
そ
の
恩
恵
は
御
子
孫
に
も
及
ぶ
で
し
ょ
う
）」
と
い
う
例
が
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あ
る
。

（
七
）可
連
富
貴
嬌
奢
地
：「
可
連
」は『
校
注
』が「
可
憐
」と
す
る
の
に
な
ら
い
、「
愛

で
る
べ
き
」と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
。「
驕
奢
」はS.2614

（
原
）は「
嬌
」、P.3485

（
乙
）は
「
驕
」、P.4988
（
丁
）は
「
憍
」
と
表
記
す
る
が
、
い
ず
れ
も
通
用
す
る
。

（
八
）望
覩
：P.3485

（
乙
）は
「
望
都
」
と
す
る
。
字
形
も
類
似
し
て
お
り
、
通
用

字
と
し
て
使
用
し
て
い
る
か
。

（
九
）鐘
鼓
鏗
鎗
知
雅
音
：「
鏗
鎗
」
は
、『
漢
書
』（
中
華
書
局
一
九
六
二
年
）
巻

二
二
「
禮
樂
志
二
」
に
「
但
能
紀
其
鏗
鎗
鼓
舞
、
而
不
能
言
其
義
（
た
だ
そ
の

鏗
鎗
鼓
舞
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
そ
の
義
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
）」

と
あ
り
、
顏
師
古
の
注
に
「
鏗
鎗
、
金
石
之
聲
也
（
鏗
鎗
は
金
石
の
音
で
あ
る
）」

と
見
え
る
よ
う
に
、金
石
の
打
ち
あ
た
る
美
し
い
音
を
言
う
。P.4988

（
丁
）が「
鎗

鏗
」
と
す
る
の
は
前
後
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
雅
音
」
は
『
宋
書
』（
中

華
書
局
一
九
七
四
年
）
巻
一
九
「
樂
志
一
」
に
「
魏
文
侯
雖
好
古
、
然
猶
昏
睡
於

古
樂
、
於
是
淫
聲
熾
而
雅
音
廢
矣
（
魏
の
文
侯
は
古
い
も
の
を
好
ん
だ
が
、
そ
れ

で
も
や
は
り
古
楽
に
は
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
み
だ
ら
な
音
楽

が
盛
ん
に
な
り
、
高
級
な
音
楽
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
儒

教
的
観
点
か
ら
見
て
高
級
な
音
楽
の
こ
と
を
い
う
。

（
一
〇
）鼓
瑟
：P.4988

（
丁
）は
前
の
句
の
「
鐘
鼓
」
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
か

「
瑟
琴
」
と
し
て
い
る
。

（
一
一
）哀
〻
：『
毛
詩
』
小
雅
「
蓼
莪
」
に
「
蓼
蓼
者
莪
、匪
莪
伊
蒿
。
哀
哀
父
母
、

生
我
劬
勞
（
柔
ら
か
く
伸
び
た
蓬
、
蓬
か
ら
雑
草
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
哀
し

い
か
な
父
母
、
私
を
生
ん
で
苦
し
ま
れ
た
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

（
一
二
）可
忘
：P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
「
可
妄
」
と
表
記
す
る
が
、「
忘
」

と
「
妄
」
は
『
廣
韻
』
去
聲
四
十
一
漾
「
巫
放
切
」
で
あ
り
、
音
通
で
用
い
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
一
三
）別
後
安
和
好
在
否
：P.4988

（
丁
）は
「
別
後
（
別
れ
た
後
）」
を
「
別
久

（
別
れ
て
か
ら
ず
っ
と
）」
と
す
る
。「
好
在
」
は
杜
甫
「
送
蔡
希
魯
都
尉
還
隴
右

因
寄
高
三
十
五
書
記
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
三
八
）
に
「
因
君
問
消
息
、
好

在
阮
元
瑜（
あ
な
た
に
頼
ん
で
消
息
を
問
う
た
。
阮
元
瑜
は
元
気
だ
ろ
う
か
、と
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
お
元
気
か
ど
う
か
、
と
い
う
意
味
で
多
く
挨
拶
に
使
わ
れ
る
。

（
一
四
）聞
語
：P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
「
聞
言
」
と
す
る
が
、ど
ち
ら
も
「
言

葉
を
聞
い
て
」
と
い
う
意
味
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
一
五
）乍
觀
出
語
為
將
異
：P.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）は
「
將
為
異
」
と
し
、

語
順
と
し
て
は
こ
ち
ら
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。『
校
注
』
で
は
蔣
禮
鴻
に
従
い

「
異
」
を
「
易
」
と
解
釈
し
、「
降
魔
變
文
」（
こ
の
部
分
は
『
敦
煌
寶
藏
』
等
に

は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
文
は
『
校
注
』
に
従
う
）「
出
言
易
於
返
掌
、

収
氣
難
於
抜
山
（
も
の
を
言
う
の
は
掌
を
返
す
よ
う
に
た
や
す
い
が
、
言
い
た
い

の
を
我
慢
す
る
の
は
山
を
抜
く
よ
う
に
難
し
い
）」
を
根
拠
と
す
る
。
こ
の
成
語

を
踏
ま
え
る
と
す
れ
ば
、「
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
の
を
言
う
の
は
簡
単
な
こ

と
で
す
が
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
次
の
句
「
収
氣
之
時
稍
似
難
（
言
い
た
い
の

を
我
慢
す
る
時
は
い
さ
さ
か
難
し
い
よ
う
で
す
）」と
の
整
合
性
が
取
れ
る
。た
だ
、

「
異
」
の
ま
ま
で
も
「
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
の
を
言
う
の
は
よ
ろ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
」
と
い
う
意
味
に
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
原
文
を
尊
重

し
て
、
仮
に
後
者
で
訳
す
。

（
一
六
）
間
大
有
同
名
姓
：S.2614

（
原
）の「

」は「
俗
」の
俗
字
。P.4988

（
丁
）

は
「
大
」
を
「
多
」
と
す
る
。

五
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



（
一
七
）刑
容
大
省
繒
相
織
：P.3485

（
乙
）は「
刑
容
」を「
形
容
」と
す
る
が
、「
刑
」

と
「
形
」
は
通
用
字
。
す
が
た
か
た
ち
。「
省
」
は
東
晉
・
王
羲
之
の
「
十
七
帖

　

積
雪
凝
寒
帖
」（『
王
羲
之
全
書
翰
』〔
白
帝
社
一
九
八
七
年
〕）
に
「
省
足
下
先

後
二
書
、
但
增
歎
慨
（
あ
な
た
の
前
後
二
つ
の
手
紙
を
見
て
、
た
だ
慨
嘆
が
増
す

ば
か
り
で
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
見
る
こ
と
を
さ
す
。P.4988

（
丁
）は
「
大
省
」

を
「
大
性
」
と
し
て
お
り
、「
姿
形
や
お
心
の
様
子
は
か
つ
て
の
知
り
合
い
の
よ

う
で
す
が
」
と
言
う
意
味
に
な
る
か
。「
繒
（
絹
織
物
）」
はP.4988

（
丁
）に
従

い
「
曾
」、「
織
」
もP.3485

（
乙
）・P.4988

（
丁
）に
従
い
「
識
」
と
解
釈
す
る
。

（
一
八
）只
竟
：「
只
竟
」の
用
例
は
他
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
蔣
禮
鴻
は「
至
竟
」

「
止
竟
」
と
同
じ
と
解
釈
す
る
。
と
り
あ
え
ず
こ
れ
に
従
う
。

（
一
九
）苦
死
：
杜
甫
「
送
孔
巢
父
謝
病
歸
游
江
東
兼
贈
李
白
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』

巻
一
）「
惜
君
只
欲
苦
死
留
、
富
貴
何
如
草
頭
露
（
あ
な
た
を
惜
し
ん
で
何
と
し

て
も
留
め
よ
う
と
す
る
が
、
富
貴
は
草
の
上
の
露
の
よ
う
な
も
の
）」
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、「
ど
う
し
て
も
」
と
い
う
意
味
。

（
二
〇
）家
徒
：
家
族
。
白
居
易
「
自
喜
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
四
）「
自

喜
天
降
我
少
縁
、
家
徒
行
計
兩
翩
翩
（
天
が
私
に
降
ら
せ
た
縁
の
少
な
い
こ
と
を

自
ら
喜
ぶ
、
家
族
で
出
か
け
よ
う
と
す
れ
ば
ふ
た
り
で
さ
っ
さ
と
出
か
け
ら
れ

る
）」。

（
二
一
）事
意
：
事
情
。
唐
・
張
鷟
撰
『
朝
野
僉
載
』（
中
華
書
局
一
九
七
九
年
）

巻
二
に
「
上
問
在
外
有
何
事
意
（
帝
は
外
で
何
が
あ
る
の
か
と
た
ず
ね
ら
れ
た
）」

と
見
え
、「
孟
姜
女
變
文
」
（P.5039

）
に
「
髑
髏
既
蒙
問
事
意
、
己
得
傳
言
達

故
里
（
髑
髏
は
尋
ね
ら
れ
た
と
あ
れ
ば
、
故
郷
に
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
と
て
）」
な
ど
変
文
に
も
例
が
あ
る
。

（
田
村
）

5《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
連
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

白
言
長
者
、「
頻
道
小
時

P.2319

（
甲
）：
目
連
到
天
宮
尋
父
至
一
門
見　

一　

長
者
、
白
言
長
者
、「
頻
道
小
時

P.3485

（
乙
）：
目
連
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

白
言
長
者
、「
貧
道
小
時

P.4988

（
丁
）：
目
連
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

白
言
長
者
、「
貧
道
小
時

杏
雨
羽019V

：
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　

 

□
□
□
□

名
字
羅
卜
。
父
母
亡
没
已
後（
一
）、
投
仏
出
家
、
剃
除
須
髪
、
号
曰
大
目
乹
坤
連（二
）、
神

名
字
羅
卜
。
父
母
亡
没
已
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除
須
髪
、
号
曰
大
目
乹
×
連

、
神

×
字
羅
卜
。
父
母
亡
没
×
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除
須
髪
、
号
曰
大
目
乹
×
連
、
神

□
字
羅
卜
。
父
母
亡
没
已
後
、
投
仏
岀
家
、
剃
除
須
髪
、
号
曰
大
目
健
×
連
、
神

□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□

通
弟（
三
）一

。」
長
者
見
説
小
時
名
字
、
即
知
是
児
。「
別
久
、
好
在
已
否（

四
）。」

羅
卜
目

通
第
一
。」
長
者
見
説
小
時
名
字
、
即
知
是
児
。「
別
久
、
好
在
已
否
。」
羅
卜
目

通
第
一
。」
長
者
見
説
小
時
名
字
、
即
知
是
兒
。「
別
久
、
好
在
已
否
。」
羅
卜
目

通
第
一
。」
長
者
見
説
小
時
名
字
、
即
知
是
兒
。「
別
久
、
已
後
好
在
。」
羅
卜
目

□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□

□
□　

□
□
□
□

□
□
□

連
認
得
慈
父
、
起
居
問
信（
五
）已
了
。
×
「
慈
母
今
在
何
方
受
於
快
樂
。」
長
者
報
言

五
八
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連
認
得
慈
父
、
起
居
問
訊
已
了
。
×
「
慈
母
今
在
何
方
受
於
快
樂
。」
長
者
報
言

連
認
得
慈
父
、
起
居
問
信
已
了
。
×
「
慈
母
今
在
何
方
受
於
快
樂
。」
長
者
報
言

連
認
得
慈
父
、
起
居
問
訊
已
了
。
問
「
□
□
□
在
何
方
受
於
决マ
マ

樂
。」
長
者
報
言

□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□　

□
「
慈
母
今
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

羅
卜
、「
■
母
（
六
）乙汝

生
存
在
日
、
与
我
行
業（

七
）不

同
。
我
修
十
善
五
戒（

八
）、

死
後
神
識（

九
）

羅
卜
、「
×
汝
母
生
存
在
日
、
与
我
行
業
不
同
。
我
□
十
善
五
戒
、
死
後
神
識

羅
卜
、「
×
汝
母
生
存
在
日
、
与
我
行
業
不
同
。
我
修
十
善
五
戒
、
死
後
神
識

×
×
、「
×
汝
母
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
同
。
我
脩
五
戒
十
善
、
×
×
×
×

□
□
「
□
母
×
生
存
在
日
、
共
我
行
業
不
□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

得
×
天
上
。
汝
母
平
生
在
日
、
廣
造
諸
諸
之

罪
（
一
〇
）、
命
終
之
後
、
遂
堕
地
獄
。
汝
向

得
生
天
上
。
汝
母
平
生
在
日
、
廣
造
之
×
×
罪
、
終
命
之
後
、
遂
堕
地
獄
。
汝
向

得
×
天
上
。
汝
母
平
生
在
日
、
廣
造
諸
×
×
罪
、
命
終
之
後
、
遂
堕
地
獄
。
汝
向

得
生
天
上
。
汝
母
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
之
後
、
遂
堕
地
獄
。
汝
向

□
□
□
□　

□
母
生
存
在
日
、
廣
造
諸
×
×
罪
、
命
終
□
□　

□
□
□
□　

□
□

×
閻
浮
提
（
一
一
）×
冥
路
之
中
、
尋
問
阿
孃
、
即
知
去
䖏
。」
目
連
問マ
マ

語
、
便
辭
長
者
、

×
閻
浮
提
×
冥
路
之
中
、
尋
問
阿
孃
、
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
別
父
×
、

南
閻
×
提
向
名
路
之
中
、
尋
問
阿
孃
、
即
知
去
䖏
。」
目
連
聞
語
、
便
辞
長
者
、

南
閻
浮
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□　

目
連
聞
語
、
便
辞
長
者
、

□
□
浮
提
×
㝠
路
之
中
、
尋
覓
阿
孃
、
即
知
去
䖏
。」
□
□
□
□　

□
□
□
者
、

頓
（
一
二
）下乙身

降
南
閻
浮
提
、
向（

一
三
）冥

路
之
中
、
尋
覔
阿
孃
不
見
×

（
一
四
）。

且
見
八
九
×
箇
男
子

×
下
天
来
×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
不
見
阿
孃
×
。
且
見
八
九
×
箇
男
子

鞫マ
マ

身
×
降
南
閻
浮
提
、
向
冥
路
之
中
、
尋
覔
阿
孃
不
見
×
。
且
見
八
九
×
箇
男
子

□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□　

□
□
阿
孃
不
見
×
。
□
□
□
□
□
□
□
□

頓
身
下
降
南
閻
浮
提
、
向
冥
路
之
中
、
尋
覔
阿
孃
□
□
路
。
且
見
八
九
千
箇
男
子

女
人
、
閑
ゝ
無
事
。
目
連
向（
一
五
）前

問
其
事
由
之
䖏
。

女
人
、
閑
ゝ
無
事
。
目
連
向
前
問
其
事
由
之
䖏
。

女
人
、
閑
ゝ
無
事
。
目
連
向
前
問
其
事
由
之
䖏
。

□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

※P.4988

（
丁
）
は
こ
こ
ま
で
。

女
人
、
閑
ゝ
无
事
。
目
連
向
前
問
其
事
由
之
䖏
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
長
者
に
申
し
ま
し
た
、「
拙
僧
は
幼
い
こ
ろ
名
を
羅
卜
と
申
し
ま
し
た
。

父
母
を
亡
く
し
た
後
、
仏
の
所
へ
身
を
投
じ
て
出
家
し
、
剃
髪
し
て
、
号
を
大
目

乾
連
と
い
い
、
神
通
力
で
は
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。」
長
者
は
幼
名
を
聞
く
と
、

す
ぐ
に
こ
れ
が
息
子
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。「
別
れ
て
久
し
い
が
、
無
事
で

あ
っ
た
か
。」
羅
卜
目
連
は
父
親
と
わ
か
る
と
、
ご
機
嫌
伺
い
の
あ
い
さ
つ
を
終

え
ま
し
た
。「
母
上
は
今
ど
こ
で
快
楽
を
享
受
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。」
長
者
は

羅
卜
に
答
え
て
言
い
ま
し
た
、「
お
ま
え
の
母
は
生
き
て
い
た
時
、
わ
し
と
は
品

行
が
違
っ
た
の
じ
ゃ
。
わ
し
は
十
善
五
戒
を
修
養
し
、
死
後
魂
は
天
上
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
ま
え
の
母
は
生
き
て
い
た
時
、
あ
れ
こ
れ
と
諸
々
の

罪
を
犯
し
、
命
果
て
た
後
、
か
く
て
地
獄
へ
堕
ち
た
の
じ
ゃ
。
お
ま
え
は
閻
浮

五
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



提
の
黄
泉
路
の
内
で
、
母
様
を
探
し
訪
ね
れ
ば
、
す
ぐ
に
行
き
先
が
わ
か
ろ
う
。」

目
連
は
話
を
聞
く
と
、
す
ぐ
に
長
者
に
別
れ
を
告
げ
、
お
辞
儀
を
し
て
南
海
の
閻

浮
提
へ
降
り
、黄
泉
路
の
内
で
、母
様
を
探
し
訪
ね
ま
し
た
が
会
え
ま
せ
ん
。
ち
ょ

う
ど
八
、九
人
の
男
女
が
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。
目
連
が
前

の
方
に
向
か
っ
て
そ
の
由
来
を
尋
ね
る
場
面
で
す
。

【
注
】

（
一
）已
後
：
以
後
に
同
じ
。

（
二
）大
目
乹
坤
連
：S.2614

（
原
）に
「
坤
」
字
が
あ
る
の
は
、「
乾
」
字
に
つ
ら
れ

て
「
乾
坤
（
天
地
）」
の
語
を
連
想
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
三
）弟
：S.2614

（
原
）の
「
弟
」
は
「
第
」
と
音
通
字
（『
廣
韻
』
巻
四
去
声
「
十
二

霽
」、
第
・
弟
と
も
特
計
の
切
）。

（
四
）好
在
已
否
：「
已
否
」
は
敦
煌
変
文
で
頻
用
さ
れ
る
疑
問
語
気
詞
で
、
以
否
・

已
不
・
以
不
に
同
じ
。「
廬
山
遠
公
話
」（S.2073

）、「
相
公
問
遠
公
曰
、
胙マ
マ

夜
念

經
是
汝
已
否
。
遠
公
曰
、
是
賤
奴
念
經
之
聲
（
宰
相
閣
下
は
遠
公
に
問
う
て
言
っ

た
、
昨
夜
誦
経
し
て
い
た
の
は
お
ま
え
か
。
遠
公
は
言
っ
た
、
私
め
の
誦
経
の
声

で
ご
ざ
い
ま
す
）」。

（
五
）起
居
問
信
：「
起
居
」
は
ご
機
嫌
伺
い
を
す
る
こ
と
。『
後
漢
書
』（
中
華
書

局
一
九
六
五
年
）
列
傳
七
「
岑
彭
傳
」、「
大
長
秋
以
朔
望
問
太
夫
人
起
（
大
長
秋

は
一
日
と
十
五
日
に
岑
彭
の
母
に
ご
機
嫌
伺
い
を
す
る
こ
と
と
し
た
）」。S.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）の
「
信
」
は
「
訊
」
と
音
通
字
（『
廣
韻
』
巻
四
去
声
「
二
十
一

震
」、
信
・
訊
と
も
息
晋
の
切
）。「
問
訊
」
は
僧
尼
が
合
掌
し
て
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
。
東
晉
の
法
顯
の
『
佛
國
記
』
に
「
阿
那
律
以
天
眼
遙
見
世
尊
、
卽
語
尊
者

大
目
連
、
汝
可
往
問
訊
世
尊
。
目
連
卽
往
、
頭
面
禮
足
、
共
相
問
訊
（
阿
那
律
は

天
眼
に
て
遥
か
に
世
尊
が
天
か
ら
下
ら
れ
た
の
を
見
て
、
す
ぐ
に
尊
者
大
目
連
に

言
っ
た
。「
世
尊
に
ご
あ
い
さ
つ
し
に
行
け
。」
目
連
は
す
ぐ
に
行
く
と
、
頭
を
地

に
着
け
て
足
を
い
た
だ
き
、
ご
あ
い
さ
つ
し
た
）」
と
見
え
る
。

（
六
）■
母
：S.2614

（
原
）は
「
母
」
の
上
に
一
字
あ
る
が
判
読
不
能
。

（
七
）行
業
：
お
こ
な
い
、
ふ
る
ま
い
。
身し
ん

口く

意い

（
身
体
・
言
語
・
心
意
）
の
所
作
。

（
八
）十
善
五
戒
：
十
善
は
前
出
。
1
注
（
五
）「
十
善
」
参
照
。
五
戒
は
在
俗
信

者
の
保
つ
べ
き
五
つ
の
戒
め
。
一
般
的
に
は
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄

語
・
不
飲お
ん

酒じ
ゅ

を
い
う
（『
弘
明
集
』〔
四
部
叢
刊
所
収
明
汪
衜
昆
本
〕
巻
一
三
に
録

す
東
晉
の
郄
超
『
奉
法
要
』
は
不
殺
・
不
盗
・
不
婬
・
不
欺
・
不
飲
酒
を
挙
げ
る
）。

（
九
）神
識
：
霊
魂
。
目
連
救
母
説
話
を
題
材
と
す
る
敦
煌
出
土
『
盂
蘭
盆
經
講
經

文
』（『
校
注
』に
所
收
）に「
直
爲
亡
來
年
歳
久
、不
知
神
識
落
何
方
」（
亡
者
と
な
っ

て
か
ら
と
い
う
も
の
長
年
経
っ
て
お
り
、
霊
魂
が
ど
こ
へ
抜
け
落
ち
た
か
分
か
ら

な
い
）」、
ま
た
「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）
に
「
念
君
神
識
逐
波
濤
、
遊
魂
散
澷

隨
荊
蕀
（
思
え
ば
君
の
た
ま
し
い
は
波
の
ま
に
ま
に
漂
い
、
さ
ま
よ
う
み
た
ま
は

荊
に
ま
と
う
）」
等
の
用
例
が
あ
る
。

（
一
〇
）廣
造
諸
諸
之

罪
：S.2614

（
原
）二
つ
目
の
「
諸
」
字
は
上
か
ら
消
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
（
墨
が
滲
ん
で
い
る
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
）。
そ
の
右
横

の
小
字
は
判
読
困
難
で
あ
る
が
「
之
（
～
の
）」
と
翻
字
し
た
。P.2319

（
甲
）「
廣

造
之
罪
」
の
「
之
」
字
は
「
～
の
」
と
解
釈
す
る
と
文
脈
が
通
ら
な
い
た
め
、
敦

煌
変
文
で
常
用
さ
れ
る
「
諸
」
の
通
字
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
）閻え
ん
浮ぶ

提だ
い
：「
閻
浮
提
」
は
前
出
。
4
注
（
二
）「
南
閻
浮
提
」
参
照
。P.3485

（
乙
）の
「
南
閻
提
」
と
い
う
略
称
は
珍
し
く
、
用
例
は
阿
寂
『
妙
印
鈔
』
巻
八
に

六
〇

京
都
府
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見
ら
れ
た
の
み
。
杏
雨
羽019V

の
「
浮
提
」
と
い
う
略
称
も
珍
し
く
、
用
例
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、「
浮
提
洲
」
の
用
例
な
ら
ば
、
鎌
倉
時
代
末
に
来
日
し

た
元
僧
竺
仙
梵
僊
の
語
録
（
裔
堯
ら
編
）『
竺
僊
和
尚
語
録
』
巻
中
「
慧
日
喜
侍
者
」

詩
に
「
孰
謂
眞
如
淨
境
界
、
於
中
或
現
小
與
大
。
呑
却
乾
坤
拄
杖
頭
、
一
坐
小
劫

浮
提
洲
（
誰
が
真
の
道
理
は
浄
の
境
地
で
、
そ
の
中
で
は
尊
卑
が
目
に
見
え
る
と

言
っ
た
の
か
。
天
地
を
呑
み
込
む
杖
の
先
、
ひ
と
た
び
閻
浮
提
に
座
る
こ
と
小
劫

〔
極
め
て
長
い
時
間
〕
な
り
）」
と
見
え
る
。

（
一
二
）頓
身
：
お
辞
儀
を
す
る
。P.3485
（
乙
）が「
鞫
身
」と
作
る
の
は
、「
鞠
躬（
腰

を
曲
げ
て
お
辞
儀
を
す
る
）」
の
意
か
。
白
居
易
「
謝
賜
新
暦
日
狀
」（『
白
居
易

文
集
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
五
年
〕
巻
二
二
、
奉
状
二
）、「
臣
等
拜
手
蹈
舞
、

鞠
躬
捧
持
（
私
ど
も
は
手
を
合
わ
せ
跪
き
大
喜
び
し
て
、
腰
を
曲
げ
て
お
辞
儀
を

し
て
拝
受
い
た
し
ま
し
た
）」。

（
一
三
）向
：
到
る
の
意
。
或
い
は
場
所
を
導
く
介
詞
「
在
（
～
で
）」
と
同
義
で
、

敦
煌
の
変
文
や
講
経
文
で
常
用
さ
れ
る
用
法
。
例
え
ば
「
舜
子
變
」
（P.2721

）

に
「
後
妻
向
床
上
卧
地
不
起
（
後
妻
は
ベ
ッ
ド
に
臥
せ
っ
た
ま
ま
起
き
ま
せ
ん
）」

と
あ
る
。

（
一
四
）不
見
×
：
杏
雨
羽019V

に
は
紙
の
破
損
が
あ
り
「
□
□
路
」
と
翻
字
し

た
が
、「
□
□
」
は
お
そ
ら
く
「
不
見
」。「
路
」
字
は
上
か
ら
消
さ
れ
て
い
る
。

（
一
五
）向
前
：「
以
前
」
の
意
も
あ
る
が
、
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
敦
煌
出
土
文

献
で
は
多
く
前
へ
進
み
出
て
何
事
か
を
申
す
時
に
使
わ
れ
る
。
例
え
ば「
破
魔
變
」

（P.2187

）
に
「
於
是
三
女
遂
即
進
歩
向
前
諮
白
父
王
（
そ
こ
で
三
女
は
た
だ
ち

に
進
み
出
て
前
へ
到
り
〔
前
で
〕
父
王
に
申
し
上
げ
た
）」
と
あ
る
。「
向
」
は
到

る
の
意
、
或
い
は
介
詞
「
在
」
と
同
義
で
あ
る
（
前
々
項
参
照
）。

《
唱
》S.2614

（
原
）：「
但（

一
六
）且

莫
礼（

一
七
）拜

、
賢（

一
八
）者

是
何
人
、
此
間
都
集
會
。
閑
ゝ
無
一

P.2319

（
甲
）：「
但
且
莫
礼
拜
、
賢
者
是
何
人
、
此
間
都
集
會
。
閑
ゝ
无
无

P.3485

（
乙
）：「
但
且
莫
礼
拜
、
賢
者
事
何
人
、
此
間
都
集
會
。
閑
ゝ
無
一

杏
雨
羽019V

：「
檀
越
莫
礼
拜
、
賢
者
是
何
人
、
此
間
都
集
會
。
閑
×
无
×

事
、
遊
城（
一
九
）墎

外
來

（
二
〇
）。

頻
道
今
朝
至
此
間
、
心
中
只
手

（
二
一
）深

相
恠
。」

事
、
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

事
、
遊
城
槨
外
来
。
貧
貪
今
朝
至
此
間
、
心
中
只
手
深
相
恠
。」

事
、
遊
城
墎
外
×
。
貧
道
今
朝
至
此
間
、
中
心
只
手
深
相
恠
。」

諸
人
荅
言
啓
和
×
尚
（
二
二
）、

諸
人
荅
言
啓
和
尚　

當ト

、

諸
人
荅
言
啓
和
×
尚
、

諸
人
荅
言
×
和
×
尚
、

「
只
為
同
名
復
同
性
、
名
字
交
錯
被
追
来
（
二
三
）。

勘（
二
四
）當

恰
經
三
五
日
、
無
事
得
放

「
只
為
同
名
復
同
姓
、
名
字
交
錯
被
追
来
。
勘
當
恰
經
三
五
日
、
無
事
得
放

「
只
為
同
名
復
同
性
、
名
字
交
錯
被
退
来
。
勘
當
恰
経
三
五
日
、
無
事
得
放

「
只
是
同
名
復
同
性
、
名
字
交
錯
被
追
来
。
勘
當
恰
今
三
五
日
、
無
事
得
放

却（
二
五
）歸

迴
。
早
被
妻
兒
送
墳
墓
、
獨
自
挽（
二
六
）我

在
荒
祁
。
四（
二
八
）邊

更
無
伴乙親
侶
、

却
歸
迴
。
早
被
妻
児
送
墳
墓
、
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

六
一
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却
歸
迴
。
早
被
妻
兒
送
墳
墓
、
獨
自
抛
我
在
荒
交
。
四
伴
更
無
親
伴
侶
、

却
歸
迴
。
早
被
妻
兒
送
墳
墓
、
獨
自
抛
我
在
荒
郊
。
四
伴
更
无
親
伴
侶
、

狐（
二
九
）狼
鵶
鵲
競
分（
三
〇
）張
。
宅（
三
一
）舍
破
壊
无
投（
三
二
）䖏
、
王
邊
披（
三
三
）訴
語
聲
哀
。
判（
三
四
）放
作
鬼
閑

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

孤マ
マ
マ
マ

鵶
鵲
競
分
張
。
宅
舍
破
壊
無
投
䖏
、
王
邊
披
訴
語
聲
哀
。
判
放
作
鬼
閑

狐
狼
鵶
鵲
競
分
張
。
宅
舍
破
壊
无
投
寄
、
王
邊
被
訴
語
聲
哀
。
判
放
作
鬼
閑

無
事
、
受
其
餘
報
更
何（
三
五
）哉

。
死
生
路
今（

三
六
）而

已
隔
、
一
掩
泉
門

不
再
閑ト

開
。
塚
上

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×

無
事
、
受
其
餘
報
更
何
哉
。
生
死
路
今
而
已
隔
、
一
掩
泉
門
再
不
×
開
。
塚
上

无
事
、
受
其
餘
報
更
何
哉
。
生
死
路
今
而
已
隔
、
一
掩
泉
門
再
不
×
開
。
塚
上

縱
有
千
般
食
、
何（
三
七
）曽
済（
三
八
）得
腹
中
飢
。
翁
咷
（
三
九
）
大
哭
終
无
益
、
徒
煩
攪
紙
作
銭（
四
〇
）財
。

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　
翁
咷
大
哭
終
无
益
、
×
×
×
×
×
×
×

雖
有
千
般
食
、
何
増
祭
得
腹
中
飢
。
翁
跳マ

マ

大
哭
於
無
益
、
徒
煩
攪
紙
作
銭
財
。

縱
有
千
般
食
、
何
曽
祭
得
腹
中
飢
。
号
挑マ
マ

大
哭
終
无
益
、
徒
煩
箭
紙
作
錢
才
。

寄
語
家
中
男
女
道
、
勸
令
脩（
四
一
）福

救
冥
灾
。」

寄　

語

家
中
男
女
道
、
勸
令
修
福
救
冥
灾
。」
云
々

寄
語
家
中
男
女
道
、
勸
令
修
福
救
冥
灾
。」

寄
語
家
中
男
女
道
、
勸
令
脩
福
救
冥
灾
。」

【
現
代
語
訳
】

　
「
ど
う
か
ひ
と
ま
ず
拝
礼
は
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
、
あ
な
た
方
は
何
者
で
す

か
、
こ
こ
に
み
な
で
集
ま
っ
て
。
ぶ
ら
ぶ
ら
と
何
も
す
る
こ
と
な
く
、
城
郭
の
外

へ
遊
び
に
来
て
。
拙
僧
は
今
朝
こ
こ
へ
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
し
て
、
心
中
ま
こ

と
に
深
く
不
思
議
が
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

人
々
は
和
尚
に
答
え
て
申
し
ま
し
た
、

　
「
た
だ
同
名
の
う
え
同
姓
で
あ
る
た
め
に
、
名
前
が
行
き
違
っ
て
捕
ま
え
ら
れ

て
来
た
ん
で
す
。
取
り
調
べ
ら
れ
る
こ
と
ち
ょ
う
ど
三
、五
日
を
経
て
、
何
事
も

無
く
釈
放
さ
れ
て
帰
さ
れ
ま
し
た
。（
し
か
し
）
と
っ
く
に
女
房
に
よ
っ
て
墓
へ

送
ら
れ
、
一
人
で
郊
外
の
荒
れ
地
に
抛
た
れ
ち
ま
っ
て
ま
す
。
周
り
に
は
親
も
伴

侶
も
お
り
ゃ
せ
ず
、
狐
と
狼
、
烏
と
鵲
が
争
っ
て
（
屍
を
）
分
け
て
持
っ
て
行
き

ま
す
。
肉
体
は
壊
れ
て
身
を
寄
せ
る
所
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
閻
羅
王
の
所
で
陳

訴
す
る
に
語
気
は
悲
哀
を
帯
び
て
お
り
ま
し
た
。
無
罪
放
免
と
な
っ
た
と
て
亡
者

と
な
っ
て
は
や
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
以
上
の
報
い
を
受
け
る
な
ら
ば
更
に
ど
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
死
の
世
界
と
生
の
世
界
と
の
道
は
今
や
隔
た
り
、
黄

泉
の
門
を
押
し
て
み
て
も
再
び
開
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
残
さ
れ
た
人
々
が
）

墓
の
上
に
た
と
え
各
種
各
様
の
供
え
物
を
し
て
く
れ
て
も
、（
私
の
）
腹
中
の
飢

え
の
足
し
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
大
声
で
泣
き
叫
ん
で
く
れ
た
と
こ

ろ
で
結
局
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
、
い
た
ず
ら
に
面
倒
を
か
け
て
紙
で
金
や
財
物
を

作
っ
て
も
ら
っ
ち
ま
っ
て
。（
現
世
に
い
る
私
の
）
う
ち
の
息
子
・
娘
に
言
付
け

て
下
さ
い
、
善
行
を
積
ん
で
（
私
の
）
あ
の
世
で
の
災
難
を
救
う
よ
う
に
と
勧
め

て
下
さ
い
。」
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【
注
】

（
一
六
）但
且
：「
但
」は
こ
こ
で
は
懇
願
・
要
請
を
表
す
。「
舜
子
變
」（P.2721

）
、

「（
老
母
）
云
、
汝
莫
歸
家
、
但
取
你
親
阿
娘
墳
墓
去
。
必
合
見
阿
孃
現
身
（〔
老

婆
は
〕
言
っ
た
、
お
ま
え
さ
ん
家
に
帰
ら
ず
に
、
実
の
お
母
さ
ん
の
お
墓
へ
行
き

な
さ
れ
。
き
っ
と
お
母
さ
ん
の
現
し
身
に
会
え
る
は
ず
じ
ゃ
）」。「
且
」
は
し
ば

ら
く
、と
り
あ
え
ず
の
意
。
ち
な
み
に
杏
雨
羽019V

は
「
但
且
」
を
「
檀だ

ん

越お
つ

（
梵

語dānapati

の
音
写
。
施
主
の
意
）」
と
作
る
。

（
一
七
）こ
の
段
の
韻
文
が
奇
数
句
で
あ
る
た
め
に
、
項
楚
校
は
韻
文
の
前
に
脱
落

句
が
あ
る
は
ず
と
言
う
が
、
韻
文
の
唱
い
始
め
が
三
句
単
位
に
な
る
の
は
敦
煌
変

文
に
よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
当
時
通
行
し
て
い
た
説
唱
形
式
か
と
思

わ
れ
る
。

（
一
八
）賢
者
：
通
常
は
立
派
な
人
物
を
指
す
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
典
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
、
修
行
僧
が
用
い
る
互
い
へ
の
呼
び
か
け
の
語
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
か（
梵
語āyus

・um
at

に
相
当
）。
三
國
吳
・
支
謙
訳『
大だ
い

明み
ょ
う

度ど

經
』巻
一
、「
善

業
曰
、
善
哉
善
哉
、
賢
者
、
勸
助
爲
說
是
致
要
語
（
善
行
が
言
っ
た
、
善
き
哉
善

き
哉
、
友
よ
、
鼓
舞
す
る
説
法
を
な
す
こ
と
は
重
要
な
言
葉
で
す
）」。

（
一
九
）城
墎
：S.2614

（
原
）と
杏
雨
羽019V

の「
墎
」字
は
宋
・
丁
度
ら
撰『
集
韻
』

巻
一
〇
入
声
下「
釋
第
一
九
」に「
乙
諠
父
、說
文
、度
也
」と
あ
る
。「
度（
測
る
）」

の
意
は
こ
こ
で
は
文
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
が
、
梁
・
顧
野
王
撰
『
玉
篇
』
巻
二
「
乙

部
第
一
九
」
に
「
乙
、
古
獲
切
。
說
文
云
、
度
（
測
る
）
也
。
…
…
今
作
郭
」
と

あ
る
か
ら
、諠
も
郭
に
通
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。P.3485

（
乙
）の
「
槨
（
棺
の
外
箱
）」

は
誤
字
と
思
わ
れ
る
。

（
二
〇
）來
：
項
楚
校
は
、「
来
」
は
句
首
に
あ
る
べ
き
、
即
ち
「
來
遊
城
墎
外
」

と
す
る
の
が
正
し
く
、
こ
の
段
は
「
拜
」・「
會
」・「
外
」・「
恠
」
字
で
韻
を
踏
む

と
言
う
。
但
し
、
平
水
韻
で
は
「
拝
」・「
恠
」
が
去
声
十
掛
韻
、「
會
」・「
外
」

が
去
声
九
泰
韻
で
あ
る
か
ら
、厳
密
に
言
え
ば
韻
を
踏
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。

ち
な
み
に
「
来
」
は
上
平
声
十
灰
韻
で
あ
る
。

（
二
一
）只
手
：
ま
こ
と
に
。
音
通
に
よ
り
「
只
首
」・「
只
守
」・「
秖
守
」
と
も
表

記
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
妙
法
蓮
華
經
講
經
文
』（P.2305

）
に
「
若
是
世
間
七
寶
、

只
首
交
汝
難
求
、
可
能
捨
得
已
身
、
与
我
充
為
髙
座
（
も
し
も
世
間
の
七
宝
〔
金
・

銀
・
瑪
瑙
な
ど
七
つ
の
宝
物
〕
が
、
ま
こ
と
に
お
ま
え
に
探
し
求
め
さ
せ
難
け
れ

ば
、
己
の
身
を
捨
て
て
、
私
の
た
め
に
高
座
と
な
れ
る
か
）」
と
あ
る
。

（
二
二
）尚
（
尚
當ト

）：P.2319

（
甲
）は
「
尚
」
字
を
「
當
」
と
誤
り
、
右
横
に
誤
字

を
示
す
記
号
「
ト
」
を
記
し
た
上
で
、
右
上
に
小
字
で
「
尚
」
を
補
う
。

（
二
三
）名
字
交
錯
被
追
来
：
死
者
と
同
姓
同
名
の
た
め
に
誤
っ
て
冥
途
へ
連
れ

て
行
か
れ
る
と
い
う
説
話
は
、『
太
平
廣
記
』
の
よ
う
な
奇
聞
・
異
聞
集
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
の
一
種
で
あ
る
。
宋
・
李
昉
ら
編
『
太
平
廣
記
』
巻

九
〇
九
「
釋
證
一
、
惠
凝
」
の
「
元
魏
時
、
洛
中
崇
眞
寺
有
比
丘
惠
凝
、
死
七
日

還
活
。
云
、
閻
羅
王
檢
閲
、
以
錯
名
放
免
（
北
魏
の
時
、
都
洛
陽
の
崇
真
寺
に
恵

凝
と
い
う
僧
が
お
り
、
死
後
七
日
目
に
生
き
返
っ
た
。
言
う
こ
と
に
は
、
閻
羅
王

が
検
閲
し
た
と
こ
ろ
、
名
前
の
取
り
違
え
で
あ
っ
た
た
め
放
免
と
な
っ
た
の
だ

と
）」
な
ど
。
中
国
に
お
け
る
民
間
信
仰
で
あ
る
。

（
二
四
）勘
當
：
取
り
調
べ
る
こ
と
。
唐
の
劉
肅
の
『
大
唐
新
語
』（
中
華
書
局

一
九
八
四
年
）
巻
四
「
持
法
」
に
「
崔
宣
反
狀
分
明
、
汝
寛
縱
之
。
我
令
（
來
）

俊
臣
勘
當
。
汝
無
自
悔
（
崔
宣
が
反
逆
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
明
白
な
の
に
、
お

ま
え
は
許
し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
か
。
私
は
〔
來
〕
俊
臣
に
取
り
調
べ
さ
せ
よ
う
。
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後
悔
す
る
で
な
い
ぞ
）」
と
見
え
る
。

（
二
五
）却
：
却
っ
て
、
思
い
が
け
ず
の
意
で
訳
出
し
た
が
、
こ
こ
で
は
帰
る
と
い

う
動
詞
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
二
六
）挽
：S.2614
（
原
）の
こ
の
字
を
『
敦
煌
變
文
集
』
は
「

」
と
翻
字
し
（
校

記
で
は
何
故
か
「
尅
」
と
す
る
）、「
抛
」
の
俗
字
で
あ
る
と
言
う
が
、
根
拠
が
提

示
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、「
挽
」
字
の
右
に
誤
字
を
示
す
「
ト
」
記
号
が
付

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
挽
」
で
あ
れ
ば
、
引
っ
張
る
、
或
い
は
棺
を
引

い
て
行
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
文
脈
的
に
も
整
合
性
が
あ
る
。
後
の
校
勘

者
が
他
テ
キ
ス
ト
の「
抛
」字
を
見
て「
ト
」記
号
を
付
し
た
か
。ち
な
み
に
、P.3485

（
乙
）と
杏
雨
羽019V

も
「
抛
」
と
翻
字
し
た
も
の
の
、
テ
キ
ス
ト
の
字
が
模
糊

と
し
て
お
り
は
っ
き
り
見
え
な
い
。

（
二
七
）荒
祁
：S.2614

（
原
）の
「
祁
」
は
「
郊
」
と
字
形
が
似
て
い
る
た
め
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。P.3485

（
乙
）「
交
」
は
音
通
に
よ
る
当
て
字
。

（
二
八
）四
邊
：
周
り
。P.3485

（
乙
）と
杏
雨
羽019V

は
「
四
伴
」
と
作
る
。「
四

伴
」
を
「
四
辺
」
と
同
義
で
使
う
用
例
は
少
な
く
、
唐
以
前
に
は
、
こ
の
「
目
連

變
文
」（S.2614

〔
原
〕
等
）
に
も
う
一
例
、「
阿
孃
恐
被
侵
奪
、
舉
眼
連
看
四
伴
、

左
手
鄣
鉢
、
右
手
團
食
々
（
母
は
奪
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
眼
を
挙
げ
て
周
り
を

見
な
が
ら
、
左
手
で
鉢
を
さ
え
ぎ
り
、
右
手
で
団
子
に
し
て
食
べ
た
）」
と
あ
る

以
外
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
宋
元
期
に
は
、佚
名『
大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』（
古

本
小
説
集
成
所
収
宋
刊
本
）下「
到
陝
西
王
長
者
妻
殺
兒
処
弟
十
七
」に「
癡
那
曰
、

母
安
我
此
一
釜
、
変
化
蓮
花
座
、
四
伴
是
冷
水
池
、
此
中
坐
卧
甚
是
安
穩
（
癡
那

は
言
っ
た
、
母
上
は
私
を
こ
の
一
座
の
釜
に
お
据
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
蓮
華
座

に
変
わ
り
、
周
り
は
冷
水
の
池
、
こ
の
中
で
寝
起
き
す
る
の
は
た
い
へ
ん
平
穏
で

す
）」、
元
の
薩
都
剌
「
石
夫
人
詩
」（『
雁
門
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
二

年
〕
巻
一
四
）
に
「
危
危
獨
立
向
江
濱
、
四
伴
無
人
水
作
隣
（
高
き
地
に
一
人
立

ち
河
の
水
際
に
向
か
え
ば
、周
り
に
人
は
お
ら
ず
河
水
と
隣
人
〔
友
人
〕
に
な
る
）」

と
い
っ
た
用
例
が
見
え
る
。

（
二
九
）狐
狼
：P.3485

（
乙
）は
「
孤

」
と
作
る
。「
孤
」
は
「
狐
」
の
誤
か
。「

」
は
字
義
不
明
。
或
い
は
「
瑯
（
琅
、
即
ち
玉
石
）」
と
書
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
の
字
が
模
糊
と
し
て
お
り
判
読
困
難
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
文

意
が
通
ら
な
い
。「
狼
」
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
。

（
三
〇
）分
張
：
分
け
る
。「
張
」
は
「
施
（
の
ば
す
）」
と
同
義
、
つ
ま
り
空
間
的

に
広
げ
る
こ
と
を
い
う
（『
玉
篇
』
巻
一
七
「
弓
部
第
二
百
五
十
八
」
に
「
張
、

陟
良
切
。
施
弓
弦
也
」、『
廣
韻
』
巻
二
平
声
下
「
十
陽
」
に
「
張
、
陟
良
切
。
張

施
也
」
と
あ
る
）。
故
に
、
分
布
す
る
、
離
散
す
る
、
分
配
す
る
、
分
割
す
る
な

ど
多
義
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
獣
た
ち
が
屍
を
「
分
け
て
方
々
へ
持
ち
去

る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
梁
・
蕭
子
顯
撰
『
南
齊
書
』（
中
華
書
局
一
九
七
二
年
）

巻
三
二
列
傳
第
一
三
「
張
岱
傳
」、「
岱
初
作
遺
命
、
分
張
家
財
、
封
置
箱
中
、
家

業
張
減
、
隨
復
改
易
、
如
此
十
數
年
（〔
張
〕
岱
は
以
前
遺
言
し
て
、
家
財
を
分

割
し
、
箱
の
中
に
し
ま
い
、
家
産
が
増
減
す
る
と
、
臨
機
に
改
め
る
よ
う
言
い
つ

け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
十
数
年
が
過
ぎ
た
）」。

（
三
一
）宅
舍
：
本
来
は
家
宅
を
指
す
が
、
人
間
の
霊
魂
の
拠
り
所
と
し
て
の
身
体

の
喩
え
と
し
て
も
用
い
る
。
唐
・
張
鷟
撰
の
筆
記
小
説
『
朝
野
僉
載
』
巻
二
に
見

え
る
「
餘
杭
人
陸
彦
、
夏
月
死
、
十
餘
日
見
王
、
云
、
命
未
盡
、
放
歸
。
左
右
曰
、

宅
舍
亡
壞
不
堪
。
時
滄
州
人
李
談
新
來
、其
人
合
死
。
王
曰
、取
談
宅
舍
與
之
（
余

杭
の
人
陸
彦
は
、夏
に
死
に
、十
数
日
し
て
〔
閻
羅
〕
王
に
見
え
る
と
、王
は
言
っ
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た
、「
寿
命
は
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
。
放
免
し
ろ
。」
側
近
の
者
が
言
っ
た
、「
体

は
腐
敗
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。」
時
に
滄
州
人
の
李
談
が
新
た
に
や
っ
て
来
て
、

そ
の
人
は
死
ぬ
べ
き
者
で
あ
っ
た
。
王
は
言
っ
た
、「
談
の
体
を
こ
や
つ
に
与
え

よ
」）」
は
類
似
の
用
例
で
あ
る
。

（
三
二
）无
投
䖏
：
杏
雨
羽019V

は
「
无
投
寄
」
と
作
る
。「
投
寄
」
は
手
紙
な

ど
を
送
る
の
意
で
常
用
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
や
は
り
「
投
処
」
と
同
じ
く
身
を

投
じ
る
の
意
。
唐
僧
玄
奘
撰
述
・
弟
子
辨
機
編
の
旅
行
記
『
大
唐
西
域
記
』
巻

一
一
「
僧
伽
羅
國
」、「
於
是
至
父
本
國
、
國
非
家
族
、
宗
祀
已
滅
、
投
寄
邑
人
（
そ

こ
で
父
の
祖
国
へ
や
っ
て
来
た
が
、
国
は
一
族
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
一
族
の

祀
り
が
す
で
に
途
絶
え
て
い
た
の
で
、
村
人
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
た
）」。

（
三
三
）披
訴
：
訴
え
る
こ
と
。『
北
史
』（
中
華
書
局
一
九
七
四
年
）
巻
四
一
「
楊

播
傳
」、「
至
州
借
人
田
、
爲
御
史
王
基
所
劾
除
官
爵
、
卒
于
家
。
子
侃
等
停
柩
不

葬
、
披
訴
積
年
（
州
に
着
い
て
人
の
田
畑
を
借
り
て
、
御
史
の
王
基
に
弾
劾
さ
れ

て
官
職
爵
位
を
剥
奪
さ
れ
、
家
で
死
ん
だ
。
子
の
侃
た
ち
は
柩
を
留
め
た
ま
ま
葬

ら
ず
、
何
年
も
訴
え
続
け
た
）」。

（
三
四
）判
放
：
放
免
の
判
決
が
く
だ
る
の
意
。
唐
の
長
孫
無
忌
ら
撰『
唐
律
疏
議
』

（
臺
湾
商
務
印
書
館
一
九
八
〇
年
）
巻
三
「
名
例
三
」（
疏
）、「
官
司
出
入
者
、
謂

應
斷
還
俗
及
苦
使
、
官
司
判
放
、
或
不
應
還
俗
及
苦
使
、
官
司
枉
入
（「
官
司
出

入
」
と
は
、〔
被
告
の
道
士
を
〕
還
俗
・
苦
役
と
判
決
す
る
べ
き
な
の
に
、
役
所

が
放
免
す
る
こ
と
、
或
い
は
還
俗
・
苦
役
と
す
べ
き
で
は
な
い
の
に
、
役
所
が
真

実
に
反
し
て
有
罪
に
す
る
こ
と
を
言
う
）」。『
太
平
廣
記
』
巻
一
百
八
「
報
應
七
」

「
張
政
」、「
僧
與
對
坐
曰
、
張
政
是
某
本
宗
弟
子
、
被
妄
領
來
。
王
曰
、
待
畧
勘
問
。

僧
色
怒
、
王
判
放
去
（
僧
は
〔
張
政
と
〕
と
も
に
〔
閻
羅
王
に
〕
対
座
し
て
言
っ

た
、「
張
政
は
そ
れ
が
し
の
宗
派
の
信
者
で
、
妄
り
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。」

〔
閻
羅
〕
王
は
言
っ
た
、「
し
ば
し
取
り
調
べ
る
の
を
待
っ
て
お
れ
。」
僧
が
怒
り
、

王
は
放
免
と
し
た
）」。

（
三
五
）哉
：
感
嘆
詞
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
項
楚
校
は
音
通
の
「
災
」
字
と
み
な

す
べ
き
と
す
る
。

（
三
六
）今
而
：
項
楚
校
は
こ
れ
を
「
而
今
（
今
、
現
在
の
意
で
常
用
さ
れ
る
）」

と
解
釈
す
べ
き
と
す
る
徐
震
螂
校
の
読
み
を
是
と
す
る
。
よ
っ
て『
校
注
』は「
而

今
」
と
録
す
。
し
か
し
、
原
文
の
通
り
「
今
に
し
て
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
項
楚
校
は
こ
の
語
は
句
首
に
あ
る
べ
き
、
即
ち
「
而
今
死
生
路
已

隔
」
と
す
る
の
が
正
し
い
と
言
う
が
、必
ず
し
も
倒
置
が
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
三
七
）曽
：P.3485

（
乙
）の「
増
」は「
曽
」と
音
通
字（『
廣
韻
』巻
二
平
声「
十
七

登
」、
増
・
曽
と
も
に
作
勝
の
切
）。

（
三
八
）済
：
救
う
、
不
足
を
補
う
の
意
。P.3485

（
乙
）と
杏
雨
羽019V

は
「
祭

（
祀
る
、
供
え
る
）」
と
作
る
。「
済
」
と
「
祭
」
は
同
音
。
ど
ち
ら
で
も
文
意
が

通
る
。

（
三
九
）
咷
：
大
声
を
あ
げ
て
泣
く
こ
と
。「
翁
」
は
「
號
」・「
号
」
の
異
体
字
。

P.3485

（
乙
）の
「
跳
（
飛
び
跳
ね
る
）」
は
ま
だ
意
味
が
通
る
が
、
杏
雨
羽019V

の
「
挑
」
は
意
味
が
通
ら
ず
、
音
通
に
よ
る
誤
字
と
見
ら
れ
る
。

（
四
〇
）徒
煩
攪
紙
作
銭
財
：「
煩
」「
攪
」
は
と
も
に
煩
わ
す
の
意
。
紙
銭
（
紙
を

銭
の
形
に
切
っ
た
も
の
）
を
作
っ
て
死
者
の
た
め
に
祀
る
習
慣
が
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
死
者
の
魂
は
救
わ
れ
な
い
と
言
う
。
杏
雨
羽019V

は
「
攪
紙
」
を
「
箭
紙
」

と
作
る
。
矢
の
形
を
し
た
紙
銭
が
存
在
し
た
か
は
不
明
。
或
い
は
「
剪
」
と
字
形

が
似
て
お
り
発
音
も
近
い
こ
と
か
ら
（
箭
は
去
声
、剪
は
上
声
だ
が
）、「
紙
を
切
っ

六
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



て
お
金
を
作
る
」
の
意
の
つ
も
り
で
誤
写
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
杏
雨
羽

019V
は
「
銭
財
」
を
「
錢
才
」
と
作
る
が
、「
才
」
は
音
通
に
よ
る
当
て
字
。

（
四
一
）脩し
ゅ

福ふ
く

：
幸
福
や
利
益
な
ど
を
も
た
ら
す
善
行
を
積
む
こ
と
。
ま
た
、
死
後

の
冥
福
を
祈
っ
て
法
要
を
営
む
こ
と
。

（
井
口
）

6《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
連
×
×

×
×
×
×

良
久
而
言
×
「
識
一
青
提
夫
人
已
否
。」

P.2319

（
甲
）：
目
連
×
×

×
×
×
×

良
久
而
言
曰
「
識
一
青
提
夫
人
已
否
。」

P.3485

（
乙
）：
×
×
×
×

×
×
×
×

良
久
而
言
×
「
識
一
青
提
夫
人
已
否
。」

杏
雨
羽019V

：
目
連
聞
語
、
慘
然
无
色
、
良
久
而
言
×
「
識
一
青
提
夫
人
已
否
。」

諸
人
荅
言
盡
皆
不
識
。
目
連
又
問
、「
閻
羅
大
王（
一
）住

在
何
䖏
。
即
是
閻
羅
大
王
門（

二
）。」

諸
人
荅
言
盡
皆
不
識
。
目
連
又
問
、「
閻□

羅
大
王
住
在
何
䖏
。
×
×
×
×
×
×
×
」

諸
人
荅
言
盡
皆
不
識
。
目
連
又
問
、「
閻
羅
大
王
住
在
何
䖏
。
×
×
×
×
×
×
×
」

諸
人
荅
言
盡
皆
不
識
。
目
連
又
問
、「
閻
羅
×
王
住
在
何
䖏
。
×
×
×
×
×
×
×
」

諸
人
荅
言
「
和
尚
、
向
北
更
行
數
步
、
遥
見
三
重
門
樓
、
有
千
万
箇
壯
士
皆
持

諸
人
荅
言
「
和
尚
、
向
北
更
行
數
步
、
遥
見
三
重
門
樓
、
有
千
万
箇
壯
士
皆
持

諸
人
荅
言
「
和
尚
、
向
北
更
行
數
步
、
遥
見
三
重
門
樓
、
有
千
万
箇
壯
士
皆
持

諸
人
荅
言
「
和
尚
、
向
北
更
行
數
步
、
遥
見
三
重
門
樓
、
有
千
万
箇
壯
士
皆
持

刀
棒
、
即
是
閻
羅
大
王
門
。」
目
連
聞
語
、
向
北
更
行
數
步
×
×
、
即
見
三
重

刀
棒
、
即
是
閻
羅
大
王
門
。」
目
連
聞
語
、
向
北
更
行
數
步
×
×
、
即
見
三
重

刀
棒
、
即
是
閻
羅
大
王
門
。」
目
連
問
語
、
向
北
更
行
數
步
×
×
、
即
見
三
重

刀
棒
、
即
是
閻
羅
大
王
門
。」
目
連
聞
語
、
向
北
即
行
數
步
之
間
、
即
見
三
重
■（
三
）、

門
樓
、
有
×
×
×
壯
士
駈
無
量
罪
人
入
来
。
目
連
×
×　

向
前
尋
×
聞
阿
娘
不
見
、

門
樓
、
有
×
×
×
壯
士
駈
無
量
罪
人
入
来
。
目
連
×
×　

向
前
尋
覔卜

問
阿
孃
不
見
、

門
樓
、
有
×
×
×
壯
士
駈
無
量
罪
人
入
來
。
目
連
×
×　

向
前
尋
×
問
阿
孃
不
見
、

門
樓
、
有
千
万
箇
壯
士
驅
无
量
罪
人
入
□
。
目
連
聞
語
、
向
前
尋
覓
×
阿
嬢
不
見
、

路
傍　
　

大
哭
、
〻
了
前
行
、
×
披マ

マ

所
由（

四
）将

見
於
王
。
門
官
引
入
見
大
王
、
×
問
目
連

路
傍
大
哭
、
〻
了
前
行
、
×
被
所
由
将
見
於
王
。
門
官
引
入
見
大
王
、
×
問
目
連

路
傍
大
哭
、
〻
了
前
行
、
×
被
所
由
将
見
於
王
。
門
官
引
入
見
大
王
、
〻
問
目
連

路
傍
大
哭
、
〻
了
前
行
、
乃
被
所
由
将
見
於
王
。
門
官
引
入
見
大
王
、
〻
聞
目
連

事
×
之

䖏
。
×
×

事
由
之
䖏
。
×
×

事
×
之
䖏
。
×
×

行
由
之
䖏
。
若
為（
五
）

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
し
ば
ら
く
し
て
申
し
ま
す
。「
青
提
夫
人
と
い
う
人
を
知
り
ま
せ
ん
か
。」

人
々
は
皆
知
ら
な
い
と
答
え
ま
し
た
。
目
連
は
ま
た
た
ず
ね
て
、「
閻
羅
大
王
は

六
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
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十
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ど
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
。」
人
々
は
答
え
て
、「
和
尚
様
、
北
へ
更
に
数
歩
行
く

と
、
は
る
か
に
三
重
の
門
楼
が
あ
り
、
何
千
何
万
の
壮
士
が
皆
刀
や
棒
を
持
っ
て

い
る
の
が
見
え
ま
す
。
そ
れ
が
閻
羅
大
王
の
門
で
す
。」
目
連
は
こ
れ
を
聞
い
て
、

北
へ
更
に
数
歩
行
き
ま
す
と
、
た
ち
ま
ち
三
重
の
門
楼
に
、
壮
士
ら
が
数
知
れ
ぬ

罪
人
ど
も
を
追
い
込
ん
で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
目
連
は
進
み
出
て
母
上
の
こ

と
を
た
ず
ね
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
路
傍
で
大
い
に
泣
き
、
泣
い
て
は
進
み
ま

し
て
、
役
人
に
大
王
と
の
謁
見
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
門
番
が
連
れ
て
入
り
ま
し
て

大
王
に
お
目
通
り
、
目
連
に
わ
け
を
た
ず
ね
る
場
面
で
す
。

【
注
】

（
一
）閻
羅
大
王
：
閻
羅
王
、
閻
魔
王
と
も
。
閻
魔
は
梵
語Y

am
a

の
音
写
。
漢

訳
で
「
雙
王
」
と
も
い
う
。
古
く
は
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
登
場
す
る
イ
ン
ド

古
来
の
神
で
冥
界
の
王
。
死
後
の
世
界
を
支
配
し
亡
者
を
裁
く
者
と
し
て
、『
長

阿
含
經
』
に
よ
れ
ば
十
八
の
将
官
と
八
万
の
獄
卒
を
従
え
る
と
い
う
。
中
国
や
日

本
で
は
裁
判
官
で
あ
る
十
王
の
一
人
と
し
て
、
中
国
の
風
俗
や
道
教
の
影
響
を
受

け
て
い
る
（『
広
説
』）。

（
二
）即
是
閻
羅
大
王
門
：
こ
の
一
句
はS.2614

（
原
）に
の
み
あ
る
。
文
脈
か
ら

い
っ
て
も
明
ら
か
に
お
か
し
く
、
次
の
諸
人
の
台
詞
に
あ
る
句
を
誤
っ
て
書
き
写

し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）三
重
門
樓
：
杏
雨
羽019V

で
は
、「
三
重
」
と
「
門
樓
」
の
間
に
誤
字
を

塗
り
つ
ぶ
し
て
修
正
し
た
よ
う
に
見
え
る
箇
所
が
あ
る
。

（
四
）所
由
：
担
当
の
役
人
を
意
味
す
る
語
で
、所
由
官
な
ど
を
短
縮
し
た
言
い
方
。

『
舊
唐
書
』（
中
華
書
局
一
九
七
五
年
）
巻
二
一
「
禮
儀
志
一
」
に
「
大
祀
、
所
司

毎
年
預
定
日
奏
下
。
小
祀
、
但
移
牒
所
由
（
大
祀
は
、
所
管
の
役
所
が
毎
年
あ
ら

か
じ
め
日
を
定
め
て
奏
上
し
下
命
さ
れ
る
。
小
祀
は
、
た
だ
文
書
を
担
当
官
に
送

る
の
み
で
あ
る
）」
と
い
う
。

（
五
）若
為
：
こ
の
箇
所
で
は
、
杏
雨
羽019V

に
の
み
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
は
韻

文
を
導
く
定
型
表
現
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
3
注
（
七
）「
若
為
」
参
照
。「
目

連
變
文
」
に
関
し
て
は
、
杏
雨
羽019V

に
は
他
に
も
二
箇
所
「
…
…
之
處
、
若

為
」
の
形
を
取
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
他
本
で
はP.4988

（
丁
）に
一

箇
所
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
杏
雨
羽019V

で
は
、
こ
の
散
文
部
分
の
最

初
に
も
、「
目
連
聞
語
、
慘
然
无
色
（
目
連
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
惨
然
と
し

て
色
を
失
い
）」
と
、
他
本
に
な
い
つ
な
ぎ
の
句
が
入
っ
て
い
る
。
表
現
の
整
理
・

補
充
や
、
芸
能
の
口
調
を
写
し
取
っ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
が
後
期
の
テ
キ
ス
ト

ほ
ど
整
備
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
明
代
白
話
文
学
に
広
く
見
ら
れ
る
。
杏
雨

羽019V

も
そ
れ
と
同
様
に
、
読
み
も
の
と
し
て
文
面
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
図

を
持
っ
て
、
語
句
を
補
い
つ
つ
抄
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
大
王
既
見
目
連
入
、
合
掌
逡
巡
而
欲
立
。「
和
尚　

又
沒
事

P.2319

（
甲
）：
大
王
既
見
目
連
入
、
合
掌
逡
巡
而
欲
立
。「
和
尚
■
又
沒
事

P.3485
（
乙
）：
大
王
既
見
目
連
入
、
合
掌
逡
巡
而
欲
立
。「
和
尚　

有
沒
事

杏
雨
羽019V
：
大
王
既
見
目
連
入
、
合
掌
逡
巡
而
欲
立
。「
和
尚　

有
沒
事

由
來（
六
）。」

連
忙
案
後
相
祗□
邑（
七
）。「

愧
闍
梨
至
此
間（
八
）、

弟
子
䖏
在
㝠
塗（
九
）間

、
拷

六
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



由
来
。」
連
忙
業
後
相
祗
挹
、
云
〻
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×

由
来
。」
連
忙
案
上
相
祗
邑
。「

愧
闍
梨
至
此
間
、
弟
子
䖏
在
㝠
塗
間
、
栲

由
來
。」
連
忙
案
後
相
祗□
邑
。「
漸
愧
闍
梨
至
此
間
、
弟
子
䖏
在
㝠
路
間
、
考マ

マ

定
罪
人
×
生
死
。
雖
然
不
識
和
尚
、
早
箇
知
其
名
字
。
為
當
仏
使
至
此
間
、

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×　
　

×
×
×
×
×
×
×

定
罪
人
×
生
死
。
雖
然
不
識
和
尚
、
早
箇
知
其
名
字
。
為
當
仏
使
至
此
間
、

定
罪
人
於
生
死
。
雖
然
不
識
和
尚
、
早
箇
知
其
名
字
。
為
當
仏
使
至
此
間
、

別
有
家
私
事
意
。
太
山
定
罪
卆
難
（
一
〇
）■移

、
惣
是
天
曹
地
筆
批

（
一
一
）。

罪
人
業
報
随
縁

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

別
有
家
私
事
意
。
太
山
定
罪
卆
難
移
、
惣
是
×
槽マ
マ

地
筆
批
。
罪
人
業
報
隨
縁

別
有
家
私
事
意
。
太
山
定
罪
卆
難
餘
、
惣
是
天
曺
杷マ
マ

筆□
批
。
罪
人
業
報
随
縁

起
、
造（
一
二
）此
何
人
救
得
伊
。
腥
血
凝
脂
長
夜
臰
、
悪
染
闍
梨
淨
清
衣
。
㝠
塗
不

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

起
、
造
此
何
人
久
得
伊
。
腥
血
凝
脂
長
夜
臰
、
悪
染
闍
梨
清
浄
衣
。
㝠
塗
可

處
、
造
此
誰
能
救
徳
伊
。
腥
血
凝
脂
長
臰
穢
、
悪
着
闍
梨
清
浄
衣
。
㝠
除マ
マ

不

可
多
時
住
、
伏
願
闍
梨
早
去

。」

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

不乙多
時
住
、
伏
願
闍
梨
早
去

。」

可
多
時
住
、
伏
願
闍
梨
早
却

。」

【
現
代
語
訳
】

　

大
王
は
目
連
が
入
っ
て
き
た
の
に
会
い
、
合
掌
し
か
し
こ
ま
っ
て
立
ち
上
が
ろ

う
と
す
る
。「
和
尚
様
ど
ん
な
わ
け
で
来
ら
れ
た
か
。」
急
ぎ
机
の
向
こ
う
で
拝
礼

す
る
。「
阿
闍
梨
が
こ
こ
へ
お
い
で
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
わ
た
く
し
め
は
冥

界
に
お
り
、
罪
人
の
輪
廻
を
責
め
定
め
て
お
り
ま
す
。
和
尚
様
と
面
識
は
な
く
と

も
、
と
う
か
ら
お
名
は
存
じ
て
お
り
ま
し
た
。
御
仏
の
使
者
と
し
て
こ
こ
へ
来
ら

れ
た
か
、
他
に
私
的
な
ご
用
事
が
お
あ
り
か
。
泰
山
府
君
が
罪
を
定
め
れ
ば
も
は

や
動
か
す
こ
と
は
な
り
ま
せ
ん
、
全
て
天
地
の
官
府
が
決
裁
す
る
こ
と
。
罪
人
の

因
果
応
報
は
因
縁
に
よ
っ
て
起
こ
る
な
れ
ば
、
軽
々
に
誰
が
救
え
る
も
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
や
。
な
ま
ぐ
さ
い
血
と
凝
固
し
た
脂
が
闇
夜
に
臭
気
を
放
ち
、
阿
闍
梨

の
清
浄
な
衣
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
冥
界
に
は
長
居
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
ど
う
ぞ
阿
闍
梨
に
は
早
く
お
帰
り
下
さ
る
よ
う
。」

【
注
】

（
六
）和
尚
又
沒
事
由
來
：P.2319

（
甲
）で
は
「
和
尚
」
の
後
に
何
ら
か
の
字
が
あ

る
が
、「
沒
」字
を
誤
っ
て
書
い
た
後
に
修
正
し
た
よ
う
で
あ
る
。そ
の
次
をS.2614

（
原
）とP.2319

（
甲
）は
「
又
」
に
作
る
が
、P.3485

（
乙
）と
杏
雨
羽019V

に
あ

る
よ
う
に
「
有
」
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
没
」
は
疑
問
代
詞
の
用
法
。
た
と

え
ば
「
降
魔
變
文
」
に
「
佛
是
誰
家
種
族
。
先
代
有
没
家
門
。
學
道
諮
稟
何
人
。

在
身
有
何
道
德
。（
仏
と
は
ど
の
一
族
の
者
か
。
先
祖
は
ど
の
よ
う
な
家
柄
か
。

道
を
学
ぶ
の
に
誰
に
教
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
身
に
ど
の
よ
う
な
道
徳
が
あ
る
の

か
）」（『
校
注
』）
と
い
う
。

（
七
）邑
：P.2319
（
甲
）以
外
は
全
て
「
邑
」
と
す
る
が
、P.2319

（
甲
）の
と
お
り

六
八
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「
挹
」
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
挹
」
は
「
揖
」
の
通
用
字
。

（
八
）
愧
闍
梨
至
此
間
：P.2319

（
甲
）は
こ
の
句
か
ら
、
こ
の
韻
文
の
終
わ
り
ま

で
を
「
云
〻
」
に
よ
り
置
き
か
え
る
。S.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）は
一
字
目
を

「

」
に
作
り
、杏
雨
羽019V

は
「
漸
」
に
作
る
が
、い
ず
れ
も
「
慚
」
の
誤
り
。

「
慚
愧
」
に
は
「
は
じ
る
」
の
意
味
の
他
に
、「
…
…
と
は
あ
り
が
た
い
」
の
意
味

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
句
の
下
に
押
韻
す
る
句
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
三
本
と
も

に
一
句
脱
落
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
九
）㝠
塗
：「
冥
途
」
に
同
じ
。
日
本
で
は
頻
用
さ
れ
る
こ
の
語
は
、
張
鷟
『
朝

野
僉
載
』
巻
三
に
孟
知
儉
と
い
う
人
物
が
死
ん
で
、「
逢
故
人
爲
吏
、
謂
曰
、
因

何
得
來
、具
報
之
、乃
知
是
㝠
途
吏
（
知
り
合
い
が
吏
に
な
っ
て
い
る
の
に
出
会
っ

て
、「
ど
う
し
て
来
ら
れ
た
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
く
わ
し
く
知
ら
せ
る
と
、

冥
途
の
吏
だ
と
わ
か
っ
た
）」
と
い
う
例
が
あ
る
。

（
一
〇
）太
山
定
罪
卆
難
移
：
太
山
は
泰
山
。
泰
山
府
君
を
さ
す
。
泰
山
府
君
は
東

嶽
大
帝
と
も
い
い
、
中
国
古
来
の
神
話
に
由
来
す
る
、
地
下
世
界
に
住
む
冥
界
の

王
。
仏
教
の
流
入
に
と
も
な
い
、
泰
山
信
仰
と
仏
教
の
地
獄
説
が
融
合
し
て
い
っ

た
。
閻
羅
王
と
泰
山
府
君
の
関
係
に
つ
い
て
は
揺
れ
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
両
者
が

ど
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
の
か
曖
昧
で
あ
る
。「
卆
」
は
「
卒
」
の
異
体
字
。

S.2614

（
原
）で
は
七
字
目
を
塗
り
つ
ぶ
し
、
右
行
間
に
「
移
」
を
書
い
て
修
正
し

て
い
る
。

（
一
一
）惣
是
天
曹
地
筆
批
：「
天
曹
地
筆
」
は
、『
校
注
』
に
も
い
う
よ
う
に
「
天

曹
地
府
」
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
瑜
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焔
口
軌
儀
經
』

に
「
閻
羅
諸
司
天
曹
地
府
」
と
い
い
、『
轉
經
行
道
願
往
生
淨
土
法
事
讃
』
巻
上

に
「
天
曹
地
府
閻
天
子
、
五
衜
太
山
三
十
六
王
、
地
獄
典
領
天
神
地
神
」
と
あ
る

よ
う
に
、
仏
教
の
閻
魔
信
仰
、
泰
山
信
仰
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
冥
界
の
役
所
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
『
太
平
廣
記
』
巻
一
四
九
「
定
數
四
」「
柳
及
」
で
は
「
天
曹

記
人
善
惡
、
毎
月
一
送
地
府
（
天
曹
で
は
人
の
善
悪
を
記
録
し
、
毎
月
一
度
地
府

に
送
付
し
て
い
る
）」
と
い
い
、
天
上
の
役
所
と
地
底
の
役
所
が
連
係
し
て
人
の

行
為
の
善
悪
を
判
断
し
生
ま
れ
変
わ
り
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
二
）造
此
：「
造
次
」
に
同
じ
。
軽
々
し
い
こ
と
、ま
た
咄
嗟
に
。
後
文
に
「
造

次
无
由
作
方
便
（
咄
嗟
に
何
と
か
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
）」
と
、「
造
次
」
と

い
う
表
記
も
見
え
る
。
蒋
禮
鴻
は
「
取
次
」「
取
此
」「
千
次
」「
遷
次
」
を
す
べ

て
同
一
の
語
と
す
る
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
目
連
啓
言
「
不
得
説
、
大
王
照
知
否
。
頻
道
生
年
有
父
母
、

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×　

×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
目
連
啓
言
「
不
得
説
、
大
王
照□
知
否
。
貧
道
生
年

有
父
母
、

杏
雨
羽019V

：
目
連
啓
言
「
不
得
説
、
大
王
×
知
×
。
貧
道
生
年
有
父
母
、

日
夜
持□

常乙
㪰
短
午
（
一
三
）。
據
其
行
事
在
人
間
、
亡
過
合
生
於
浄
土
。
天
堂
獨
有
阿

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

日
夜
長
齋
常
短□
午
。
據
其
行
事
在
人
間
、
亡
過
合
生
於
浄
土
。
天
堂
獨
有
阿

日
夜
持
齋
常
断
午
。
據
其
行
事
在
人
間
、
亡
過
合
生
於
浄
土
。
天
堂
獨
有
阿

耶
居
、
慈
母
諸
天
覔
惣
无
。
計
亦
不
應
過
地
獄
、
只
恐
黄
天
（
一
四
）横

被
誅
。
追
放

六
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×

耶
居
、
慈
母
滿
天
覔
惣
無
。
計
亦
不
應
過
地
獄
、
只
恐
黄
天
横
被
誅
。
追
放

耶
居
、
慈
母
諸
天
覓
惣
无
。
計
亦
不
應
過
地
獄
、
只
為
黄
天
横
被
誅
。
追
方

縱
由
天
地（
一
五
）邊、悲
嗟
悔
恨
乃
長
噓
。
業
報
若
来
過
此
界
、大
王
繒

得
知（
一
六
）否
。」

×
×
×
×
× 

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×  

×
×
×
×
×
×
×

縱
由
天
地
邊
、悲
嗟
悔
恨
乃
長
噓
。
業
報
若
来
過
此
界
、大
王
繒
亦
得
知
否
。」

縱
由
天
地
邊
、悲
嗟
悔
恨
乃
長
呼
。
業
報
若
来
過
此
界
、大
王
繒
亦
得
知
否
。」

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
申
し
上
げ
て
「
申
し
に
く
い
こ
と
な
が
ら
、
大
王
に
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
愚
僧
に
は
現
世
で
父
母
が
あ
り
、
日
夜
斎
戒
し
常
に
断
午
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
現
世
で
の
そ
の
お
こ
な
い
に
よ
り
、
死
後
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
は
ず
で
し

た
。
天
界
に
は
た
だ
父
上
し
か
お
ら
れ
ず
、
母
上
は
諸
天
を
捜
し
て
も
ど
こ
に
も

い
ま
せ
ん
。
思
う
に
ま
た
地
獄
に
行
か
れ
た
は
ず
も
な
し
、
た
だ
天
か
ら
思
い
の

外
の
冤
罪
を
受
け
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
あ
と
を
追
っ
て
天
地
を
あ
ま
ね

く
た
ず
ね
ま
わ
り
、
悲
し
み
悔
や
ん
で
長
嘆
息
い
た
し
ま
す
。
因
果
応
報
で
も
し

や
こ
こ
へ
来
て
お
ら
れ
た
ら
、
大
王
に
は
ご
存
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

【
注
】

（
一
三
）日
夜
持論
常乙
㪰
短
午
：「
㪰
」は「
齋
」の
異
体
字
。S.2614

（
原
）とP.3485

（
乙
）

は
「
短
午
」、
杏
雨
羽019V

は
「
断
午
」
と
表
記
す
る
が
、『
校
注
』
の
い
う
よ

う
に
「
斷
午
」、
す
な
わ
ち
仏
道
修
行
に
お
い
て
正
午
を
過
ぎ
て
か
ら
は
食
事
を

し
な
い
と
い
う
き
ま
り
を
い
う
。『
菩
薩
受
齋
經
』
や
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
一
な

ど
に
「
菩
薩
齋
日
有
十
戒
。
…
…
第
四
菩
薩
齋
日
、
過
中
以
（『
法
苑
珠
林
』
で

は
「
已
」）
後
不
得
復
食
（
菩
薩
の
斎
日
に
十
の
戒
め
が
あ
る
。
…
…
第
四
に
菩

薩
の
斎
日
に
は
、
正
午
を
過
ぎ
て
以
後
は
食
事
を
と
ら
な
い
）」
と
あ
る
。

（
一
四
）黄
天
：
項
楚
校
に
い
う
よ
う
に
「
皇
天
」
の
音
通
。

（
一
五
）追
放
縱
由
天
地
邊
：
項
楚
校
が
「
追
放
（
杏
雨
羽019V

で
は
「
追
方
」）」

は
「
追
訪
」、「
縱
由
」
は
「
蹤
由
」、「
邊
」
は
「
遍
」
と
と
る
べ
き
と
い
う
の
に

従
う
。
ま
た
「
縱
由
」
は
「
た
と
え
～
で
あ
ろ
う
と
」、「
天
地
邊
」
は
「
天
地
の

果
て
」
と
解
釈
し
て
、「
た
と
え
天
地
の
果
て
ま
で
訪
ね
よ
う
と
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
一
六
）大
王
繒

得
知
否
：「
繒
」
は
『
校
注
』
に
い
う
と
お
り
「
曾
」
と
と
る
。

「

」
は
「
亦
」
の
異
体
字
。

（
大
賀
）

7《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
連
言
訖（

一
）、

大
王
■卜

■卜

喚
×

×
×
×
×
上
殿
×
、
×
×
×

P.2319

（
甲
）：
目
連
言
訖
、
大
王
×
便
喚
×

×
×
×
×
上
殿
×
、
×
×
×

P.3485

（
乙
）：
目
連
言
訖
、
大
王
×
便
喚
×

×
×
×
×
上
殿
×
、
×
×
×

杏
雨
羽019V

：
×
×
×
×

大
王
×
×
喚
言
「
和
尚
近
前
上
殿
来
。」
目
連
聞

×　

×
×
×
×　

×
乃
見
地
藏
菩
薩
、
便
即
礼
拜
。「
汝
覔
阿
孃（
二
）來
。」
目
連
啓

×　

×
×
×
×　

×
乃
見
地
藏
菩
薩
、
便
即
礼
拜
。「
汝
覔
阿
孃
来
。」
目
連
啓

七
〇
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×　

×
×
×
×　

及
乃
見
地
蔵
菩
薩
、
便
即
礼
拜
。「
汝
覔
阿
娘
来
。」
目
連
啓

語
、
便
即
上
殿
、
×
乃
見
地
藏
菩
薩
、
便
即
礼
拜
。「
汝
覔
阿
誰
来
。」
目
連
啓

言
「
×
×
是
覔
阿
孃
来
。」
×
×
×
×
×
×　
「
汝
母
生
存
在
日
、
廣
造
諸
罪
、

言
「
×
×
是
覓
阿
孃
来
。」
×
×
×
×
×
×　
「
汝
母
生
存
在
日
、
廣
造
諸
罪
、

言
「
×
×
見
覔
可
娘
来
。」
×
×
×
×
×
×　
「
汝
母
生
存
在
日
、
廣
造
■
罪
、

言
「
貧
道
×
覔
阿
孃
来
。」
地
蔵
菩
薩
造
言（
三
）、「

汝
母
生
存
在
日
、
廣
造
諸
罪
、

無
量
無
邊（
四
）、

×
×
×
×　

當
墮
地
獄
。
汝
且
向
前
、
吾
當
即
至
。」
大
王
便
喚
業

无
量
无
邊
、
×
×
×
×　

當
墮
地
獄
。
汝
且
向
前
、
吾
當
即
至
。」
大
王
便
喚
業

無
量
無
邊
、
×
×
×
×　

■
堕
地
獄
。
汝
×
向
前
、
五マ
マ

當
即
至
。」
大
王
便
喚
業

×
×
×
×　

命
終
之
後
、
當
×
地
獄
。
汝
且
向
前
、
吾
當
即
至
。」
大
王
即
喚
業

官（
五
）・
伺
命（
六
）・
司
録（
七
）、
應
時
即
至
。「
×
和
尚
阿
孃
、
名
青
提
夫
人
、
亡
後
多
少
時
。」

官
・
伺
命
・
司
録
、
應
時
即
至
。「
×
和
尚
阿
孃
、
名
青
提
夫
人
、
亡
没
多
小マ
マ

時
。」

官
・
伺
令
・
伺
録
、
應
時
即
至
。「
是（
八
）和

尚
阿
娘
、
名
清マ

マ

提
夫
人
、
亡
後
多
少
時
。」

官
・
伺
命
・
伺
録
、
應
時
即
至
。「
×
和
尚
阿
孃
、
名
青
提
夫
人
、
亡
来
多
少
時
。」

業
官
啓
言
大
王
×
、「
青
提
夫
人
×
×
已
經
三
載
、
配
罪
案
惣
在
天
曹
録

司乙（
一
〇
）

事
、

業
官

啓
言
大
王
×
、「
青
提
夫
人
已
来
已
經
三
載
、
配
罪
案
惣
在
天
曹
録
事
司
、

業□
官
啓
言
大
王
×
、「
青
提
夫
人
亡
来
已
經
三
載
、
配
罪
案
惣
在
天
曺
録
事
司
、

業
官
啓
×
大
王
言（
九
）、「

青
提
夫
人
亡
来
已
経
三
載
、
配
罪
案
惣
在
天
曹
録
事
伺マ
マ

、

太
山
都（

一
一
）尉

一（
一
二
）本

。」
×
王
喚
善
悪
二
童（

一
三
）子

向
太
山
檢
青
提
夫
人
在
何
地
獄
。
大
王

太
山
都
尉
一
本
。」
×
王
喚
善
悪
二
童
子
向
太
山
檢
青
提
夫
人
在
何
地
獄
。
大
王

太
山
都
尉
一
本
。」
×
王
喚
善
悪
二
童
子
向
太
山
檢
青
提
夫
人
在
何
地
獄
。
大
王

太
山
都
尉
一
×
。」
大
王
喚
善
悪
二
童
子
向
太
山
檢
青
提
夫
人
在
何
地
獄
。
大
王

啓
言
和
×
尚
、「
共
童
子
相
随
、
問
五
道
將（
一
四
）軍

、
應
知
去
䖏
。」
目
連
聞
語
、
便

啓
言
和
×
尚
、「
共
童
子
相
随
、
問
五
道
將
軍
、
應
知
去
䖏
。」
目
連
聞
語
、
便

啓
言
和
向
尚
、「
共□
童
子
相
随
、
問
五
道
将
軍
、
應
知
去
䖏
。」
目
連
聞
語
、
便

報
言
和
×
尚
、「
共
童
子
相
随
、
問
五
道
將
軍
、
應
知
去
䖏
。」
目
連
聞
語
、
×

辝
大
王
即
出
。
行
經
數
步
、
即
至
柰（
一
五
）河
之
上
。
見
無
數
罪
人
、
脱
衣
掛
在
樹
上
、

辤
大
王
即
出
。
行
經
數
步
、
即
至
柰
河
之
上
。
見
無
數
罪
人
、
脱
衣
掛
在
樹
上
、

辝
大
王
即
出
。
行
經
數
步
、
即
至
柰
河
之
上
。
見
無
數
罪
人
、
脱
衣
×
在
樹
上
、

辝
×
王
即
去
。
行
經
數
步
、
即
至
柰
河
之
上
。
見
无
數
罪
人
、
脱
衣
掛
在
樹
上
、

大
哭
數
聲
、
欲
過
不
過
、
迴
〻
惶
〻
、
五
〻
三
〻
、
抱
頭
啼
哭
。
目
連
問
其
事
由

大
哭
數
聲
、
欲
過
不　
過

、
迴
〻
惶
〻
、
五
〻
三
〻
、
抱
頭
啼
哭
。
目
連
問
其
事
由

大
哭
數
聲
、
欲
過
不
過
、
迴
〻
惶
〻
、
五
〻
三
〻
、
抱
頭
啼
哭
。
目
連
問
其
事
由

大
哭
數
聲
、
欲
過
不
過
、
迴
〻
惶
〻
、
五
〻
三
〻
、
抱
頭
啼
哭
。
目
連
問
其
事
由

之
䖏
。
×
×

之
䖏
。
×
×

之
䖏
。
×
×

七
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



之
䖏
。
若
爲

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
が
言
い
終
わ
り
ま
す
と
、
大
王
は
す
ぐ
に
殿
上
に
呼
び
上
げ
ま
し
た
。
そ

こ
で
地
蔵
菩
薩
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

「
お
ま
え
は
母
を
探
し
に
来
た
の
か
。」
目
連
が
申
し
ま
す
。「
母
を
探
し
に
参
り

ま
し
た
。」「
お
ま
え
の
母
は
生
前
あ
ま
た
の
罪
を
犯
す
こ
と
限
り
な
か
り
し
ゆ
え

に
、
地
獄
に
堕
ち
た
は
ず
じ
ゃ
。
と
り
あ
え
ず
先
に
行
っ
て
お
れ
。
わ
し
も
す
ぐ

に
ま
い
る
。」
大
王
が
早
速
業
官
・
司
命
・
司
録
を
呼
び
ま
す
と
、
た
だ
ち
に
ま

い
り
ま
し
た
。「
こ
の
和
尚
様
の
母
上
の
名
は
青
提
夫
人
と
い
う
。
亡
く
な
っ
て

ど
れ
ほ
ど
に
な
る
。」
業
官
が
大
王
に
申
し
上
げ
ま
す
。「
青
提
夫
人
は
亡
く
な
っ

て
か
ら
す
で
に
三
年
に
な
り
ま
す
。
配
流
に
関
わ
る
内
容
は
す
べ
て
天
曹
録
事
司

泰
山
都
尉
の
文
書
に
あ
り
ま
す
。」
王
は
善
悪
二
童
子
を
呼
ん
で
、
泰
山
で
青
提

夫
人
が
ど
の
地
獄
に
い
る
か
を
調
べ
さ
せ
ま
し
た
。
大
王
が
和
尚
に
申
し
上
げ
ま

す
。「
童
子
に
つ
い
て
、
五
道
将
軍
の
と
こ
ろ
で
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、
行
き
先
が
わ

か
り
ま
し
ょ
う
。」目
連
は
そ
れ
を
聞
く
と
、す
ぐ
さ
ま
大
王
に
別
れ
て
出
ま
し
た
。

数
歩
行
く
と
、す
ぐ
に
奈
河
の
ほ
と
り
に
着
き
ま
し
た
。
見
れ
ば
無
数
の
罪
人
が
、

衣
を
脱
い
で
木
に
掛
け
、
大
声
で
し
ば
し
泣
い
て
、
渡
ろ
う
に
も
渡
れ
ず
、
お
ろ

お
ろ
と
、
三
々
五
々
、
頭
を
抱
え
て
泣
い
て
お
り
ま
す
。
目
連
が
そ
の
い
わ
れ
を

聞
く
場
面
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
注
】

（
一
）目
連
言
訖
…
…
：
杏
雨
羽019V

は
こ
の
部
分
の
本
文
が
大
幅
に
異
な
る
。

「
目
連
言
訖
」
と
い
う
う
た
か
ら
セ
リ
フ
に
移
行
す
る
標
識
ら
し
き
句
を
削
除
し
、

大
王
の
セ
リ
フ
を
受
け
て
宮
殿
に
上
が
る
と
い
う
形
で
合
理
化
し
て
い
る
。
前
と

同
様
、
藝
能
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
脱
皮
し
、
読
み
物
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
な
る
方

向
に
書
き
換
え
た
も
の
か
。

（
二
）阿
孃
：
杏
雨
羽019V

は
「
阿
誰
」
と
す
る
。
こ
の
語
は
人
に
つ
い
て
尋
ね

る
疑
問
詞
。『
三
國
志
』（
中
華
書
局
一
九
五
九
年
）
巻
三
七
「
龐
統
傳
」
に
「
先

主
謂
曰
、向
者
之
論
、阿
誰
爲
失（
先
主
が
言
っ
た
。「
さ
き
の
議
論
は
、誰
が
悪
か
っ

た
の
か
な
」）」
と
見
え
る
よ
う
に
、古
く
か
ら
口
頭
語
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
、

後
文
に
も
出
る
よ
う
に
、
敦
煌
変
文
に
も
用
例
が
多
い
。
問
と
答
で
「
阿
孃
」
が

反
復
さ
れ
る
の
が
不
自
然
と
考
え
て
改
め
た
も
の
か
。

（
三
）造
言
：
杏
雨
羽019V

の
み
に
見
え
る
語
。
通
常
『
周
禮
』「
大
司
徒
」
に

八
刑
の
一
つ
と
し
て
「
七
曰
、
造
言
之
刑
」
と
あ
る
よ
う
に
、
流
言
を
こ
し
ら
え

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
通
ら
な
い
。『
祖
堂
集
』
巻
七
「
雪
峯
和
尚
」

に
「
師
當
時
不
造
聲
（
師
は
そ
の
時
も
の
を
言
わ
れ
な
か
っ
た
）」
と
あ
る
点
か

ら
考
え
て
、
言
葉
を
出
す
こ
と
か
。
こ
こ
も
目
連
の
セ
リ
フ
に
そ
の
ま
ま
続
い
て

い
た
地
蔵
菩
薩
の
セ
リ
フ
の
話
者
を
明
示
す
る
も
の
で
、
読
み
物
用
の
改
変
と
思

わ
れ
る
。

（
四
）汝
母
生
存
在
日
、廣
造
諸
罪
、無
量
無
邊
、當
墮
地
獄
：
杏
雨
羽019V

は
「
汝

母
生
存
在
日
、
廣
造
諸
罪
、
命
終
之
後
、
當
地
獄
」。「
生
存
在
日
、
廣
造
諸
罪
、

無
量
無
邊
」
の
四
字
句
三
句
を
「
當
墮
地
獄
」
一
句
で
受
け
る
の
は
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
と
考
え
て
、
二
句
単
位
で
意
味
を
な
す
よ
う
に
改
め
た
か
。「
墮
」
が
な
い

の
は
単
な
る
脱
字
で
あ
ろ
う
。

（
五
）業
官
：
業
を
つ
か
さ
ど
る
官
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
文
献
に
例
を

七
二
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見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
六
）伺
命
：
通
常
は
「
司
命
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、『
法
苑
珠
林
』
巻
七
八
「
祭

祀
篇　

感
應
縁
」
に
「
唐
兗
州
曲
阜
人
倪
氏
買
得
妻
皇
甫
氏
、
爲
有
疾
病
、
祈
禱

泰
山
、
稍
得
瘳
愈
、
因
被
冥
衜
使
爲
伺
命
。
毎
被
使
卽
死
、
經
一
二
日
事
了
以
後

還
復
如
故
（
唐
の
兗
州
曲
阜
の
人
倪
買
得
の
妻
皇
甫
氏
は
、病
気
に
な
っ
た
の
で
、

泰
山
に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
よ
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
冥
道
か

ら
伺
命
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
用
い
ら
れ
る
時
は
い
つ
も
す
ぐ
に

死
ぬ
が
、
一
、二
日
た
っ
て
仕
事
が
終
わ
る
と
ま
た
も
と
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
伺
命
」
は
、
死
者
の
魂
を
連
れ
て
行
く
こ
と
を

業
務
と
し
て
お
り
、
こ
の
表
記
に
ふ
さ
わ
し
い
職
務
と
い
っ
て
よ
い
。「
司
命
」

自
体
は
、『
楚
辭
』「
九
歌
」
に
「
大
司
命
」
が
あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
古
く
か
ら

あ
る
神
で
あ
り
、
ま
た
星
の
名
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
登
場
す
る
の
は
閻
魔
大
王

の
側
に
控
え
る
属
官
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
上
級
神
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
東
京
夢
華
録
』（『
東
京
夢
華
録
箋
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
〇
六
年
〕）巻
一
〇「
十
二

月
」
に
、
二
十
四
日
の
行
事
と
し
て
「
以
酒
糟
塗
抹
竈
門
、
謂
之
醉
司
命
（
酒
粕

を
か
ま
ど
の
口
に
塗
る
。
こ
れ
を
「
醉
司
命
」
と
呼
ぶ
）」
と
あ
り
、
こ
れ
が
竈

神
に
し
て
司
命
（『
三
敎
源
流
捜
神
大
全
』
に
は
「
竈
神
司
命
」
と
い
う
神
が
見

え
る
）
で
あ
る
神
を
酔
わ
せ
て
天
に
一
年
の
悪
事
を
報
告
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
指

す
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、「
命
を
伺
う
」
と
い
う
理
解
が
か
な
り
広

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。単
な
る
誤
字
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。な
おP.3485

（
乙
）

は
「
伺
令
」
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
、
も
し
く
は
「
命
」

が
不
分
明
で
こ
の
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

（
七
）司
録
：
司
録
參
軍
事
は
唐
代
の
府
・
州
な
ど
に
広
く
置
か
れ
た
属
官
で
、
名

称
が
録
事
參
軍
事
と
入
れ
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
宋
代
以
降
は
録
事
に
統
一

さ
れ
る
）。
文
書
な
ど
を
管
轄
す
る
業
務
で
、
こ
こ
に
登
場
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
が
、星
や
神
の
名
と
し
て
「
司
命
」
と
並
称
さ
れ
る
の
は
財
運
を
司
る
「
司
禄
」

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
両
者
が
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。P.3485

（
乙
）と

杏
雨
羽019V

が
「
伺
録
」
と
す
る
の
は
、「
伺
命
」
に
引
か
れ
て
誤
っ
た
も
の
か
。

（
八
）是
：P.3485

（
乙
）の
み
こ
の
字
が
あ
る
が
、
衍
字
か
。

（
九
）啓
大
王
言
：
杏
雨
羽019V

の
み「
啓
言
大
王
」を「
啓
大
王
言
」と
す
る
。「
啓

言
」
は
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
見
え
た
よ
う
に
、
敦
煌
変
文
で
は
発
話
を
導
く
際

に
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
る
語
だ
が
、
文
言
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
形
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、「
啓
」
を
動
詞
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
直
後
に
目
的
語
が

来
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
杏
雨
羽019V

は
、
読
ん
だ
場
合
違
和
感
が
な
い
方

向
に
書
き
換
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
〇
）録
司乙事
（
録
事
司
）：『
南
史
』（
中
華
書
局
一
九
七
五
年
）
巻
三
七
「
沈

慶
之
傳
」
に
「
僧
昭
、
別
名
法
朗
、
…
…
自
云
爲
泰
山
録
事
、
幽
司
中
有
所
收
録
、

必
僧
昭
署
名
（
僧
昭
、
別
名
法
朗
。
…
…
自
分
で
泰
山
録
事
に
な
り
、
幽
司
が
人

を
連
れ
て
行
く
時
に
は
、必
ず
僧
昭
が
署
名
す
る
と
言
っ
て
い
た
）」
と
あ
り
、『
法

苑
珠
林
』巻
四
五「
興
福
篇　

䞋
施
部
」に
、王
懷
智
と
い
う
人
物
が
顯
慶（
六
五
六

～
六
六
〇
）
初
年
に
亡
く
な
り
、
そ
の
後
一
度
死
ん
で
生
き
返
っ
た
者
が
「
於
地

下
見
懷
智
云
見
任
泰
山
録
事
（
地
下
で
王
懷
智
に
会
う
と
、
今
泰
山
録
事
の
任
に

あ
る
と
言
っ
て
い
た
）」
と
見
え
る
。
泰
山
は
古
来
死
後
魂
の
赴
く
と
こ
ろ
と
認

識
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
「
録
事
司
」
は
こ
の
「
泰
山
録
事
」
の
役
所
に
当

た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
一
）太
山
都
尉
：「
泰（
太
）山
都
尉
」と
い
う
官
職
は
後
漢
に
実
在
し
た
。『
後

七
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漢
書
』
巻
七
「
桓
帝
紀
」
に
「
秋
七
月
、初
置
太
山
琅
邪
都
尉
官
…
…
五
月
壬
申
、

罷
太
山
都
尉
官
（〔
永
壽
元
年
（
一
五
五
）〕
秋
七
月
、
太
山
琅
邪
都
尉
の
官
を
創

設
し
た
。
…
…
〔
八
年
〕
五
月
壬
申
、
太
山
都
尉
の
官
を
廃
止
し
た
）」
と
あ
り
、

元
来
は
泰
山
付
近
で
発
生
し
た
叛
乱
に
対
処
す
る
た
め
の
官
で
あ
っ
た
。
有
名
な

漢
碑
「
孔
宙
碑
」
に
孔
宙
の
肩
書
き
と
し
て
見
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
実
は

そ
れ
以
前
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
顧
炎
武
『
日
知
録
』（
臺
湾
商
務
印
書

館
一
九
七
八
年
）
巻
三
一
「
泰
山
都
尉
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ

こ
で
言
う
の
は
無
論
実
在
の
官
職
で
は
な
い
が
、
泰
山
が
死
者
の
行
き
先
と
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
管
理
者
と
し
て
後
漢
に
実
在
し
た
官
名
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
二
）一
本
：「
本
」
は
文
書
や
書
籍
を
数
え
る
量
詞
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
五

代
後
唐
の
明
宗
に
よ
り
発
布
さ
れ
た
「
令
選
人
先
納
三
代
親
族
狀
勅
」（『
全
唐
文

新
編
』〔
吉
林
文
史
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
〕
巻
一
〇
一
）
に
「
先
於
南
曹
印
署
納
、

吏
部
中
書
門
下
三
庫
各
一
本
（
ま
ず
南
曹
〔
吏
部
の
文
書
保
管
部
局
〕
に
署
名
捺

印
し
て
納
め
、
吏
部
・
中
書
・
門
下
の
三
庫
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
納
め
よ
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
公
文
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
一
三
）善
悪
二
童
子
：「
董
永
變
文
」（S.2204

）
に
「
好
事
惡
事
皆
抄
録
、
善
惡

童
子
毎
抄
将
（
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
み
な
書
き
写
す
、
善
悪
童
子
が
い
つ
も

書
く
）」
と
あ
り
、「
唐
太
宗
入
冥
記
」（S.2630

）
に
も
善
童
子
の
名
が
見
え
る
。

（
一
四
）五
道
將
軍
：『
太
平
廣
記
』
巻
三
〇
四
「
神
十
四
」「
王
籍
」
に
、
王
籍
の

奴
僕
が
死
ん
で
生
き
返
り
、
地
下
で
吏
に
「
今
見
召
汝
郎
作
五
衜
將
軍
（
今
お
ま

え
の
家
の
若
様
を
召
し
て
五
道
将
軍
に
任
ず
る
）」
と
言
わ
れ
た
と
語
り
、
数
日

後
大
部
隊
が
迎
え
に
来
て
、
王
籍
は
死
ん
だ
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
三
六
一
「
妖
怪

三
」の「
崔
季
舒
」に
は
北
齊
の
崔
季
舒
の
妻
が
昼
寝
を
し
て
い
る
と「
見
一
神
人
、

身
長
丈
餘
、徧
體
黑
毛
、前
來
逼
己
。
巫
曰
、此
是
五
衜
將
軍
、入
宅
者
不
祥
也
（
神

人
を
見
た
。
身
長
一
丈
あ
ま
り
、
全
身
に
黒
い
毛
が
生
え
、
進
ん
で
迫
っ
て
き
た
。

シ
ャ
ー
マ
ン
が
言
う
に
は
、「
こ
れ
は
五
道
将
軍
で
、
家
に
入
る
と
不
吉
で
す
」）

と
あ
り
、不
吉
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
同
じ
く
巻
二
七
八「
夢
三
」の「
薛

義
」
に
は
、夢
に
出
た
「
神
人
」
が
伝
え
る
病
を
追
い
払
う
呪
文
に
「
六
丁
使
者
、

五
道
將
軍
、
收
汝
精
氣
、
攝
汝
神
魂
（
六
丁
使
者
と
五
衜
将
軍
が
、
お
ま
え
の
精

気
を
吸
い
、お
ま
え
の
魂
を
捕
ら
え
る
ぞ
）」
と
あ
り
、天
の
使
い
で
あ
る
「
六
丁
」

と
と
も
に
病
を
追
う
存
在
で
も
あ
る
。『
三
敎
源
流
捜
神
大
全
』に
は「
五
盗
將
軍
」

と
し
て
、
南
朝
宋
の
五
人
の
盗
賊
が
神
と
な
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
山
口
建
治
「
五
道
神
と
武
塔
神
」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
四
九
〔
神
奈
川

大
学
人
文
学
研
究
所
二
〇
一
三
年
三
月
〕）
は
、
三
國
吳
以
降
に
翻
訳
さ
れ
た
仏

典
に
見
え
る
五
道
大
神
が
、
五
道
将
軍
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
て

い
る
。

（
一
五
）柰
河
：
地
獄
を
流
れ
る
河
。『
佛
説
大
乘
莊
嚴
寶
王
經
』
巻
二
に
「
命
終

之
後
、
見
大
奈
河
膿
血
盈
流
（
命
果
て
し
後
、
大
奈
河
に
膿
と
血
が
満
ち
流
れ
る

の
が
見
え
る
）」
と
あ
る
が
、
仏
典
の
例
は
意
外
に
少
な
い
。『
太
平
廣
記
』
巻

三
四
六
「
鬼
三
十
一
」「
董
觀
」
に
「
行
十
餘
里
、
一
水
廣
不
數
尺
、
流
而
西
南
。

觀
問
習
、
習
曰
、
此
俗
所
謂
奈
河
。
其
源
出
於
地
府
耳
。
觀
卽
視
其
水
皆
血
而
腥

穢
、
不
可
近
。
又
見
岸
上
有
冠
帶
袴
襦
凡
數
百
。
習
曰
、
此
逝
者
之
衣
。
由
此
趨

冥
衜
耳
（
十
餘
里
行
く
と
、
幅
数
尺
に
満
た
な
い
河
が
西
南
に
流
れ
て
い
た
。
董

觀
が
靈
習
に
た
ず
ね
る
と
、
靈
習
が
言
う
に
は
、「
こ
れ
は
俗
に
言
う
奈
河
で
す
。

地
府
か
ら
流
れ
出
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
よ
。」
董
觀
が
近
づ
い
て
み

七
四
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る
と
、
そ
の
水
は
み
な
血
で
、
腥
く
て
近
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
更
に
岸

に
冠
や
帯
や
上
下
の
衣
服
が
数
百
あ
る
の
が
見
え
た
。
靈
習
が
言
っ
た
。「
こ
れ

は
死
ん
だ
人
の
服
で
す
。
こ
こ
か
ら
冥
途
に
行
く
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
」）」

と
、こ
こ
に
見
え
る
の
と
似
た
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。「
柰（
奈
）河
」は「
奈
何
」、

つ
ま
り
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
語
と
通
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

《
唱
》S.2614

（
原
）：
柰
河
之
水
西
流
急
、砕
石
讒（

一
六
）巖

行
路（

一
七
）澁

。
衣
裳
脱
掛
樹
枝
傍
、

P.2319

（
甲
）：
柰
河
之
水
西
流
急
、砕
石
讒
巖
行
路
澁
。
衣
裳
脱
掛
樹
枝
傍
、

P.3485

（
乙
）：
柰
河
之
水
西
流
急
、碎
石
讒
巖
人
行
路
。
衣
裳
脱
掛
樹
枝
傍
、

杏
雨
羽019V

：
柰
河
之
水
西
流
急
、砕
石
讒
巖
人
路
澁
。
衣
裳
脱
掛
樹
枝
傍
、

被
趂
不
交
時（
一
八
）向
立
。
河
畔（
一
九
）問
他
點
名
字
、
兇マ
マ

前
不
覺
沾
衣
濕
。
今
日
方
知

被
趂
不
交
時
向
立
。
河□
■
問□
■
■
名□
字
、
胷
前
不
覺
沾
衣
濕
。
今
日
方
知

被
趂
不
交
時
向
立
。
河
畔
問
他
點
名
字
、
胷□
前
不
覺
沾
衣
濕
。
今
日
方
知

被
趂
不
交
時
向
立
。
河
畔
問
他
點
名
字
、
胷
前
不
覺
沾
衣
濕
。
今
日
方
知

身
死
来
、
雙（
二
〇
）〻

傍
樹
長
悲
泣
。「
生
時
我
舎
事
吾（
二
一
）珎
、
今（
二
二
）軒
駟
馬
駕
珠（
二
三
）倫
。

身
死
来
、
雙
々
傍
樹
長
悲
泣
。
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

身
死
来
、
雙
〻
傍
樹
長
悲
泣
。「
生
時
我
舎
事
吾
珎
、
金
軒
四
馬
駕
珠
倫
。

身
死
来
、
雙
〻
傍
樹
長
悲
泣
。「
生
時
我
舎
是
吾
珎
、
今
軒
四
馬
駕
珠
倫
。

為（
三
四
）言

万
古
無
千（
二
五
）改

、
誰
知
早
箇
化
惟（
二
六
）塵

。
嗚
呼□
哀
哉
心
裏
痛
、
徒
埋
白
骨

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×

為
言
万
古
無
千
改
、
誰
知
早
箇
化
惟
塵
。
嗚
呼
哀
哉
心
裏
痛
、
徒
埋
白
骨

為
言
万
故マ

マ

无
千
改
、
誰
知
早
箇
化
惟
塵
。
嗚
呼
哀
哉
心
裏
痛
、
徒
埋
白
骨

為
髙（
二
七
）塚
。
南
槽
龍
（
二
八
）×
子
孫
乘
、
北
牖
香
車
妻
接（
二
九
）兩
。」
異
口
咸
言
不
可
論
、

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

 

×
×
×
×
×
×
×　

為
髙
塚
。
南
槽
龍
馬
子
孫
乘
、
北
牖
香
車
妻
妾
用
。」
異
口
咸
言
不
可
論
、

為
髙
塚
。
南
曺
龍
馬
子
孫
永
、
北
牖
香
車
妻
妾
用
。」
異
口
咸
言
不
可
論
、

長
噓
嘆
息
更
何
怨
。
造
罪
諸（
三
〇
）人

落
地
獄
、
作
善
之
者
必
生
×（

三
一
）天

。
如
今
各
自

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×

長
噓
嘆
息
更
何
怨
。
造
罪
之
人
落
地
獄
、
作
善
之
者
必
生
×
天
。
如
今
各
自

長
吁
嘆
息
更
何
怨
。
造
罪
之
人
落
地
獄
、
作
善
之
人　
　

必
生
■
天
。
如
今
各
自

随
縁
業
、
定
是
相
逢

後（
三
二
）迴

難
。
握
手
丁
寧
須
努（

三
三
）力

、
逥
頭
拭（

三
四
）涙

飽
相
看
。

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

随
縁
業
、
定
是
相
逢
後
會
難
。
握
手
丁
寧
須
努
力
、
逥
須
識
涙
飽
相
看
。

随
縁
業
、
定
是
相
逢
後
會
難
。
屈
手
丁
寧
須
努
力
、
逥
頭
識
涙
飽
相
看
。

耳
裏
唯
聞
唱（
三
五
）道
急
、
万
衆
千
群
駈
向
前
。
牛
頭
把
棒
河
南
岸
、
獄
卒
擎
叉

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

牛
頭
把
棒
河
南
岸
、
獄
卒
敬マ
マ

杈

耳
裏
惟
聞
唱
道
急
、
万
衆
千
群
駈
向
前
。
牛
頭
把
棒
河
南
岸
、
獄
卒
擎
叉

※
杏
雨
羽019V

は
こ
こ
ま
で
。
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水
北
邊
。
水
裏
之
人
眼
盻
〻
、
岸
頭
之
者
涙
涓
〻
。
早
知
到（

三
六
）没

艱
辛
地
、

水
北
邊
。
水
裏
之
人
眼
盼
〻
、
岸
頭
之
者
涙
涓
〻
。
早
知
到
没
艱
辛
地
、

水
北
邊
。
水
裏
之
人
眼
盻
〻
、
岸
頭
之
者
涙
涓
〻
。
早
知
到
没
艱
辛
地
、

悔
不
生
時
作
福
田
。

悔
不
生
時
作
福
田
。

悔
不
生
時
作
福
田
。

【
現
代
語
訳
】

　

奈
河
の
水
は
西
に
激
し
く
流
れ
、
砕
け
た
石
が
険
し
く
連
な
っ
て
旅
路
も
つ
ら

い
。
服
を
脱
い
で
木
の
枝
に
掛
け
、
追
い
立
て
ら
れ
て
一
時
た
り
と
も
立
ち
止
ま

ら
せ
て
は
も
ら
え
ぬ
。
河
の
ほ
と
り
で
点
呼
を
取
れ
ば
、
我
知
ら
ず
涙
で
胸
の
衣

を
濡
ら
す
ば
か
り
。
今
日
初
め
て
我
が
身
の
死
せ
し
こ
と
を
悟
り
、
対
に
な
っ
て

木
の
傍
ら
に
て
い
つ
ま
で
も
悲
し
み
泣
く
。
生
前
に
は
わ
が
家
に
て
宝
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
、
四
頭
の
馬
に
引
か
せ
て
珠
飾
り
あ
る
車
輪
の
華
や
か
な
車
に
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
し
な
え
に
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
に

図
ら
ん
や
、
は
や
塵
と
な
り
は
て
よ
う
と
は
。
あ
あ
哀
し
い
か
な
心
は
痛
む
も
、

む
な
し
く
白
骨
を
埋
め
て
高
い
塚
と
す
る
だ
け
の
こ
と
。
南
の
厩
の
名
馬
に
は
子

や
孫
が
乗
り
、
北
の
窓
辺
の
車
は
妻
妾
が
用
い
ま
し
ょ
う
。
異
口
同
音
に
こ
う
言

う
が
仕
方
の
な
い
こ
と
、
た
め
息
つ
い
て
こ
の
上
何
を
う
ら
も
う
か
。
罪
作
り
し

者
は
地
獄
に
堕
ち
、
善
行
な
せ
し
者
は
必
ず
天
に
生
ま
る
。
今
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
過

去
の
行
為
に
支
配
さ
れ
、
再
会
す
る
こ
と
は
難
し
い
に
相
違
な
い
。
手
を
握
り
こ

ま
や
か
に
さ
よ
う
な
ら
を
言
い
、頭
を
め
ぐ
ら
せ
涙
を
拭
っ
て
じ
っ
く
り
と
見
る
。

耳
に
聞
こ
え
る
は
厳
し
い
先
払
い
の
声
、
あ
ま
た
の
人
々
前
へ
と
向
か
う
。
牛
頭

は
河
の
南
岸
に
て
棒
を
持
ち
、
獄
卒
は
河
の
北
側
に
て
刺
股
を
か
つ
ぐ
。
水
中
の

人
は
恋
し
げ
に
見
つ
め
、
岸
の
者
は
涙
も
し
と
ど
。
つ
と
に
か
か
る
つ
ら
い
と
こ

ろ
に
来
る
と
知
っ
て
い
れ
ば
、
生
前
に
福
を
積
ん
で
お
い
た
も
の
を
と
悔
や
ま
れ
る
。

【
注
】

（
一
六
）讒
巖
：『
水
經
注
』（
世
界
書
局
一
九
七
四
年
）
巻
三
八
「
溱
水
」
に
「
下

有
神
廟
、
背
阿
面
流
。
壇
宇
虚
肅
、
廟
渚
攢
石
巉
巖
、
亂
峙
中
川
（
下
に
廟
が
あ

り
、
岡
を
背
に
し
て
流
れ
に
面
し
て
い
る
。
廟
に
は
人
気
な
く
厳
肅
、
廟
の
前
の

水
際
に
は
石
が
集
ま
り
岩
が
連
な
っ
て
、
河
の
中
に
入
り
乱
れ
て
聳
え
て
い
る
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
岩
が
険
し
く
連
な
る
様
を
「
巉
巖
」
と
い
う
。「
讒
」
は
字
形

の
類
似
か
ら
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
七
）行
路
澁
：
道
を
行
く
の
が
大
変
だ
と
い
う
意
味
で
、
駱
賓
王
「
從
軍
中
行

路
難
」
詩
（『
駱
臨
海
集
箋
注
』
巻
四
）
に
「
途
危
紫
蓋
峯
、
路
澁
靑
泥
坂
（
道

中
危
険
な
こ
と
紫
蓋
峯
の
如
く
、
歩
む
に
難
き
こ
と
青
泥
坂
に
ま
さ
る
）」
と
あ

る
よ
う
に
唐
代
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
表
現
で
特
に
問
題
は
な
い
が
、P.3485

（
乙
）は
「
人
行
路
」、
杏
雨
羽019V

は
「
人
行
澁
」
と
す
る
。「
人
行
路
」
は
意

味
が
通
り
に
く
く
、
韻
も
踏
ま
な
い
の
で
誤
り
と
思
わ
れ
る
。「
人
」
は
し
ば
し

ば
読
め
な
い
字
の
置
き
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
、あ
る
い
は「
澁
」と「
行
路
」

の
語
順
が
顛
倒
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で
判
読
困
難
な
「
澁
」
の
か
わ
り
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に「
人
」が
置
か
れ
て
い
た
か
。「
人
行
澁
」な
ら
意
味
は
通
る
が
、「
人
」がP.3485

（
乙
）と
共
通
す
る
点
か
ら
考
え
て
、
同
様
の
誤
り
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
す
る

か
。
そ
の
場
合
、「
澁
」
が
他
の
二
つ
と
一
致
す
る
の
は
韻
に
合
う
文
字
を
求
め

た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
唐
の
張
祜「
途
中
逢
李
衜
實
遊
蔡
州
」詩（『
全

唐
詩
』
巻
五
一
〇
）
に
「
僻
地
人
行
澀
、
荒
林
虎
跡
稠
（
遠
く
外
れ
た
地
は
歩
み

も
大
変
、
荒
れ
た
林
に
は
虎
の
跡
が
一
杯
）」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
表
現
を
踏
ま

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
八
）時
向
：「
時
餉
」
と
も
表
記
す
る
。
蔣
禮
鴻
は
、「「
時
餉
」「
時
向
」
は
「
一

時
一
餉
」
の
省
略
形
で
あ
る
。
…
…
「
一
餉
」
は
一
度
食
事
を
す
る
時
間
と
い
う

こ
と
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

（
一
九
）問
：『
校
注
』
は
「
聞
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
す
る
。「
他
」
に
指
示
性
が

薄
い
と
考
え
れ
ば
「
問
」
の
ま
ま
で
も
理
解
は
可
能
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
方
向
で

訳
す
。

（
二
〇
）雙
〻
：
二
人
一
組
で
対
に
な
る
こ
と
。「
妙
法
蓮
華
經
講
經
文
」（P.2305-

1

）「
雙
〻
瑞
鶴
添
香
印
、
兩
兩
靈
禽
注
水
瓶
（
対
に
な
っ
た
め
で
た
い
鶴
が
香
を

加
え
、
二
羽
の
霊
鳥
が
瓶
に
水
を
注
ぐ
）」。
な
ど
の
例
が
あ
り
、
唐
詩
に
も
李
白

「
古
風
」
第
十
八
首
の
「
七
十
紫
鴛
鴦
、雙
雙
戲
庭
幽
（
七
十
の
紫
の
お
し
ど
り
が
、

つ
が
い
で
靜
か
な
庭
で
戯
れ
る
）」
な
ど
例
が
多
い
。

（
二
一
）生
時
我
舎
事
吾
珎
：
杏
雨
羽019V

は
「
事
」
を
「
是
」
と
す
る
。
こ
の

句
の
意
味
は
取
り
が
た
い
。「
舎
」
を
家
と
取
れ
ば
、「
生
き
て
い
た
時
は
家
で
宝

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
」
と
な
り
、「
舎
」
を
「
捨
」
と
通
用
の
動
詞
と
考

え
れ
ば
、「
生
前
何
も
考
え
ず
に
宝
ば
か
り
を
重
ん
じ
た
」
と
な
る
。
後
者
の
用

法
が
こ
の
時
期
に
存
在
し
た
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
前
者
で
は
「
我
舎
」
だ
け

で
そ
う
い
う
意
味
に
な
り
う
る
か
に
疑
問
が
あ
る
。
仮
に
前
者
で
訳
す
。
杏
雨
羽

019V

は
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
音
の
近
い
「
是
」
に
改
め
て
「
生
前
は

私
の
家
が
私
の
宝
だ
っ
た
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
二
）今
軒
：P.3485

（
乙
）に
従
っ
て
「
金
軒
」
と
す
べ
き
だ
が
、
敦
煌
変
文
に

お
い
て
「
金
」
を
「
今
」
と
表
記
す
る
例
は
多
く
、
誤
り
と
い
う
よ
り
は
略
字
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
金
軒
」
は
華
や
か
に
飾
ら
れ

た
馬
車
の
こ
と
。
晉
の
郭
璞
の
「
南
郊
賦
」（『
藝
文
類
聚
』〔
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
六
五
年
〕
巻
三
八
）
に
「
升
金
軒
撫
太
僕
、
揚
六
鸞
齊
八
騄
（
華
や
か
な
飾

り
の
車
に
乗
っ
て
御
者
を
ね
ぎ
ら
い
、
六
本
の
手
綱
を
あ
げ
て
八
頭
立
て
の
馬
を

一
気
に
走
ら
せ
る
）」
と
見
え
る
。

（
二
三
）珠
倫
：「
倫
」
は
「
輪
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
各
本
同
じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
宛
字
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
校
記
』

は
高
官
の
車
を
指
す
言
葉
ゆ
え
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と
し
て
「
朱
輪
」
か
と
す
る

が
、「
珠
輪
」
も
、唐
代
に
唱
わ
れ
て
い
た
「
水
調
歌　

第
三
」（『
樂
府
詩
集
』〔
中

華
書
局
一
九
七
九
年
〕
巻
七
九
）
に
「
王
孫
別
上
緑
珠
輪
、不
羡
名
公
樂
此
身
（
若

様
緑
の
珠
飾
り
の
車
に
乗
り
た
も
う
な
、
貴
人
を
羨
ま
ず
こ
の
身
を
楽
し
も
う
）」

と
あ
り
、
改
め
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
四
）為
言
：
思
う
。
事
実
に
反
す
る
時
に
用
い
る
。「
以
為
」
に
同
じ
。「
孟
姜

女
變
文
」（P.5039

）「
為
言
墳
隴
有
標
題
、
壤
〻
髑
髏
若
箇
是
（
墓
に
は
目
印
が

あ
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
に
、高
く
積
ま
れ
た
髑
髏
は
こ
ん
な
有
様
）」、

「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）「
為
言
旬
月
即
還
、
不
知
平
王
誅
戮
（
じ
き
に
帰
る
も

の
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
平
王
に
殺
さ
れ
よ
う
と
は
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

（
二
五
）千
改
：『
校
注
』
は
「
遷
改
」
の
誤
り
と
す
る
。
こ
の
語
は
李
白
「
對
酒
行
」
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（『
李
太
白
全
集
』
巻
六
）
の
「
天
地
無
彫
換
、
容
顔
有
迁
改
（
天
地
は
衰
え
る
こ

と
が
な
い
が
、
容
貌
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
）」
と
い
う
よ
う
に
、
悪
い
方
向
に
変

化
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
表
記
は
単
な

る
ミ
ス
で
は
な
く
、
前
の
「
万
古
」
と
組
に
し
た
言
葉
遊
び
と
し
て
意
図
的
に
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
六
）惟
塵
：『
敦
煌
變
文
集
』
は
「
為
塵
」、項
楚
校
は
「
微
塵
」
と
し
『
校
注
』

は
前
者
が
妥
当
か
と
す
る
が
、『
毛
詩
』
小
雅
「
無
將
大
車
」
に
「
無
將
大
車
、

維
塵
冥
冥
（
大
き
な
車
の
あ
げ
る
塵
で
暗
く
し
な
い
く
だ
さ
い
）」
と
あ
り
、「
惟

（
維
）
塵
」
で
「
塵
」
を
二
音
節
化
し
た
語
と
し
て
定
型
化
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
点
か
ら
す
る
と
、
改
め
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
七
）髙
塚
：
杜
甫
「
曲
江
」
二
首
之
一
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
「
江
上
小

堂
巣
翡
翠
、
苑
邊
高
塚
卧
麒
麟
（
川
の
ほ
と
り
の
小
さ
な
建
物
に
カ
ワ
セ
ミ
は
巣

を
作
り
、
庭
園
の
ほ
と
り
の
高
い
塚
に
は
石
の
麒
麟
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
）」

と
あ
る
の
が
後
世
に
至
る
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
こ
の
句
を
踏
ま
え

る
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
八
）南
槽
龍
：
こ
の
句
は
六
字
の
み
で
一
字
不
足
す
る
。
他
本
に
従
っ
て「
馬
」

を
補
う
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
句
の
最
後
の
「
乘
」
を
杏
雨
羽019V
が

「
永
」
と
す
る
の
は
、
字
形
の
類
似
ゆ
え
の
誤
り
か
。

（
二
九
）妻
接
兩
：
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
取
れ
な
い
。
他
本
の
「
妻
妾
用
」
を
字

形
の
類
似
ゆ
え
に
誤
っ
た
も
の
か
。

（
三
〇
）造
罪
諸
人
：P.3485

（
乙
）・
杏
雨
羽019V

に
「
造
罪
之
人
」
と
す
る
。

次
句
は
「
作
善
之
者
」
で
あ
り
、後
に
「
水
裏
之
人
」「
岸
頭
之
者
」
が
対
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、P.3485

（
乙
）・
杏
雨
羽019V

の
方
が
適
切
か
。

（
三
一
）作
善
之
者
必
人
天
：P.3485

（
乙
）に
従
っ
て
「
作
善
之
者
必
生
天
」
と
す

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
が
、
杏
雨
羽019V

が
「
作
善
之
必
生
」
と
し
て
そ
の
後
に

一
文
字
（「
生
」
の
よ
う
に
見
え
る
）
消
し
て
「
天
」
を
続
け
、
前
の
「
必
」
の

右
上
に
「
人
」
を
書
き
込
ん
で
い
る
の
は
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
基
づ
い
た
テ
キ

ス
ト
が
「
作
善
之
必
生
人
天
」
で
、「
人
」
を
重
字
符
号
と
見
な
し
て
「
作
善
之

必
生
生
天
」
と
し
た
が
、
誤
り
と
気
づ
い
て
「
人
」
を
前
に
移
動
さ
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、S.2614

（
原
）と
杏
雨
羽

019V

は
同
じ
文
面
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
、
前
者
は
「
者
」
を
補
っ
た
可
能

性
が
出
て
く
る
。

（
三
二
）後
迴
：
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
を
取
り
が
た
い
。
他
本
に
従
っ
て
「
後
會
」

と
す
べ
き
か
。「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）「
相
看
情
未
足
、
豈
忍
別
生
分
。
後
會

如
（
知
？
）
何
日
、
離
心
若
至
親
（
い
く
ら
見
つ
め
て
も
情
は
満
足
を
知
ら
ぬ
、

生
き
な
が
ら
別
離
す
る
に
忍
ぼ
う
か
。
再
会
は
い
つ
の
日
か
、
別
れ
る
時
の
思
い

は
親
し
い
身
内
に
同
じ
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

（
三
三
）握
手
丁
寧
須
努
力
：「
努
力
」
は
古
く
「
古
詩
十
九
首
」
の
「
行
行
重
行
行
」

に
「
棄
捐
勿
復
衜
、努
力
加
餐
飯
（
捨
て
去
っ
て
も
う
何
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
な
、

し
っ
か
り
食
事
を
し
て
く
だ
さ
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
別
れ
の
時
の
言
葉
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
敦
煌
変
文
で
も
「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）
に
「
儻
若
不
弃
是

卑
微
、
願
君
努
力
當
飡
飯
（
も
し
卑
賤
の
身
を
お
見
捨
て
な
い
の
な
ら
、
頑
張
っ

て
食
事
を
し
て
く
だ
さ
い
）」
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
こ
こ
で

は
本
当
に
食
事
を
勧
め
て
い
る
の
だ
が
、
別
れ
の
定
型
の
応
用
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
）。
杏
雨
羽019V

が
「
握
手
」
を
「
屈
手
」
と
す
る
の
は
字
形
の
類
似
に

由
来
す
る
誤
り
か
。
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（
三
四
）逥
頭
拭
涙
：
「
逥
頭
」
をP.3485

（
乙
）が
「
逥
須
」
と
す
る
の
は
字
形

の
類
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
拭
涙
」をP.3485

（
乙
）・
杏
雨
羽019V

が「
識

涙
」
と
す
る
の
は
音
が
近
い
こ
と
に
よ
る
誤
り
か
。

（
三
五
）唱
道
：『
太
平
廣
記
』巻
九
〇「
異
僧
四
」「
杯
渡
」に「
須
臾
見
一
寺
甚
光
麗
、

多
是
七
寳
莊
嚴
。
又
見
十
餘
石
人
乃
共
禮
拜
。
還
反
行
、
少
許
聞
唱
衜
聲
、
還
往

更
看
、
猶
是
石
人
（
間
も
な
く
七
宝
で
荘
厳
さ
れ
た
と
て
も
き
れ
い
な
寺
が
見
え

て
き
た
。
更
に
十
餘
の
石
人
が
一
緒
に
礼
拝
し
て
い
た
。
逆
戻
り
す
る
と
、「
唱
道
」

の
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
ま
た
ま
た
行
っ
て
見
る
と
、
や
は
り
石
人
で
あ
っ
た
）」

と
あ
り
、
こ
こ
で
の
例
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
後
世
の
「
喝
道
」
に
当
た
る
先

払
い
の
声
か
と
思
わ
れ
る
。

（
三
六
）没
：
こ
の
よ
う
に
。
宋
代
以
降
は
「
麽
」
と
表
記
さ
れ
る
。
陸
龜
蒙
「
和

重
題
薔
薇
」
詩
に
（『
陸
龜
蒙
全
集
校
注
』〔
鳳
凰
出
版
社
二
〇
一
五
年
〕『
唐
甫

里
先
生
文
集
』
巻
一
一
）「
更
被
夜
來
風
雨
惡
、
滿
堦
狼
藉
没
多
紅
（
昨
夜
か
ら

の
風
雨
の
猛
々
し
さ
の
せ
い
で
、
階
一
杯
に
か
く
も
多
く
の
紅
が
散
ら
ば
っ
て
い

る
）」
と
あ
る
。

（
小
松
）

8《
唱
》S.2614

（
原
）：
目
連
問
言
奈
河
樹
下
人
曰
、「
天
堂
地
獄
乃
非
虚
。
行
惡
不

P.2319

（
甲
）：
目
連
問
言
奈
河
樹
下
人
曰
、「
天
堂
地
獄
乃
非
虚
。
行
惡
不

P.3485

（
乙
）：
目
連
問
言
奈
河
樹
下
人
曰
、「
天
堂
地
獄
乃
非
虚
。
行
惡
不

論
天
所
造
罪（

一
）、

應
時
冥
零
亦
共
誅（

二
）。

貧
道
慈
親
不
積
善
、
亡
魂
亦
復
落
三

論
天
所
×
罸
、
×
×
×
×
×
×
×　

貧
道
慈
親
不
積
善
、
亡
魂
亦
復
落
三

論
天
所
×
罸
、
應
是
冥
遷
亦
共
誅
。
貧
道
慈
親
不
積
善
、
亡
魂
亦
復
落
三

塗
。
聞
道
將
來
入
地
獄（
三
）、
但
曰
知
其
逍マ
マ

息
否
。」
罪
人
惣
見
目
連
師
、
一
切

塗
。
聞
道
將
來
入
地
獄
、
但
曰
知
其
消
息
否
。」
罪
人
惣
見
目
連
師
、
一
切

塗
。
聞
道
將
來
入
地
獄
、
但
曰
知
其
逍マ
マ

息
否
。」
罪
人
惣
見
目
連
師
、
一
切

啼
哭
損
雙
眉（
四
）、「

弟
子
死
來
年
月
近
、
和
尚
慈
親
實
不
知
。
我
等
生
時
多
造

啼
哭
損
雙
眉
、「
弟
子
死
來
年
月
近
、
和
尚
慈
親
實
不
知
。
我
等
生

來
多
造

哭乙啼
損
雙
眉
、「
弟
子
死
來
年
月
近
、
和
尚
慈
親
實
不
知
。
我
等
生
時
多
造

罪
、
今
日
辛
苦
方
始
悔
。
緃
令
妻
妾
滿
山
川（
五
）、
誰
肯
死
來
相
替
代
。
何
時

罪
、
今
日
辛
苦
方
始
悔
。
緃
令
妻
妾
滿
山
川
、
誰
肯
死
來
相
替
代
。
何
時

罪
、
今
日
辛
苦
方
始
悔
。
緃
令
妻
妾
滿
山
川
、
誰
肯
死
來
相
替
代
。
何
時

更
得
別
泉
門
、
為
報
家
中
我
子
孫
。
不
湏
白
玉
為
棺
槨
、
徒
勞（
六
）黄

金
葬
墓

更
得
別
泉
門
、
為
報
家
中
我
子
孫
。
不
湏
白
玉
為
棺
槨
、
徒
勞
黄
金
葬
墓

更
得
別
泉
門
、
為
報
家
中
我
孫マ
マ子
。
不
湏
白
玉
為
棺
槨
、
徒
浪
黄
金
葬
墓

墳
。
長
悲
惌
歎
終
無
益
、
鼓
樂
弦
歌
我
不
聞
。
欲
得
亡
人
没
苦
難
、
無
過

墳
。
長
悲
惌
歎
終
無
益
、
鼓
樂
弦
歌
我
不
聞
。
欲
得
亡
人
不
苦
難
、
無
過

墳
。
長
悲
惌
歎
終
無
益
、
鼓
樂
弦
歌
我
不
聞
。
欲
得
亡
人
没
苦
難
、
無
過

七
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



修
福
救
冥
魂
。

修
福
救
冥
魂
。

修
福
救
冥
魂
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
奈
河
の
木
の
下
の
人
に
尋
ね
て
申
し
ま
す
。「
天
国
と
地
獄
は
、
な
ん

と
偽
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。悪
行
を
為
せ
ば
天
が
断
罪
す
る
ま
で
も
な
く
、

す
ぐ
に
冥
土
で
も
誅
殺
さ
れ
る
の
で
す
ね
。
私
の
親
は
善
を
積
ま
な
か
っ
た
の
で

死
後
の
魂
も
ま
た
三
途
の
川
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
聞
い
た
話
で
は
、
こ
ち

ら
に
や
っ
て
来
て
地
獄
に
入
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
消
息
だ
け
で

も
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
罪
人
は
い
ず
れ
も
目
連
を
見
て
、
み
な
眉
を
ひ
そ

め
て
大
声
で
泣
き
悲
し
み
ま
し
た
。「
私
は
死
ん
で
か
ら
日
が
浅
く
、
お
坊
様
の

お
母
様
の
こ
と
は
本
当
に
存
じ
上
げ
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
生
き
て
い
た
時
分

に
多
く
の
罪
を
作
り
、
今
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
初
め
て
後
悔
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
妻
や
妾
が
山
川
に
満
ち
て
い
て
も
、
誰
が
死
ん
で
身
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
る

と
言
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
上
い
つ
黄
泉
の
門
に
別
れ
を
告
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
、

家
中
の
我
が
子
孫
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
白
玉
を
ひ
つ
ぎ
に
し
て
も
意
味
は
な

い
。
黄
金
を
墓
に
葬
っ
て
も
無
駄
な
こ
と
。
と
こ
し
え
に
悲
し
み
嘆
こ
う
と
結
局

無
益
、
音
楽
や
歌
は
私
に
は
聞
こ
え
な
い
。
死
者
に
苦
難
の
な
い
よ
う
に
し
た
け

れ
ば
、
功
徳
を
積
み
死
者
の
魂
を
救
う
以
上
の
こ
と
は
な
い
、
と
。

【
注
】

（
一
）所
造
罪
：P.2319

（
甲
）・P.3485

（
乙
）は「
所
罸
」と
す
る
。S.2614

（
原
）は「
所

造
」
の
後
ろ
に
薄
く
「
罪
」
の
字
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
で
は
八
字
句

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、P.2319

（
甲
）・P.3485

（
乙
）に
従
っ
て
訳
す
。

（
二
）應
時
冥
零
亦
共
誅
：P.2319

（
甲
）に
は
こ
の
句
が
な
い
。P.3485

（
乙
）は「
應

時
（
す
ぐ
に
）」
を
「
應
是
（
す
べ
て
）」
と
し
て
お
り
、蔣
禮
鴻
は
「
應
是
」
と
「
應

時
」
は
通
用
す
る
と
す
る
。
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通
る
が
、
こ
こ
で
は
原
文
を
尊

重
し
て
仮
に
「
す
ぐ
に
」
と
訳
す
。「
冥
零
」
をP.3485

（
乙
）は
「
冥
遷
」
と
す
る
。

『
校
注
』
が
言
う
よ
う
に
「
冥
靈
」
に
同
じ
か
。「
零
」
と
「
靈
」
は
『
廣
韻
』
で

は
と
も
に
平
聲
下
十
五
青
の
「
郎
定
切
」
で
あ
る
。「
冥
靈
」
は
、「
伍
子
胥
變
文
」

（S.328

）
に
「
語
已
含
啼
而
啓
告
、
冥
霊
幸
願
知
懷
抱
（
泣
き
な
が
ら
申
し
上
げ

ま
す
、
死
者
の
霊
よ
ど
う
か
思
い
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は

入
水
し
て
死
ん
だ
女
の
霊
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
死
者
の
霊
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

（
三
）聞
道
將
來
入
地
獄
：「
將
來
入
～
」
の
用
例
と
し
て
は
、『
法
苑
珠
林
』
巻

三
四
「
攝
念
篇　

引
證
部
」「
昔
有
人
不
信
敬
。
婦
甚
事
佛
。
婦
白
婿
曰
。
人
命

無
常
可
修
福
德
。
婿
無
心
懶
墮
。
婦
恐
將
來
入
地
獄
中
（
昔
、
信
心
深
く
な
い
人

が
い
た
。
妻
は
と
て
も
熱
心
に
仏
を
信
じ
て
い
た
。
妻
は
夫
に
言
っ
た
。「
人
の

命
は
無
常
で
す
が
福
徳
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
は
信
心
が
な
く
だ
ら

し
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。私
は
将
来
地
獄
に
入
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
」）」

が
あ
る
が
、こ
こ
で
は「
将
来
」と
い
う
方
向
で
は
取
り
に
く
い
。「
金
剛
醜
女
因
縁
」

（S.2114
）
に
「
便
遣
送
在
深
宮
、更
莫
將
来
休
交
朕
見
（
す
ぐ
に
宮
中
深
く
に
送
っ

て
、
こ
の
上
連
れ
て
き
て
わ
し
に
見
せ
る
で
な
い
）」
と
あ
る
よ
う
な
「
連
れ
て

く
る
」
と
い
う
方
向
と
取
っ
て
、「
こ
ち
ら
に
来
て
入
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味

に
解
釈
す
る
。

八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



（
四
）損
雙
眉
：
後
世
の
用
例
で
あ
る
が
、
明
の
朱
鼎
の
南
戯
『
玉
鏡
臺
記
』（
古

本
戲
曲
叢
刊
二
集
所
収
明
汲
古
閣
刊
本
）
第
一
八
齣
【
傍
粧
臺
】
に
「
彩
雲
天
遠

鳳
樓
空
。
幾
多
幽
怨
、
堆
積
在
心
胸
。
愁
蹙
損
雙
眉
黛
、
涙
濕
透
兩
綃
紅
（
彩
雲

は
天
に
遠
く
鳳
楼
の
空
、幾
多
の
怨
み
が
胸
に
積
も
る
。
憂
い
に
双
眉
を
ひ
そ
め
、

涙
は
両
頬
を
ぬ
ら
す
）」
と
あ
り
、
眉
を
ひ
そ
め
て
悲
し
ん
だ
り
困
っ
た
り
す
る

こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
五
）滿
山
川
：
似
た
用
例
と
し
て
、呂
洞
賓
（
呂
巖
）
の
詩
と
さ
れ
る
「
敲
爻
歌
」

（『
全
唐
詩
』
巻
八
五
九
）
に
「
堆
金
積
玉
滿
山
川
、
神
仙
冷
咲
應
不
彩
（
金
玉
を

積
ん
で
山
川
に
満
ち
て
も
、
神
仙
は
冷
笑
し
て
相
手
に
せ
ぬ
は
ず
）」
が
あ
る
。

（
六
）徒
勞
：P.3485

（
乙
）は
「
勞
」
を
「
浪
」
と
表
記
す
る
。「
徒
浪
」
の
用
例

は
他
の
敦
煌
文
献
に
も
見
ら
れ
、唐
の
劉
長
卿
の
作
と
さ
れ
る
「
酒
賦
」（P.2633

ほ
か
）
も
し
く
は
「
高
興
歌
」（P.2555

ほ
か
。『
敦
煌
賦
校
注
』
は
「
酒
賦
」
と

し
て
収
録
す
る
）
に
「
胡
（
壷
）
觴
百
杯
徒
浪
飲
、
章
程
未
許
李
稍
雲
（
百
杯
の

酒
を
飲
ん
で
も
無
駄
な
こ
と
、李
稍
雲
の
決
ま
り
な
ど
認
め
は
し
な
い
）」と
あ
る
。

「
浪
飲
（
無
茶
な
飲
み
方
を
す
る
）」
を
「
徒
」
が
修
飾
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
が
、

P.3485

（
乙
）が
「
徒
勞
」
を
「
徒
浪
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
劉
長
卿

の
例
も
「
徒
浪
」
で
一
語
か
と
思
わ
れ
る
。

《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
和
尚
却
歸
、
×
×
×
為
傳
逍（
七
）息
、
交
令
造
福
、
以
救
亡
人
。
除
仏

P.2319

（
甲
）：
和
尚
却
×
、
与
諸
人
為
傳
消
息
、
交
令
造
福
、
以
救
亡
人
。
除
仏

P.3485

（
乙
）：
和
尚
却
×　

×
×
×
為
傳
逍
息
、
交
令
造
福
、
以
救
亡
人
。
除
仏

一
人
、
無
由
救
得
、
願
和
尚
捕
提
涅
盤
、
尋
常
不
没
。
運
載
一
切
衆（

八
）生

、
智
恵
釼（

九
）

一
人
、
無
由
救
得
、
願
和
尚
捕
提
涅
盤
、
尋
常
不
没
。
運
載
一
切
衆
生
、
智
惠
釼

一
人
、
無
由
救
得
、
願
和 

※P.3485

（
乙
）
は
こ
こ
ま
で
。

勤
磨
、
不
煩
悩
林
而
誅（

一
〇
）威

、
行
普
心
於
世（

一
一
）界

、
而
諸
仏
之
大（

一
二
）願

。
儻
若
出
離
泥

勤
磨
、
不
煩
悩
林
而
誅
滅
、
行
普
心
於
世
界
、
而
諸
仏
之
大
願
。
儻
若
出
離
泥
利ト

犁（
一
三
）、

是
和
尚
慈
親
普（

一
四
）降

。」

犁
、
是
和
尚
慈
親
普
降
。」

【
現
代
語
訳
】

　

お
坊
様
は
お
戻
り
に
な
っ
て
消
息
を
お
伝
え
に
な
り
、
功
徳
を
積
ま
せ
、
亡
者

を
お
救
い
く
だ
さ
い
。
仏
様
お
一
方
以
外
に
は
救
う
よ
し
も
な
く
、
願
わ
く
は
お

坊
様
の
悟
り
の
常
に
失
わ
れ
る
こ
と
の
あ
り
ま
せ
ぬ
よ
う
。
一
切
衆
生
を
導
き
、

知
恵
剣
を
つ
つ
し
ん
で
磨
き
、
煩
悩
の
林
を
切
り
払
い
、
広
い
心
を
世
界
に
広
め

る
こ
と
、
そ
れ
が
諸
仏
の
大
い
な
る
願
い
で
す
。
も
し
地
獄
を
出
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
そ
れ
は
お
坊
様
の
御
慈
悲
の
お
か
げ
で
す
。」

【
注
】

（
七
）和
尚
却
歸
為
傳
逍
息
：S.2614

（
原
）は
「
和
尚
却
歸
、
為
傳
逍
息
（
お
坊
様

八
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）



は
お
戻
り
に
な
っ
て
消
息
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）」、P.2319

（
甲
）は
「
和
尚
却

与
諸
人
為
傳
消
息
（
お
坊
様
は
ひ
と
ま
ず
人
々
に
消
息
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）」、

P.3485

（
乙
）は
「
和
尚
却
為
傳
逍
息
（
お
坊
様
は
ひ
と
ま
ず
消
息
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
）」と
な
り
い
ず
れ
も
少
し
ず
つ
異
な
る
。訳
はS.2614

（
原
）に
従
っ
て
お
く
。

（
八
）運
載
一
切
衆
生
：『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
巻
一
六
「
金
剛
幢
菩
薩
十
迴
向
品
」

第
二
十
一
之
三
に
「
令
一
切
衆
生
、
成
最
高
廣
安
隱
大
乘
、
悉
能
運
載
一
切
衆
生
、

至
無
上
衜
（
一
切
衆
生
に
最
も
高
く
広
く
、
安
隠
な
大
乗
を
成
さ
し
め
れ
ば
、
悉

く
一
切
衆
生
を
導
き
、
最
上
の
悟
り
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
導
く
こ
と
。

（
九
）智
恵
釼
：「
釼
」は「
剣
」の
異
体
字
。「
般
若
の
智
慧
を
剣
に
た
と
え
る
」（『
広

説
』）。
ま
た
般
若
は
「
悟
り
を
得
る
真
実
の
智
慧
」（『
広
説
』）。
こ
れ
で
後
述
の

煩
悩
を
切
り
払
う
。

（
一
〇
）不
煩
悩
林
而
誅
威
：「
不
」
は
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
威
」
はP.2319

（
甲
）で
は
「
滅
」
に
も
見
え
、
お
そ
ら
く
「
誅
滅
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。智
恵（
慧
）剣
に
よ
っ
て
煩
悩
を
滅
す
る
用
例
は
、『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』

巻
四
三
「
離
世
間
品
」
三
十
三
之
七
「
淸
淨
心
爲
楯
、
明
利
智
慧
劍
、
摧
滅
諸
煩

惱
、
外
衜
眾
魔
怨
（
清
浄
な
心
を
楯
と
し
、
輝
く
鋭
い
智
慧
の
剣
に
て
、
諸
々
の

煩
悩
を
破
壊
し
滅
ぼ
せ
ば
、
外
道
衆
魔
は
怨
む
）」
が
あ
る
。「
煩
悩
林
」
は
「
煩

悩
の
数
が
多
い
こ
と
を
林
に
た
と
え
る
」（『
広
説
』）。

（
一
一
）行
普
心
於
世
界
：「
普
心
」
は
差
別
を
し
な
い
広
い
心
の
こ
と
。『
大
方
廣

佛
華
嚴
經
』
巻
三
〇
「
十
迴
向
品
」
二
十
五
之
八
に
「
願
一
切
衆
生
、得
周
普
心
、

平
等
智
慧
（
ど
う
か
一
切
衆
生
に
あ
ま
ね
く
広
い
心
と
平
等
の
智
慧
を
得
さ
せ
て

く
だ
さ
い
）」
と
あ
る
。

（
一
二
）而
諸
仏
之
大
願
：『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
巻
四
九
「
入
法
界
品
」
第

三
十
四
之
六
に
「
欲
滿
一
切
諸
佛
大
願
、
欲
淨
一
切
諸
佛
色
身
（
す
べ
て
の
諸
仏

の
大
願
を
満
た
そ
う
と
し
、
す
べ
て
の
諸
仏
の
肉
体
を
浄
め
よ
う
と
し
）」
と
見

え
る
。
こ
の
句
は
動
詞
を
欠
く
。
普
通
で
あ
れ
ば
「
而
」
の
位
置
に
「
滿
」
が
来

る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
「
そ
れ
が
諸
仏
の
大
願
で
あ
る
」
と
い

う
方
向
で
訳
し
て
お
く
。

（
一
三
）泥
犁
：「niraya

の-aya

がe

と
な
っ
た
も
の
の
音
写
か
。
地
獄
の
こ
と
」

（『
広
説
』）。『
佛
說
泥
犁
經
』
に
、「
今
我
行
惡
、
死
當
入
泥
犁
（
今
私
が
悪
い
行

い
を
す
れ
ば
死
ん
で
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
）」と
見
え
る
。「
泥
梨
」「
泥
黎
」

と
も
表
記
す
る
。P.2319

（
甲
）は
「
利
」
を
二
重
線
で
消
し
、
右
横
に
誤
字
を
示

す
記
号
「
ト
」
を
記
し
た
上
で
「
犁
」
に
改
め
て
い
る
。

（
一
四
）是
和
尚
慈
親
普
降
：「
慈
親
」
は
「
慈
悲
」
や
「
慈
心
」
の
誤
り
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
はP.3485

（
乙
）も
欠
け
て
お
り
、
判
断
し
に

く
い
。
あ
る
い
は
目
連
を
父
母
の
よ
う
に
慈
悲
深
い
も
の
と
し
て
こ
の
よ
う
に
呼

ぶ
か
。「
普
降
」
は
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
巻
四
三
「
離
世
間
品
」
三
十
三
之
八
「
菩

薩
大
龍
王
、
具
足
自
在
力
、
普
降
甘
露
法
、
澤
潤
諸
群
生
（
菩
薩
大
龍
王
は
自
在

力
を
持
ち
、
甘
露
を
普
く
降
ら
せ
て
諸
々
の
生
命
を
潤
す
）」
の
よ
う
に
あ
ま
ね

く
降
ら
す
こ
と
か
。

（
田
村
）

八
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



　
　
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）
セ
ク
シ
ョ
ン
１
～
８　

担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

井
口　

千
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

大
賀　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　

小
松　

謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

田
村　

彩
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5　

井
口　

千
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6　

大
賀　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7　

小
松　

謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8　

田
村　

彩
子

（
二
〇
一
八
年
十
月
一
日
受
理
）

（
こ
ま
つ　

け
ん　
　
　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

（
い
の
く
ち　

ち
ゆ
き　

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
講
師
）

（
お
お
が　

あ
き
こ　
　

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

（
か
つ
き　

れ
い
こ　
　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）

（
か
わ
か
み　

め
ぐ
み　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

（
そ
ん　

り
ん
じ
ょ
う　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（
た
ま
き　

な
お
こ　
　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

（
た
む
ら　

さ
い
こ　
　

立
命
館
大
学
言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
嘱
託
講
師
）

（
ふ
じ
た　

ゆ
う
こ　
　

京
都
府
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
み
や
も
と　

は
る
か　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

　

本
訳
注
は
小
松
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事

業
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
一
六
Ｋ
〇
二
五
九
二
「『
水
滸
伝
』
本
文
の
研
究
」、

井
口
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・

課
題
番
号
一
八
Ｋ
一
二
三
一
〇
「
明
代
武
官
を
中
心
と
し
た
社
会
的
異
種
階
層
間

の
文
学
的
交
流
の
研
究
」、
川
上
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
年
度
植
田
安

也
子
学
術
振
興
基
金
大
学
院
生
等
研
究
奨
励
事
業
・
題
目
「『
懐
風
藻
』
の
構
成

と
人
物
伝
に
関
す
る
考
察
」
お
よ
び
宮
本
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号
一
七
Ｊ
〇
四
六
九
七

「
唐
話
の
流
行
か
ら
見
る
漢
籍
受
容
―
岡
白
駒
と
そ
の
周
辺
」
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

八
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
一
）




